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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき

　解説











　　　ネコまっしぐら







　メープルランドとホイップ社会主義共和国連れん邦ぽう──通つう称しよう『ポ連』は、原因も定さだかではない一方的な逆さか恨うらみ（ポ連→メープルランド）を百年も続けていた。

　初めはメープルランドも誤解を解こうと努力を続けていたが、三ヶ月をすぎた頃ころにはメープルランド側も『あいつらメンドイ』と諦あきらめてしまい、ポ連に属する二百あまりの都市群が恨みを積もらせていった。

　ポ連は戦った。

　初めは腐ふ敗はいした資本主義を根絶させるためと信じて戦った。

　だが、逆恨みは長引くばかりで終わりがなかった。

　メープルランドは疲つかれた。

　誰だれも彼もが『もうあいつらホントにメンドイ』と疲れていた。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




　ポ連の首都──ピロシキ。

　その中央に位置する最高司令部に、この国を束ねる権力者たちが集つどっていた。

「メープルランドが地上界で怪あやしい動きをしているらしいにゃ！」

　一いつ匹ぴきのネコが愛らしい瞳ひとみで告げる。

「きっと我らがポ連の悪口を言いまくってるにゃ！」

　もう一匹のネコが、これまたつぶらな瞳で告げる。

「もう間ま違ちがいないにゃ！　だってあいつら昔からそうだったにゃ！」

「こっちが共産主義でみんな『うげぇ』って顔してる時に、あっちは当てつけみたいに自由を謳おう歌かしてやがるにゃ！」

「まったく誰が共産主義なんて始めたんだにゃ！」

　ポ連を全否定するような発言だがそこはみんなスルーである。

「昔は『友好のためにポ連にショッピングモールを出店したい』とか言ってきたこともあるそうだにゃ！　どんな皮肉だにゃ！」

「いくらポ連に配給所しかなかったからって侮ぶ辱じよくしすぎにゃ！」

「それ以来、ショッピングモールの話がパッタリ止まったのもヒドイにゃ！」

「そうにゃ！　本気だったら一回断られたくらいで引き下がらないでほしいにゃ！」

「楽しみにしてたのにっ！」

　ネコたちが口々にメープルランドの悪逆非道を非難する。

「これはもう宣戦布告に等しいにゃ！　我らこそよく百年も我が慢まんしたって賞賛されるべきにゃ！」

「でも地上界で好き勝手されるのは許せないにゃ！」

「手を打つ必要があるにゃ」

「安心するにゃ。それについてはすでに引き受けてくれた同志がいるにゃ」

　その言葉を受けて一匹のネコが姿を現した。

「ウラジミール・ウラジーミロヴィチ・ニャーソン大たい佐さ、参りましたにゃ！」

　直立不動のまま声を張る。

「ニャーソン大佐、メープルランドが地上界に建てたという秘密基地……甘あま城ぎブリリアントパークに潜せん入にゆうするにゃ。任務は偵てい察さつと監かん視し、場合によってはそれなりの行動を期待するにゃ」

「お任せくださいにゃ。その任務、このウラジミール・ウラジーミロヴィチ・ニャーソンが見事遂すい行こうしてみせますにゃ！」







　　　ネコとハリセン







「……というわけで用意した魔ま法ほうの核かく爆ばく弾だんがこれにゃ！」

「いきなり世紀末じゃねーか！」

　最高に物ぶつ騒そうなものをドヤ顔で取り出したニャーソンにハリセンの鉄てつ槌ついが下る。

「なにをするんだにゃ同志トージ！　これは動物虐ぎやく待たいにゃ！」

「自じ業ごう自得だろうが」

　ハリセンを手にしたまま、宗むな方かた東とう司じはうんざりと呟つぶやいた。

　メープルランドの活動を妨ぼう害がいするべく地上に降り立ったニャーソンに、不幸にも巻き込まれてしまった高校生が彼である。

　こんな役目はさっさと辞退したいのに、ニャーソンを野放しにするとなにをやらかすか分からないので、こうしてつきあっているのだ。

　ニャーソンに出会ってしまったのが運の尽つきというやつである。

「だいたい魔法の核爆弾ってなんだよ!?」

「知らないのかにゃ？　魔法のプルトニウムを魔法爆縮で密度を高めて、魔法核かく分ぶん裂れつ連れん鎖さ反応を開始させて……」

「魔法をつければなんでも許されると思ったら大おお間ま違ちがいだ！」

　再びハリセンがニャーソンを襲おそう。

　しかし横よこっ面つらを引っぱたかれたニャーソンは平気な顔で続ける。

「そんなに心配しなくても大だい丈じよう夫ぶにゃ。メープル城にポイッと投げ込んでポチッとスイッチを押すだけの簡単なお仕事にゃ」

「ブラック企き業ぎようの勧かん誘ゆうみたいな言い方すんな！」

「これさえあればメープルランドのやつらもイチコロにゃ！」

「もれなく俺おれ等らもお陀だ仏ぶつだよ！　同じパーク内にあるんだからな！」

　ここは甘あま城ぎブリリアントパークの一画、エトセトランドにあるファンシーショップ──その名も『ホイップアンティーク』だった。

　その名の通り、ニャーソンがポ連の前線基地として築いたものだ。

　東司とニャーソンは、この店のバイトとオーナーという関係だった。

　しかしニャーソンがとことん役立たずなので、バイトの東司がフォローする毎日だった。

　ちなみになぜファンシーショップかという疑問は、とりあえず置いておく。

「にゃ!?　おかしいにゃ……このくらい離はなれていれば大丈夫だって、お店のルーマニア人が言ってたんだけどにゃ……」

「おまえそれ魔法がどうとかじゃなくて本物じゃねーかっ！」

　とんでもない横流し品だった。

「さっさと捨ててこい！　じゃなくて！　こんなものどこに捨てたら……あーもうっ！　核爆弾の捨て方なんて回覧板に書いてないぞ！」

「そんなことも知らないのかにゃ？　キレイに洗ってリサイクルするに決まってるにゃ」

「今度は誰に横流しするつもりだ！」

　三度となるハリセンでの強力な一いち撃げきを見み舞まう。

　それでもニャーソンはケロッとしていた。まるでダメージを受けていない。

「こんにゃろ……やっぱりこんなハリボテじゃダメだ！」

　東司は手にしていたハリセンを放ほうり捨てる。

「はるの！　ドウジギリを持ってこい！」

　東司が声を張り上げる。

　すると間もなく一人の少女が走ってきた。

　オレンジの髪かみは太陽の光で編んだかのように鮮あざやかで、クリッとした瞳と桜色の唇くちびるが愛らしさを引き立てている。

「どうしたのトージ？」

　少女──紅くれ衣いはるのはニャーソンと対たい峙じする東司に尋たずねた。

　ちなみに彼女はホイップアンティークの店長である。

「ドウジギリを貸してくれ！」

「でもさっき自分で作ってたのは？」

「あれじゃダメだ！　このネコにはちっとも効かん！」

「また大佐がなにかしたんだ……うん、分かった！」

　ニャーソンがなにをしでかしたか聞くまでもなく、はるのが悟さとったように自分の太ももに手を伸のばした。

　スカートの裾すそをパンッと払はらい、太ももに直接触ふれる。

　直後、彼女の手には一ひと振ふりの日本刀が握にぎられていた。

　質素ながらも凜りんとした雰ふん囲い気きを放つ日本刀は、その名を『ドウジギリ』という。

　彼女もニャーソンと同じくポ連出身で、ニャーソンの部下だった。

　ちなみに本名はハルノフィア・クレーノワという。

「頑がん張ばってね、トージ！」
















「任せとけ！」

　ドウジギリを受け取った東司がニャーソンに向き直る。

「ど、同志はるの！　どうしてボクちゃんを危険な目に遭あわせるにゃ!?　ボクちゃんは上官なんだにゃ！」

「でも役立たずですし」

「あっさりダメ出しされたにゃーっ！」

　それまで平然としていたニャーソンがにわかに焦あせり始めた。

　ただのハリセンから日本刀になれば怖こわがるのも当然じゃないか──というのは、しかし微び妙みように違う。

「やっぱりこのネコを懲こらしめるにはこれじゃないとな！」

　ドウジギリの鞘さやを左手に、その柄つかを右手に、東司がニャーソンににじり寄る。

「よ、よすんだにゃ！　話せば分かるにゃ！　さあ心を開いて共に歌うにゃ！　ネコの共和国の揺ゆるぎない同盟を～、偉い大だいなレーニャンは永遠に結びつけた～」

「売れないアイドルかよっ！」

「建国の父なんだにゃーっ！」

　ニャーソンの絶ぜつ叫きようが響ひびく中、ぐっと踏ふみ込んだ東司が右手を一いつ閃せんさせた。




　スパァァァァァ────ンンンッッッ!!




　軽快な炸さく裂れつ音と共にニャーソンが血を吐はきながら宙を舞まう。

　東司の右手にあったのは──まさしくハリセンだった。

　鞘と柄は日本刀、しかし刀身に当たる部分がハリセンなのだ。

「よし、これにて一件落着！」

「トージ、お疲つかれ様！」

「やっぱりニャーソンにはこいつに限るな」

「そう言ってもらえるとあたしも嬉うれしいよ！」

「これからもよろしく頼たのむ！」

「頼まれた！」

　一仕事終えた感じで談だん笑しようする二人の声を、吐と血けつしたニャーソンは薄うすれ行く意識の中で聞いていた。







　　　誰だれかが持ってる核かくボタン







　甘あま城ぎブリリアントパークのエトセトランド一画にひっそりと店を構える『ホイップアンティーク』──このファンシーショップは今日も平和ではなかった。




「今度こそちゃんとした魔法の核爆弾をゲットしてきたにゃ！」

「ちったー懲りろやっ！」

　すかさず東とう司じが回し蹴げりをたたき込むが、分厚いクッションをまとったニャーソンにはね返されてしまう。

「くそっ……」

　やはりドウジギリでなければ攻こう撃げきが通じない、と東司が唇をかんだ。

　しかしはるのは買い出しに行っている。

　ドウジギリさえあれば──

「ど、同志トージ！　ボクちゃんの話を聞くにゃ！」

　東司から不ふ穏おんなものを感じ取ったニャーソンが先手を取ろうと話しかける。

「これは正規品にゃ！　ここにちゃんとポ連通つう販はん協会のスタンプもあるにゃ！」

「通販で核爆弾買うなっ！」

「だって安かったんだにゃ……」

「どんな衝しよう動どう買がいだよ」

「ちなみにキャンペーン中で、一個買ったらオマケでもう一個ついてきたにゃ」

「在庫処理っ!?」

「そうしたら、オマケのオマケでさらにもう一個……」

「どれだけ余ってんだよ……てか、核爆弾を買うやつがそうそういるかよ」

　テロリスト相手に通販して儲もうかるはずがないだろうに。

「とにかく捨ててこい。前みたいにポ連に持ち帰れ」

「違ちがうにゃ違うにゃ！　これは安全な核爆弾なんだにゃ！」

「安全もクソもあるかよ……」

「それがあるんだにゃ！　ほら、この説明書を読むにゃ！」

　ニャーソンが添てん付ぷの取とり説せつを渡わたす。

「なになに……『本製品は核爆弾撲ぼく滅めつキャンペーン用の核爆弾（体験版）です』……って、初っぱなから意味不明なんだが」

「いいから読むにゃ、その後ろが肝かん心じんにゃ！」

「分かったよ……『本製品は核爆弾と解除ボタンがセットの商品です。本体の起爆ボタンを押しても、押し続けていれば爆発しません。また、解除ボタンによって完全に起爆を解除できます』……なにがしたいんだこいつは？」

「臨死体験ならぬ臨爆体験にゃ。核爆弾の爆発一歩手前の状態を体験することで、核爆弾なんて根絶しようっていう気持ちにさせるんだにゃ」

「取説の体験版ってそういう意味かよ。やらんとしていることは分かるが……」

　何事も経験が一番ということだろうか。

　確かに核爆弾なんて最上級の兵器だ。それを爆発間近で手にしているとなれば、怖いなんてレベルの恐きよう怖ふではない。

　こんなものは根絶しなければ、という気持ちがわき上がるというのも理解できる。

　だがそれを通販で売るというのはいかがなものか。

「それで、おまえはこれでなにをしようってんだ？」

「決まってるにゃ。この核爆弾をメープルランドのやつらに送りつけるにゃ。そしてあいつらが起爆ボタンを押すのを待つにゃ」

「いや、押さないだろ」

「押したらボクちゃんが登場にゃ！」

　東司のツッコミに耳を貸さずニャーソンが続ける。

「ボクちゃんが解除ボタンをちらつかせながら『死にたくなかったらボクちゃんに絶対服従するにゃ！』って脅おどすんだにゃ！」

「ゲスい……ゲスすぎる……」

　性根の腐くさったネコに心からの軽けい蔑べつを送る。

「そうしたらやつらはきっと涙なみだ目めで懇こん願がんしてくるにゃ！　なんでもするから助けてくださいって！　こんなふうに爆ばく弾だんを抱かかえながら恐怖に震ふるえて……」

　勢い余ってニャーソンが実演を始める。

　そう──律りち儀ぎに起爆ボタンを押しながら。

「…………やっちまったにゃ」

「なにやってんだおまえはっ!?」

　まさかの臨爆体験に一人と一いつ匹ぴきが色めき立つ。

　そこに追い打ちをかけるように、核爆弾に取り付けられた赤いランプが点てん滅めつを始めた。

「だ、大丈夫にゃ！　解除ボタンを押せば手を離しても大丈夫にゃ！」

「そ、そうだったな……。それで解除ボタンはどこだ？」

「そこの通販の箱に入ってるはずにゃ。同志トージ、取ってほしいにゃ」

「仕方ないな……俺もまだ死にたくない」

　核爆弾を抱だいたままのニャーソンの代わりに東司が通販の箱を開ける。

　がさごそと箱の中を探し、手のひらサイズのリモコンを見つけた。

「これか……」

「それだにゃ！　同志トージ、早く解除してほしいにゃ！」

「まったく、騒さわがせやがって……」

　東司は核爆弾の方にリモコンを向け、ボタンを押した。

「これで大だい丈じよう夫ぶだな」

　東司がふっと胸をなで下ろす。

　しかしニャーソンは硬かたい表情のままだった。

「同志トージ……ランプの点滅が止まらないにゃ……」

「な──っ!?」

　東司が視線を戻もどすと、確かにランプは点滅したままだった。

「起爆ボタンを押したらランプが点ついたよな……？」

「そうにゃ。そしてランプが点滅したままということは……」

　東司はリモコンを爆弾にぐっと近づけ、何度もボタンを押した。

　リモコンの向きを変え、角度を変え、単四電池を交こう換かんして何度も押した。

　それでも、ランプは点滅したままだった。

「壊こわれてんのか!?」

「不良品かにゃ!?　なんてことにゃ！」

「とりあえず落ち着け！　おまえは騒ぐな！」

　何かの拍ひよう子しに起爆ボタンから手が離はなれたらすべてが終わる。

「ボ、ボクちゃんはなんてものを買ってしまったんだにゃ……」

「後こう悔かいするなら最初から止やめろってんだよ……。とにかく交換してもらうしかないだろ」

「でもポ連通販協会は昨日から一週間のストライキに入ってるにゃ」

「共産主義のくせしてストライキ!?」

「なんでもボーナスがお金じゃなくて現物支給だったそうにゃ」

「倒とう産さん寸前のパソコンメーカーかよ……」

　共産主義が聞いて呆あきれる。

　しかしこうなった以上、残る手段は一つしかない。

「ニャーソン、一週間そいつと一心同体になれ」

「このままでいろってことかにゃ!?」

「それしかないだろ」

「絶対にムリにゃ！　そもそも寝ねることもできないにゃ！」

「自分のミスは自分でどうにかしろ。一週間くらい寝なくても死にはしない」

「死んじゃうにゃ！」

「甘ったれんな！　寝た拍子に手が離れたらそれこそ死ぬんだぞ！」

　ニャーソンには死んでも核爆弾を抱いてもらわなければならない。

「こ、交替でやるにゃ！　ボクちゃんと同志トージでローテーションを組むにゃ！」

「交替する時に爆弾から手が離れるだろうがっ！」

　ただでさえニャーソンの手はネコの手なのだ。あんなモフモフで大きな手で押さえていたら、こっちが手を差し込む隙すき間まもない。

　どうやったって一いつ瞬しゆんは手が離れるはずだ。

「どうすりゃいいんだ……」

　東司たちが途と方ほうに暮れていると、そこにはるのが買い出しから帰ってきた。

「トージ、頼まれてたやつ買ってきたよ……って、なにやってるの？」

　青ざめた顔の東司にはるのが首を傾かしげる。

「はるの……実はな……」

　東司が事の顚てん末まつを説明する。

　そして聞き終わった直後、はるのもやはり青ざめた。

「ど、どうしようトージ……」

「とりあえずニャーソンに爆弾と心中してもらうことで話はまとまった」

「それいつにゃ!?」

　出席しているのに欠席裁判されていた。

「うるさい、おまえが原因なんだから覚かく悟ごを決めろ」

「そんなの薄はく情じようにゃ！　ボクちゃんを助けてほしいにゃ！」

　ニャーソンが涙目ですがりついてくる。

　核爆弾とセットなので物ぶつ騒そうなことこの上ない。

「……トージ、大たい佐さを助けられないかな？」

　そこではるのから天の一声が。

「さ、さすが同志はるのにゃ！」

「大佐が死んじゃったら始末書を作るのが疲つかれるんだもん」

「そっちの心配かにゃーっ！」

「書き終わったらアイスおごるから、頑がん張ばってくれないか？」

「アイス!?　ボクちゃんの命はアイスより軽いのかにゃ!?」

「それなら頑張る！」

「軽かったにゃーっ!!」

　精神的ダメージで気絶しそうになる。

「おいこらっ！」

　気絶されて起爆ボタンから手が離れたら大だい惨さん事じだ。東司は慌あわててニャーソンの顔面にグーをぶち込んでたたき起こした。

「寝るな！」

「今の一いち撃げきである意味寝そうだったにゃ……」

　とりあえずピンチは凌しのいだが、長くは持ちそうになかった。

「……トージ、あたしにいい考えがある！」

　はるのが閃ひらめいたというように右手を挙げた。

「フラグに聞こえてしまうんだが……聞こう」

「大佐とトージとあたしとで……」

「ローテーションなら却きやつ下かだ」

「はうぅ……」

　やはり考えることはみんな同じだ。

　ニャーソンがネコの手をしていなければ、隙間から手を差し入れて交替することもできるだろう。

　あるいはなにか別の物で押さえることもできる。

　ニャーソンのネコの手さえどうにかできれば──

「……ってニャーソン、おまえ人間の格好になれないのか？」

「にゃっ!?　その手があったにゃ！」

　適当に言ったら正解だったらしい。

　まあ、ポ連もメープルランドと同じく魔ま法ほうの国なので、ひょっとしたらと思っていたけど。

「どうして気づかなかったんだにゃ！」

「これで万ばん事じ解決だね！」

「まったく、騒がせやがって……」

　二人と一匹が同じように胸をなで下ろす。

　これでもうなにも怖こわくないと安あん堵どする。

「それじゃ姿を変えるにゃ。変身すると十円ハゲが増えるからイヤにゃんだけど、そんなこと言ってる場合じゃないにゃ……」

「簡単にできるのか？」

「できるけど事前申しん請せい制なんだにゃ。勝手に変身すると粛しゆく清せいされるにゃ」

「さすが共産主義のポ連……」

「こんな時のために申請書をもらってきておいて正解だったにゃ……っと。書くのにこれ邪じや魔まにゃ」

　本当に何気なく、なんの悪気もなく──ニャーソンが核かく爆ばく弾だんを床ゆかに置いた。

　手を、離してしまった。

「ばっ────!?」

　東司が目を見開く。

　ニャーソンが白目を剝むく。

　はるのがしゃがみ込む。

　そんな彼女を反射的に東司が抱だきしめたところで──




　核爆弾がパカンと割れ、中に仕込まれていたオルゴールが『蛍ほたるの光』を奏で始めた。




　啞あ然ぜんとする二人と一いつ匹ぴきが、たっぷり三十秒ほどの思考停止から回復する。

「……ど、どうなってんだ？」

　はるのから身体からだを離した東司が呟つぶやく。

　どうして爆弾の中がオルゴールなのか、もう頭の中がしっちゃかめっちゃかだった。

　その答えをもたらしたのははるのだった。

「トージ、これっ！」

　はるのが差し出してきたのは核爆弾の取とり扱あつかい説明書だ。途と中ちゆうまでは最初に読んでいたが、

「最後の方を見て！」

　はるのの声に、東司は末まつ尾びの文章へ目を移した。

　そこにはこう書いてあった。




『なお本製品は（体験版）です。本物の爆発をお望みの方は、正式版のご購こう入にゆうをお願いいたします』

「誰だれが買うかっ！」







　　　ファンシー洗脳術







　ホイップアンティークはファンシーショップである。

　甘あま城ぎブリリアントパークの動向を監かん視しするポ連の軍事拠きよ点てんであるがファンシーショップである。

　さて、このホイップアンティークの印象だが、テーマパークによくあるお土産みやげ屋さんを思い浮うかべてもらえれば分かりやすいだろう。

　人気マスコットをあしらった数々のグッズ──それはぬいぐるみやキーホルダーといったお土産の定番から、マグカップやお皿などの食器類、そしてパジャマや靴くつといった日用品にまで、幅はば広ひろく展開されるのが普ふ通つうだ。

　ここホイップアンティークでも、そういったセオリーはきちんと踏とう襲しゆうしていた。

　店内に陳ちん列れつされたいろんなグッズには、この店のオーナーでありポ連の将校でもある、ニャーソン大佐が愛らしく描えがかれていた。

　ニャーソンのぬいぐるみ。

　ニャーソンのサンダル。

　ニャーソンの絵はがき。

　ニャーソンのパンツ。

　ニャーソンの、ニャーソンの、ニャーソンの──

「全部おまえで気持ち悪すぎるわっ！」

　精神を病やみそうになって東とう司じが悶もだえるのも当然のことだった。

「だよねぇ……日本人形の大群に見つめられる方がまだマシかも」

　呪のろいのアイテムでも見つけてしまったようにはるのが呟く。

「同志諸君！　どうかにゃ、このラインナップは！」

　げんなりモードの二人とは対照的に、ニャーソンは満面の笑えみで悦えつに入いっていた。

「ボクちゃんのグッズを片かたっ端ぱしから作らせたにゃ！　どれもこれも職人の息吹いぶきがこもった一品にゃ！　ちなみに職人たちの出身はもれなく中国内陸部！」

「出で稼かせぎじゃねーかっ！」

「失礼にゃ！　誰も彼もボクちゃんへの忠義を果たさんと、千里の道を乗り越こえて集つどった同志たちにゃ！　今も向こう五ヶ月分の在庫を次から次の大量生産中にゃ！」

「マーケティングがザルすぎる……だいたいどこで資金を調達したんだよ」

　いくら外国に発注したといっても、これだけの種類をそろえるとなると結構な金額がかかりそうなものだが。

「大たい佐さの家ってすっごいお金持ちなの」

　はるのが疑問に答えてくれた。

「お父さんが軍の英えい雄ゆうで、お母さんが党の幹部の娘むすめさんだって。ポ連でも十本の指に入るんじゃないかな？」

「共産主義のくせに金持ちかよ……」

「確かこの前の誕生日プレゼントが大佐昇しよう進しんだったはずだよ」

「金でなんてもん買ってやがる！」

　金の力でのし上がるなんて生やさしいもんじゃない。

　そんな体制でポ連は大だい丈じよう夫ぶなのだろうか──他ひ人と事ごとだが心配になってくる。

「こんなやつの下で働く部下がかわいそうだ」

　ポロッとこぼれた言葉だったが、それにニャーソンが反応した。

「それはヒドイにゃ！　ボクちゃんを尊敬してくれる有能な将兵ならたくさんいるんだにゃ！」

「ウソつけ」

「そうですよ大佐。今回の任務への協力を部下に片っ端から断られてたじゃないですか」

「ちょ！」

　同志からの思わぬ追つい撃げきにニャーソンが仰のけ反ぞる。

「知ってる。それで新米のおまえを連れてきたんだろ」

「そうそう。ウワサじゃトイレ掃そう除じのおばさんにまで断られたんだって」

「なりふり構ってないな……」

　仮にトイレ掃除のおばちゃんを採用して、ここでなにをさせるつもりだったのか。

　まあ、どうせなにも考えていないのだろうけど。

「おまえもそれを知ってたなら断ればいいのに」

「まるで使えない上官だからって、ほっぽり出すわけにはいかないもん。ほら、地上界のみなさんにポ連の恥はじを晒さらしちゃうし」

　はるのがバッサリ。ついでにニャーソンのハートもバッサリ。

　基本的に素す直なおで優やさしい良い子なのだが、オブラートという物を知らなかった。

「ど、同志はるの……もういいにゃ、ボクちゃんのライフはもうマイナスにゃ……」

　悶え苦しむニャーソンが必死にはるのを止める。

「だいたいおまえ、真ま面じ目めに甘ブリを妨ぼう害がいするつもりがあるのかよ」

「もちろんだにゃ！」

　そんなこと言われるなんて心外だ、とニャーソンが眉まゆを吊つり上げる。

「ボクちゃんはポ連の将校として、やつらがこの地でなにを企たくらんでいるのか探さぐる任務があるんだにゃ！　メープルランドがポ連に内ない緒しよで地上界であれこれ……これはもう特大級の機密事じ項こうに違ちがいないにゃ！」

　腕うでを組んでなにやら難しい顔を作るニャーソンに、はるのが一言、

「アニムス集めてるだけらしいですよ？」

「そんなはずないにゃ！　もっとあくどいこと企んでるに違いないにゃ！」

「でも、この前モッフルさんに聞きましたもん」

　モッフルというのは、甘城ブリリアントパークの看板マスコットのことである。

　もちろん中の人などいない。

「なんであいつらと仲良くなってるんだにゃーっ!?」

　アニムスというのは、人が幸せを感じたり嬉うれしくなった時に、無意識にあふれ出るエネルギーのことだ。

　夢とおとぎのテーマパークが舞ぶ台たいなら、アニムスも集まりやすいというものだ。

「ボクちゃんたちの任務はこのテーマパークの撲ぼく滅めつにゃ！　それなのに敵と仲良くなるなんてどういうつもりにゃ！」

「だって大たい佐さより頼たよりになるし」

「面と向かって言わなくたっていいじゃないかにゃーっ！」

　自分は大佐だぞ、偉えらいんだぞと思い込みたいニャーソンのケチなプライドを木こっ端ぱ微み塵じんに踏ふみ砕くだく。

「とにかく、メープルランドと仲良くするのは禁止にゃ！　あとで就業規則にも追加しておくにゃ！」

「毎日のように遅ち刻こくと早退を繰くり返してるおまえがなにを言うか……」

　東司が呆あきれていると、店の裏手の方からドアを叩たたく音がした。

「エトセトランドの連れん絡らく網もうかな？」

「かもな」

「とっくにご近所付き合いしているにゃっ!?」

　愕がく然ぜんとするニャーソンは放ほうっておいて、はるのが対応のために店の奥に向かった。

「なんか届いたみたい」

　ややあってはるのが戻もどってきた。

　人間サイズの段ボール箱を載のせた台車を押しながら。

「なんだこれ……」

「分かんない。宛あて先さきが大佐になってるけど……」

「おーっ！　ついに届いたんだにゃ！」

　息を吹ふき返したニャーソンが段ボール箱に駆かけ寄る。

「また通つう販はんで変なの買ったんじゃないだろうな？」

　ポ連の通販は核かく爆ばく弾だんすら売っている。

「今度のは違うにゃ。魔ま法ほうのウランを魔法合体で魔法臨界質量以上にすることで……」

「トージ！」

「任せろ！」

　スパーンッ！

「だんだん動きが洗練されてきてるにゃ……げふっ」

　流れるようなコンビネーションでドウジギリの一いち撃げきを食らったニャーソンがもんどり打って倒たおれた。

　ちなみに『どうしてはるのが直接ドウジギリを使わないのか』という疑問には、後ほどお答えすることにして。

「三度目とかなに考えてんだっ！」

「そうですよ！　読者さんも飽あきちゃいますよ！」

「ボ、ボクちゃんのウイットに富んだジョークにゃ……」

　こういうところも部下から嫌きらわれるということに気づいていないニャーソンである。

「これはポ連から送ってもらった、メープルランド殲せん滅めつ兵器にゃ」

「やっぱり物ぶつ騒そうなものを……」

「にゃー！　まだ説明が終わってないにゃ！　だからドウジギリを下ろすんだにゃ！」

　ニャーソンは段ボール箱のガムテープをペリペリと剝はがした。

　中から現れたのは──

「これがボクちゃんの最終兵器……１／１ニャーソン型洗脳マシーン、その名も『魅み惑わくのボクちゃん』にゃ！」

　実物のニャーソンと同じ背格好の人形だった。

　なにからなにまでそっくりだが、瞳ひとみだけは虚うつろで、死んだ魚のような目をしていた。

「これを甘ブリの中ちゆう枢すう、ソーサラーズ・ヒルに潜せん入にゆうさせるにゃ。そして内部に仕し掛かけられた洗脳電波発生装置を起動！　あいつらをみんなまるごとボクちゃんの言いなりにするんだにゃ！」

　ラジコンのコントローラーみたいなものを手にニャーソンが語り出す。

「ポ連の通販がなんでおまえの人形を……」

「この前、通販会社の親組織を買収したにゃ」

「どこまでも金で解決しやがって……」

　バカに大金を持たせるとろくなことにならないようだ。

「でも、どうして大佐の格好をしてるんですか？」

　はるのがふと疑問顔になる。

「ほら、大佐ってみんなから嫌われてるじゃないですか」

「ナチュラルに指し摘てきしてやるなよ……事実だけど」

「別の格好をさせた方が潜入しやすいんじゃ……」

「ボクちゃんは人気者になりたいんだにゃ！」

　唐とう突とつに大絶ぜつ叫きようが返ってきた。

「もう部下にいじめられるだけの毎日は嫌いやだにゃ！　もっと尊敬されたいにゃ！　もっとチヤホヤされたいにゃっ！」

「た、大佐が壊こわれちゃった……」

　幼よう稚ち園えん児じが泣きじゃくるようなテンションにはるのも思わず戸と惑まどう。

「そこで考えたにゃ！　ボクちゃんの格好をした人形に洗脳電波発生装置を載せれば、みんなボクちゃんにメロメロになるに違いないにゃ！」

「いや、メロメロになる対象はおまえじゃなくてただの人形……」

「そんなワガママは言っていられないにゃ！」

「もう末期だな……」

「とにかくボクちゃんはチヤホヤされたいにゃ！　それがムリなら、せめてボクちゃんの人形をみんながチヤホヤしている光景を見たいにゃ！　目に焼き付けて記き憶おくに刻んで今後の人生を生きる糧かてにするにゃ！」

「傲ごう慢まんなんだか謙けん虚きよなんだか……」

　とにかくニャーソンは優しくされたくて今にも死にそうだということは分かった。

「それじゃさっそく実行にゃ！　二人ともボクちゃんについてくるにゃ！」

　言うや否いなや、ニャーソンが操作するコントローラーの指示を受け、ニャーソン人形がのっそりと歩き始めた。

「……どうする、トージ？」

「放っておくわけにはいかないだろ。どうせ後始末するのは俺たちなんだし」

「そうだね……。適当なところまで好きにさせて満足してもらおっか」

「取り返しのつかないことになる前には連れ戻すけどな」

　東司とはるのが大きなため息をもらして口をそろえた。

『本当に……メンドイ』




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「くっくっく……待ってるにゃメープルランド一味！　すぐに洗脳電波でボクちゃんにメロメロにしてやるにゃ！」

　ニャーソンはコントローラーで『魅惑のボクちゃん』を操作しながらソーサラーズ・ヒルへ向かっていた。

　ちなみになにも考えずに人形のすぐ後ろを歩いている。パークに来ていた親子連れのゲストがなんの催もよおし物だろうかと目を丸くしていた。

「でも……正常に作動するのかにゃ……」

　ポ連の通販のいい加減さを知っているニャーソンは不安になった。

　また体験版だったら目も当てられない。

「ちょっと動作確かく認にんするにゃ」

　ニャーソンは洗脳電波発生装置を動かしてみることにした。

　自分は草くさ陰かげに隠かくれてターゲットを探す。

　するとタイミングよく女子高生たちが近づいてきたので、そっちに向けて洗脳電波を照射した。

「さあ、ボクちゃんにメロメロになるにゃ！」

　正確には自分ではなく人形に、であるが。

「……おっ？」

　さっそく効果が現れた。

　それまで談だん笑しようしていた女子高生たちは急に『魅惑のボクちゃん』の方を振ふり向くと、子供のように瞳を輝かがやかせながら我先にと駆け寄ってきたのだ。

「やだ、これカワイイ！」

「なにこれヤバイ！」

「うわぁ、うわぁ！」

「ねえねえ、一いつ緒しよに写メ撮とってもいいよね！」

　もう両手に花の人気ぶりである。人形なのでなんのリアクションも返さないが、それに気分を害する様子もなくチヤホヤもてはやす。

「こ、これは本物だにゃ！」

　思わず右手をグーにする。効果は抜ばつ群ぐんだった。

「もっともっとメロメロにしてやるにゃ！」

　本来の目的も忘れ、ニャーソンはその場で洗脳電波を照射しまくった。

　若いカップル。

　小さな子供連れの夫ふう婦ふ。

　リストラされたのに家族に言えないまま出勤してしまったサラリーマン。

　怪あやしい金のやり取りをしていた黒ずくめの男たち。

　もう手当たり次し第だいに魅み了りようしていった。

　その効果は相変わらず絶大で、すでに『魅惑のボクちゃん』は正体がバレた芸能人みたいにゲストたちに取り囲まれていた。

「ボクちゃんが……ボクちゃんがあんなにチヤホヤされているにゃ……っ！」

　ニャーソンの瞳に熱いものがこみ上げる。

　胸の奥から突つき上げてくる感動に浸ひたっていた。

「……にゃ？　あれは同志トージに同志はるのじゃないかにゃ」

　ニャーソンを探しに来た東司とはるのを見つける。

　ゲストたちにもてはやされる『魅惑のボクちゃん』を眺ながめながら、やっぱりこういうことになったか、と呆れ顔をしている。

「そうにゃ、あの二人も洗脳してやるにゃ！」

　日ひ頃ごろのうっぷんを晴らすように洗脳電波の出力を上げ、東司とはるのに向けて照射する。

「さあ、ボクちゃんを敬うがいいにゃ！　ボクちゃんにひれ伏ふすにゃ！」

　万ばん感かんの思いを込こめてボタンを押し込む。

　すると──

「…………やったにゃ！」

　それまでとは一転、東司もはるのも熱に浮うかされたように顔を上気させ、『魅惑のボクちゃん』へと駆け寄っていった。

「あの二人を屈くつ服ぷくさせるなんて、さすがボクちゃんにゃ！」

　東司とはるのが自分と同じ格好をした人形にお熱になっているという光景は、ニャーソンの心に清すが々すがしい薫くん風ぷうをなびかせた。

「……それにしても」

　しかし──そうなってくると、どうしても欲望を抑おさえきれなくなるのがニャーソンである。

「やっぱりボクちゃんもチヤホヤされたいにゃ……」

　見ているだけで満足すればいいのに、こうなってくると自分で味わわなければ気が済まない。

　我が慢まんできなくなったニャーソンは、ゲストたちに囲まれている『魅惑のボクちゃん』に指令を出した。

　人の輪をかき分け、自分が隠れている草陰に招き込む。

「ここからはボクちゃんのターンにゃ！」

　入れ替かわるようにしてニャーソンが飛び出す。

『魅惑のボクちゃん』を追いかけてきたゲストたちが、飛び出してきたニャーソンに驚おどろいて立ち止まる。

「さあ、待たせたにゃ！」

　ほらほらチヤホヤしていいんだにゃ──そんな浮かれ気分で両手を広げたニャーソンだったが、そこで目まの当たりにしたのは意外な光景だった。

「ど、どうしたんだにゃみんな……どうしてそんな冷たい目でボクちゃんを見るにゃ!?」

　急転直下、ゲストたちの表情が一変していた。

　女子高生たちは生徒指導の教師を見るような嫌けん悪おした目で。

　子供連れの夫婦は問題ばかり起こすお隣となりさんを見るようなよそよそしい目で。

　リストラされたサラリーマンは自分の首を切った上司を見るような憎ぞう悪おに満ちた目で。

　黒ずくめの男たちは高校生名めい探たん偵ていを見るような殺意に満ちた目で。

　そして東司とはるのは──いつも自分を見るような冷めた目で。

「この偽にせ物ものめっ！」

「なにあの瞳ひとみっ！　同情を誘さそうみたいで気持ち悪っ！」

「あの虚うつろで儚はかなくて……死んだ魚みたいな瞳がキュートだったのに！」

「ねーねーママ、あのヘンなオメメのどうぶつなーに？」

「めっ！　見ちゃいけません！」

「そんなに目をキラキラさせやがって……俺の人生めちゃくちゃにしたのがそんなに嬉うれしいかよ！」

「ジャックダニエル、あいつの身体からだを小さくしてやれ」

「オーケー、ジョニーウォーカー」

　敵意むき出しの視線にニャーソンの背筋が凍こおる。

「な、なんてことだにゃ……ボクちゃんのこの愛くるしい瞳がアダになるにゃんて……」

『魅み惑わくのボクちゃん』とニャーソンの唯ゆい一いつの違ちがいはその瞳だ。

　普ふ通つうならニャーソンの方に好感を持つのだろうが、ここにいる全員とも『魅惑のボクちゃん』の空くう虚きよな瞳にメロメロになってしまっていたのだ。

「ど、同志トージ、同志はるの！」

　せめてもの救いを求めて二人にすがる。

　しかし──

「はるの……ドウジギリをくれ。こんな目をしたネコは駆く除じよしなきゃならん」

「そうだね……この手で絶ぜつ滅めつさせなきゃね！」

　見事に洗脳されてしまっていた二人は、見事にニャーソンに反旗を翻ひるがえした。

　いやまあ、いつも通りと言えばそうなのだが。

「なんでにゃなんでにゃ！　なんで『魅惑のボクちゃん』とボクちゃんとでこんなに扱あつかいが違うんだにゃ!?」

　外見はまったく一緒のはずなのに。ただ瞳の輝きが違うだけなのに。

　手のひらを返したような反応にニャーソンは面食らった。

「いったいどうして……」

　たじろぐニャーソンの肩かたに、背後から誰だれかがタッチする。

「誰にゃ！　ボクちゃんは忙いそがしい……」

　振り返ったニャーソンが戦せん慄りつする。

　そこにいたのは自分とうり二つ──『魅惑のボクちゃん』だった。

「にゃ！　どうして動けるにゃ!?」

　コントローラーは茂しげみの中に置いたままなのに──驚きよう愕がくするニャーソンの目には『魅惑のボクちゃん』の口元が笑ったように見えた。

「戻もどってきた！」

「お願いこいつをやっつけて！」

「なんか分からないけど顔を見てると無む性しようにイライラしてくるの！」

　洗脳電波を放ったままの『魅惑のボクちゃん』にゲストたちが次々と声せい援えんを送る。

　しかも一いつ般ぱんゲストのみならず、東司とはるのも握にぎり拳こぶしで熱いエールを送っていた。

「な……なんでにゃ……」

　絶望するニャーソン。

　すべて順風満まん帆ぱんだったのに、万事オッケーだったのに。

　こんなはずじゃなかったのにと後こう悔かいする中、『魅惑のボクちゃん』の右ストレートがニャーソンの顔面を貫つらぬく。

　その後『魅惑のボクちゃん』の電池が切れるまで、ニャーソンは魂たましいの抜ぬけたサンドバックのようにボコられた。

　それはまるで、自分が人形と入れ替わったようだった。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




　一方、そのころ──

「なんだこのコントローラー？　ラジコン？」

「知らねー。でも動かしてみようぜ！」

「どこにあんだよー、ラジコン～？」

　茂みの中で『魅惑のボクちゃん』のコントローラーを見つけた子供たちが、しっちゃかめっちゃかに操作していたのだが──それを知っている者はいなかった。







　　　セクハラトラップ







「トラップにゃ！」

　今日もホイップアンティークにニャーソンの威い勢せいのよい声が響ひびき渡わたる。

「これまで正せい攻こう法ほうで攻せめてきたけど、ここは搦からめ手で行くことにするにゃ！」

「いつ、誰が正攻法を使ったって？」

　爆ばく弾だんと洗脳が正攻法とかどんな世紀末だ。

　東とう司じは商品棚だなを掃そう除じしながら一いつ蹴しゆうした。

「余計なことをするな、店のことに口出しするな、ポ連に帰れ」

「バイトから解かい雇こ通告されたにゃ!?」

　オーナー形無しである。

　そこにモップを持ったはるのが通りかかる。

「同志はるの、助けてほしいにゃ！　同志トージがボクちゃんをイジメるにゃ！」

「こらっ、トージ！」

　はるのが腰こしに手を当てて『めっ！』のポーズをとる。

「大たい佐さなんかに構ってる時間があったら表を掃除してよ！」

「同志はるのっ!?」

　ナチュラルにディスられた。

「こいつが余計なことをするんだ。文句を言うなら、こいつに首輪つけて倉庫に吊つるしとけよ」

「なんでわざわざ吊すにゃ、死んじゃうにゃ！」

「えー、やだよ。生なま臭ぐさくなりそうだもん」

「ボクちゃんは生魚じゃないにゃーっ！」

　二人の会話にニャーソンのハートはズタズタだ。

「この店はボクちゃんのものだにゃ！　どうしてボクちゃんを敬わないんだにゃ！」

　短い腕うでを振ふり回してわめき散らす。

「そんな不届き者はこの店に不要にゃ！」

「あ、そう？　じゃあな！」

「大佐、バイバイ！」

「露ろ骨こつに嬉しそうな顔するにゃーっ！　出て行かないでくださいにゃーっ！」

　ズサーっとスライディングしながら土下座する。

「お願いしますにゃ、ボクちゃんの作戦に協力してくださいにゃ……」

「だってさ？　どうするトージ？」

「……分かった。聞くだけきいてやるよ」

「よかったですね大佐。ちゃんとお礼を言わなきゃダメですよ」

「同志トージ、時給を五円アップするにゃ」

「せこっ!?」




「それでトラップってのは？　言っておくけど、止める時には止めるからな」

　東司が宣言する。そもそも地上界出身の彼にはポ連とメープルランドとのいざこざなんて関係ないのだ。

　だから彼のバイトとしての役割はただ一つ。

　ニャーソンの暴走を止めることである。

　適度に自由にさせて、でも一線を越こえる前に阻止する。

　もし東司が火消しになってくれなければ、この店はとっくに潰つぶれているだろう。

「それは大だい丈じよう夫ぶにゃ。安全安心バリアフリーのトラップを用意したにゃ」

「気き遣づかってんだか気遣ってないんだか……」

「今回は通つう販はんは使ってないにゃ。というか、もう使う気がしないにゃ」

「大佐でもさすがに学んだんですね」

　はるのがちょっとだけ感心する。

「だから訪問販売を使ったにゃ！」

「懲こりてねえ!?」

「学ぶだけの脳みそがなかったんですね……」

　はるのがどっと落らく胆たんする。

「二人がいない時にここに来たから買っておいたにゃ」

「なんでテーマパークに訪問販売が来るんだよ！」

「ボクちゃんの勇名を聞きつけてやってきたみたいにゃ。でも『大金で買ってくれるカモがいると聞いて！』とか意味の分からないこと言ってたにゃ」

「カモの自覚しろよ！」

「なに言ってるにゃ。ボクちゃんはネコにゃ」

　むっふんと胸を張る。

「それで、どんなトラップなんですか大佐？」

　自信ありげなニャーソンが哀あわれになったはるのが話題を変える。

「にゃっふっふ……」

　ニャーソンが不敵に笑う。

　その愛らしくも憎にくたらしい顔に、東司とはるのは同時に嫌いやな予感がした。

「実はもう仕し掛かけてあるんだにゃ！」

「はるの！」

「トージ！」

　息の合ったコンビでドウジギリがパスされる。

「甘いにゃ！」

　だがニャーソンもいい加減に学習していた。

　唸うなりを上げて空気を切り裂さいてくるハリセンに対し、背後に隠かくしていたパイプイスでガードする。

「そう何度もボクちゃんがグホォォォォ……っ!?」

　瞬しゆん間かん、ニャーソンの首が百八十度回転し、そのまま吹ふっ飛とばされた。

「ハリセンだけだと思うなよ……」

　静かに語りながら、東司は左手に持っていたドウジギリの鞘さやを下ろした。

　一いち撃げき目のハリセンが防がれた直後に、そのまま鞘での二撃目に移ったのだ。

「す、隙すきを生じぬ二段構えにゃんて……」

「飛天ハリセン流だね！　マンガで読んだことある！」

「おい止めろ」

　いらんところで強調しないでほしい。

「おいニャーソン、いったいどこになにを仕掛けた！」

　早く回収に行かなければと東司が問い詰つめる。

「にゃ……ボ、ボクちゃんもバカじゃないにゃ！」

「いやバカだろ！」

「違ちがうにゃ！」

「どこをどう斬きってもバカだ！」

「バカじゃないにゃ！」

「まだ言うかこいつ！」

「トージ、大切なのそこじゃないよ」

　はるのに諭さとされて我に返る。

　ニャーソンがバカじゃないと認めるのが、なぜか無性に、どうしようもなく悔くやしかった。

「それで、バカじゃないと一人で信じてる大佐はどこになにを仕掛けたんですか？」

「おうっふ!?」

「おまえ、何気に俺より酷ひどくないか？」

　オブラートを知らない天然系の真しん髄ずいがここにあった。

「さ、さすがに効果をこの目で確かく認にんするまでは、メープルランドのテリトリーに乗り込んだりしないにゃ」

　立ち直ったニャーソンが説明する。

「ちゃんと動作確認しようと思って、人ひと気けのないところに仕掛けたんだにゃ」

「そういうことか……」

　それならまだ被ひ害がいは出ていないだろうと、東司が胸をなで下ろす。

「本当に人気がないところなんだろうな？」

「もちろんにゃ」

「それなら回収するのは後にするか……もう甘あまブリの開園時間をすぎてるしな」

　窓の外に目を移すと、ゲストたちがちらほら歩いているのが見えた。

「こんな辺へん鄙ぴな場所にある店だけど、なにかの間ま違ちがいでゲストが来るかもしれないし……ちゃんと開店しないとな」

「ひ、ひどい言いようにゃ……」

「事実だろ……っと。ほら、こっちにゲストが来るぞ」

　女子高生と思われる二人組がこちらに歩いてくるのが見えた。

「ほら、スマイルスマイル……」

　東司が営業スマイルで出で迎むかえる。

「いらっしゃ……」




「きゃっ……!?」

　入り口のドアを開けた直後、短い悲鳴を残して二人が消えた。




　なにが起こったか分からず東司が笑え顔がおのまま凍こおりつく。

「トージ、上だよ！」

　はるのの言葉に天てん井じようを見上げ──絶句した。




　片足をロープで吊され、逆さまに揺ゆれる女子高生たちが、必死にスカートを押さえていた。




「ちょっとなにこれ！」

「降ろしてよっ！」

　当然のように怒おこり始める二人にニャーソンがガッツポーズを決める。

「やったにゃ、成功にゃ！」

「ニャーソンおまえっ!?」

「まずはホイップアンティークの周りにトラップを仕掛けたんだにゃ！」

「人気がないところって言ったじゃないか！」

「人がいないところ、とは言っていないにゃ。ここにはトージしか人間はいないにゃ。ボクちゃんはネコだし、同志はるのもポ連の住人にゃ」

「そういう問題じゃないっ！」

　東司はニャーソンを蹴けり飛ばし、ゆらゆら揺れる二人の救助に向かった。




「すみません、申し訳ありません……」

　平身低頭で謝る東司は二人の女子高生から一通りの罵ば詈り雑ぞう言ごんを受け、いつの間にか二人の彼氏が最近冷たいという相談を聞いて、いくつか感想を述べているうちに最後にはお礼の言葉を受け取って店から送り出した。

「…………ニャーソンっ!!」

　東司が怒ど鳴なると、柱に隠れていたネコの身体からだがビクッと跳はねた。

「な、なんだにゃ！　ボクちゃんはウソはついてないにゃ！　同志トージが『トラップの回収は後回し』って言ったんだにゃ！」

「ちったー反省しやがれ！」

　とりあえずドウジギリの鉄てつ槌ついを下したものの、東司の腹の虫は収まらなかった。

　下手をしたら自分が罠わなに引っかかったかもしれないこと。

　のみならず、はるのも被害に遭あうかもしれなかったこと。

　そしてなにより、ニャーソンの言葉を鵜う吞のみにして確認を怠おこたった自分に対して。

「まったく……ほかにはなにも仕掛けてないだろうな！」

　東司がニャーソンに詰きつ問もんする。

　沈ちん黙もくは重く、ニャーソンの視線が泳ぐ。

「いくつ仕掛けやがった！」

「そ、そこそこにゃ……」

「おい……おいおい！　まさか全部この店の中か!?」

　ホイップアンティークがいつの間にか地じ雷らい原げんに早変わりしていた。

「こうなったら臨時休業してでもトラップを解体するしか……」




『おかあああぁぁぁぁぁ…………さぁぁぁぁあああんっ!?』




「そ……外にも仕掛けちゃったりにゃんかしちゃったりして……」

　地雷原が拡大した。

「このやろ……っ!!」

　ニャーソンへの怒いかりで我を忘れそうな東司だったが、優先するべきはさっきの悲鳴の被ひ害がい者だと思い直す。

　裏口から店の外に出て回り込み──そして絶句した。




　小学生の男の子が両足をゴム紐ひもで縛しばられたままバンジージャンプしていた。




　ホイップアンティークの屋根から突つき出した釣つり竿ざおの先せん端たんで、母親に助けを求める声が行ったり来たりしている。

「早く降ろせ！」

　東司が指示を出すと、はるのが釣り竿の先端をロープで引っかけ、慎しん重ちように引っ張って少年を降ろした。

「本当にすみません、まことに申し訳ありません……」

　土下座する勢いの東司は少年の母親から矢や継つぎ早ばやに罵ののしられ、気がついたら少年から『なんか面おも白しろかったからもう一回やらせて！』と笑顔でアンコールを受け、母親と二人で小さな冒ぼう険けん者を説得してから送り出した。




「……おいゲスネコ！」

　店内に戻もどった東司は怒ど髪はつ天てんを衝つく勢いで、ニャーソンにハリセンと鞘で回かい天てん剣けん舞ぶ八連をたたき込んだ。

　はるのが『ワンセット多い！　これならＣＣＯも倒たおせるね！』とか言っていたが、それに耳を貸せる心境ではなかった。

　彼女にはいま、店の奥で大人しくしてもらっている。

　どこにどんなトラップがあるかも分からない以上、それが一番安全だった。

「は、はい……にゃんでしょうか…」

　ボロ雑ぞう巾きんのようにうずくまったニャーソンがかすれた声でぼやく。

「どこまで被害を広げれば気が済むんだ！」

「ちゃ、ちゃんと安全を考えて、初級者用トラップしか仕し掛かけなかったボクちゃんの心こころ遣づかいも考こう慮りよしてほしいにゃ……」

「その気遣いができるのにどうして仕掛けた!?」

「つ……ついやっちゃうんだにゃ！」

「可愛かわいくねーよっ！」

　これは緊きん急きゆう事態である。店の中だけならともかく、外にも仕掛けたとなるとゲストにも危険が及およぶ。

　みんながあの少年のように許してくれるわけじゃない。

　下手をすれば警察沙ざ汰たにも──

「だ、大だい丈じよう夫ぶにゃ同志トージ！　さっきトラップ解除の信号を一いつ斉せい送信したにゃ！　これで作動中のトラップは完全に沈黙したはずにゃ！」

「おまえの言葉は信じん！」

「ホントだにゃ！　ほら、もう何回だって押しちゃうにゃ！」

　手のひらサイズのリモコンのボタンを何度も押しまくる。

「これでもうなにも怖こわくにゃ……」




『ピッ！』




「……おい、変な音したぞ」

　しかも、なにかが作動した気配がぷんぷんする。

「…………やっちまったにゃー」

　顔面蒼そう白はくになったニャーソンが小刻みに震ふるえ出す。

「い、今のは保管してあったトラップの起動ボタンにゃ……」

「なにやってんだよ！」

「しかも上級者用トラップにゃ……」

「なにを動かしやがった!?」

「これは……」




『イヤッ!?　止めてっ……止めてってば！　トージ！　助けてトージッッッ!!』




　店の奥から聞こえてきた悲鳴がすべてを物語っていた。

「はるの!?」

「思い出したにゃ！　さっきのは魔ま獣じゆう召しよう喚かんトラップにゃ！」

「なんだとっ!?」

「どんな魔獣が召喚されるかお楽しみ、ってフレーズに惹ひかれて買っちゃったにゃ！」

「そのワードでウキウキできるのは世界でおまえだけだっ！　とにかく助けるぞ！」

「合がつ点てん承知にゃ！」

　東司とニャーソンは、はるのが休きゆう憩けいしているであろう控え室に急いだ。

「はるの！　いま助けて……」

「同志はるの！　ボクちゃんが来たからにはもうだいじょ……」

　ドアを蹴け破やぶるようにして飛び込んだ二人が見たもの。それは──




「んっ、あっ……やんっ！　そんなとこ、触さわらない……で……」

　巨きよ大だいな触しよく手しゆに絡からみつかれ、あちこち服が脱ぬげかけているはるのだった。




「お願い……もう、だめぇ……。こんなの……」

「は、はるの……」

「と、トージ！　お願い助けて！　なんか急にこいつが……」

「わ、分かった！　分かったからあんまり動くなっ！」

　スカートがめくれ、胸むな元もとがはだけ、もういろいろと見えてしまいそうだ。

　いつもドウジギリを出す時に見慣れているはずの太ももが、触手とセットだと異様になまめかしい。

　決して豊満ではない胸元も、その隙すき間まから触手が入り込んでウネウネしているのが究極的にエロい。

「早く助けて！　こいつキライ！　気持ち悪い！」

　はるのにしてみれば、きわどい格好を見られるよりも早く助けてほしいのだろうが、健全な男子である東司には少々刺し激げきが強かった。

「よ、よし……いま助けるからな！」

　思春期の劣れつ情じようを理性で抑え込み、東司がドウジギリを振ふりかぶる。

　ニャーソンに大ダメージを与あたえられるドウジギリなら、魔ま法ほうの国から召喚された魔獣にも効果はあるはずだ。

「待ってろ、はるのっ！」
















　東司が魔獣に渾こん身しんの一いち撃げきをたたき込もうとして──




「待つんだにゃ！」




　だがその足を止めたのはニャーソンだった。

「どうしてだよ！」

「待つんだにゃ……まだ早いにゃ……」

　見ればニャーソンが今まで見たことのないような真しん剣けんな眼まな差ざしになっていた。

　無能な大たい佐さでも迷めい惑わくオーナーでもない、第三のニャーソンがそこにいた。

「ニャーソン、おまえ……」

　瞬しゆん間かん、頭に昇のぼっていた血が降りてくる。

（そうだ。真正面から突つっ込こんでも危険なだけだ……）

　相手は魔獣なのだ。どんな能力があるかも分からない。

　そこにドウジギリ片手に飛び込むのは無む謀ぼうではないか。

　もっと慎重になるべきだ。

　はるのを無事に救い出すためにも。

（そういうことが言いたいんだよな、ニャーソン……）

　東司が初めて尊敬の眼差しを向ける。

「…………ん？」

　だがそこで気づく。

　真剣で凜り々りしい顔のニャーソンが、さっきから瞬まばたき一つしていないことに。

　のみならず、微び妙みように鼻息が荒あらいことに。

「ちょっとトージ！　なにしてんのよ！」

　はるのが触手から逃にげだそうと身体からだをよじる。

　その拍ひよう子しにスカートがさらにめくれ上がり、その下からショーツの純白がチラッと見えた。

「にょぉぉぉ────っ！」

　突き上げるような低い歓かん声せいを上げたニャーソンが四よつん這ばいになった。

　完全に煩ぼん悩のうに支配されたネコがここにいた。

「ニャーソンおまえっ！」

「早まるんじゃにゃい同志トージ！　ここは慎重に、慎重にぃぃぃ！」

　揺ゆれるスカートに合わせてニャーソンの頭も揺れる。

「ボクちゃんに作戦があるにゃ！　でも思い出すのにもうちょっと時間がかかるにゃ！」

「堂々とセクハラしながら言うセリフかよっ！」

「あとちょっと……もうちょっと太ももの奥まで見えたら思い出せる気がするにゃ！」

「時間はどこにいった時間はっ!?」

「同志はるの……胸はちっこいけどこっちの肉付きは意外に……」

「魔獣よりおまえが恐おそろしいよっ！」

「にょっほーっ！　そこにゃ！　その触手でくいっと腰こしの紐ひもを下げるにゃ！」

「このっ……！」

「耐たえるにゃ！　耐えるんだにゃ同志トージ！」

　鼻息どころか涎よだれを垂らしてニャーソンが制する。

「まだ同志はるのは大丈夫にゃ！　まだポ連軍人の誇ほこりを失っていないにゃ！」

「そんなの関係あるか！」

「あるにゃ！　メープルランドに捕つかまってもポ連への忠誠を貫つらぬけるかどうか、それを見み極きわめるいい機会にゃ！」

「おまえが見極めたいのは別のものだろうがっ！」

「そうにゃ！　どのレベルにまで服が脱げたら乙女おとめっぽく恥はじらってくれるのかメチャクチャ興味が……げふんげふん！」

「欲望がダダ漏もれなんだよっ！」

「とにかく上官命令にゃ！　同志はるのを観察するにゃ！」

「助けるんじゃないんかいっ!?」

　とかなんとか。

　そんなバカをやっている最中だった。

「とーじぃ……どうして来てくれないのよぉ……」

　なぜか助けてくれない東司に、はるのの頰ほおを一筋の涙なみだが伝った。

　それが東司の目を覚まさせた。

「つっ!!　いい加減にしろ、このゲスネコがっ!!」

「ごっはぁぁぁ………」

　ニャーソンの脳天を蹴けり飛ばし、すんでのところではるのの純潔は守られた。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「もうっ！　どうして早く助けてくれなかったの！」

　無事に触手から解放されたはるのは、はだけた服を直しながら東司を睨にらんだ。

「いや、その……」

　言えない。

　ニャーソンに怒ど鳴なりつけながら、自分もはるのから目が離はなせなかったなんて言えない。

　彼女の涙を目まの当たりにするまで、欲望に負けていた自分が情けなくてどうしようもなかった。

「……ごめん」

　言い訳のしようがない。東司は全面的に謝った。

「もう……今度からちゃんとあたしを守ってよね！」

「や、約束する」

「ウソついたら五ご寸すん釘くぎ千本、耳から頭に打ち込むからね」

「絶対に守り抜ぬきます、ハイ……」

　はるのに言われると妙みように迫はく力りよくがあった。

「よし！　それじゃお店の方に戻ろっか！」

　ケロッとした顔ではるのが東司の背中をたたく。

　その屈くつ託たくない笑え顔がおに、東司は心が洗われるような気がした。




　ちなみに──

　触手の魔獣だが害はまったくなく、そもそもペット用に育てられたものだった。

　それからしばらくニャーソンは、

『ボクちゃんが正しかったにゃ。あのまま見守り続けても問題なかったんだにゃ！』

　と未練たらたらだった。







　　　ニャシマ作戦







　それは突とつ然ぜんの襲しゆう来らいだった。

「邪じや魔まするふも！」

「おうおう繁はん盛じようしてるじゃないかみー！」

「これは相当カモれるろん！」

　営業時間ど真ん中の昼下がり、ホイップアンティークに地じ獄ごくの三匹びきが乗り込んできた。

「誰だれに断ってここで店構えてるんだふも？」

「払はらうもん払ってもらうろん！」

「じゃないとお宅の娘むすめを風ふ呂ろに沈しずめてやるみー！」

　ヤクザ顔負けの論法で怒鳴り散らしているのは、甘あま城ぎブリリアントパークが誇る三大マスコット──モッフル、マカロン、ティラミーだ。

　良い子のみんなには絶対に聞かせられないが、ゲストが店内にいないのも確かく認にん済みだ。

「さあ、命が惜おしかったらショバ代をさっさと……」

　メンチを切ろうとしたマカロンが黙だまり込む。

「…………ぐぅ」

「ね、寝ねてるふも！」

　レジカウンターの内側で、イスに座った東とう司じが腕うで組ぐみしたままうたた寝していた。

　今日はいい天気である。適度な陽ひ差ざしが包む中、ゲストが来ない時間が続けばそうなるのも当然だった。

「ホントに開店してるのかろん……」

「確かこの店、グッズのキャラクターがニャーソン一種類しかなくて不気味だって、ゲストのアンケートにも書いてあったみー」

「確かに……インチキ宗教法人みたいふも」

　店内を見み渡わたして三匹がさもあらんと頷うなずく。

「よくこれで店が潰つぶれないろん」

「ニャーソンが自腹切ってるらしいみー」

「金持ちの道楽ふも……なんかムカツクふも！」

　決して余よ裕ゆうがあるわけではない甘城ブリリアントパークは、必死にコストを切り詰つめながら智ち恵えを出して経済難を乗り切ってきた。

　それに比べればホイップアンティークは、引き出し無制限のＡＴＭがバックについているようなものだ。

　自分たちが苦労しているのに、こいつらは怠なまけて楽らくしやがって──と反感を抱いだくのも自然な心理だった。

「でもホイップアンティークからのテナント料は大きいみー」

　エトセトランドに出店しているのだから当然のテナント料である。

　最初は『メープルランドに払う金なんてないにゃ！』とゴネたニャーソンだったが、保健所に通報するぞと東司が釘くぎを刺さしてしぶしぶ支払っていた。

「そうだろん。こっちが三倍の額をふっかけてもあっさり承しよう諾だくしたろん」

「あのトージとかいう男、金銭感覚がどうかしているみー」

「ニャーソンの金だから関係ないってことだふも……ますますムカツクふもっ！」

　三匹そろって東司の寝顔にガンを飛ばす。

　もっとも東司としては、ニャーソンの財力を削けずった方が無茶をしなくなると考えてのことであり、決して成金趣しゆ味みに目覚めたわけではない。

「きっと今月分もきっちり耳をそろえて払うんだみー。その余裕がどうしようもなく癪しやくに障さわるみー！」

「いっそのこと四倍額に値上げしてやるろん？」

「それじゃ甘いふも。いっそのことさらに……」

　三匹が皮算用を始めたところで、さらに事態が動いた。

「すー……すー……」

　東司の隣となりで可愛かわいらしい寝息を立てているもう一人、はるのを発見したのだ。

　しかも東司の肩かたにこてんと頭を預けながら。

『……ムカツクふも！（ろん！　みー！）』

　ホイップアンティークのテナント料が十倍額に決定した瞬しゆん間かんだった。

「イチャついてやがるふも！」

「パークの風紀が乱れるろん！」

「はるのちゃんが……ボクのアイドルが盗とられたみー！」

　ちなみにこの店、ニャーソンのグッズしかないので不人気だが、売り子さんは超ちよう絶ぜつ可愛いと大評判である。

　そのせいで不ふ埒らちな男共──特にティラミーだが──がしばしば姿を現すのだが、通つう称しよう『飛天ハリセン流』の使い手であるバイト少年にことごとく撃げき退たいされることでも有名だ。

「これは見過ごせないふも！　綱こう紀き粛しゆく正せいだふも！」

「軟なん弱じやくな男の根こん性じよう、たたき直してやるろん！」

「それじゃボクは残ったはるのちゃんを優やさしくホテルで介かい抱ほうするみー」

　口々に勝手なことを言いまくる三匹が、仲良くお休み中の二人ににじり寄る。

「なにしてるんだにゃ!?」

　そこに一足早くお昼寝から起きてきたニャーソンが遭そう遇ぐうした。

「……なんだ、不人気かろん」

「最初の言葉が酷ひどすぎるにゃ!?」

「おまえに用はないふも」

「ボクたちはこの仲なか睦むつまじい少年少女に鉄てつ槌ついを下すことで頭がいっぱいだみー」

「同志トージと同志はるのに……なにをするつもりだにゃ！」

　二人をかばうように三匹との間に割って入る。

「ほほう……身を挺ていして守るふもか」

「見下げたやつかと思っていたけど少し見直したろん」

「この二人がいなくなったら……ボクちゃんはホントに誰からも構ってもらえないにゃ！」

「不人気もここまで来ると立派だみー……」
















　ニャーソンの切せつ羽ぱ詰つまった表情に三匹が呆あきれ果てる。

「それよりも、この店の風紀はどうなってるふも？」

　モッフルが東司とはるのを指して尋たずねる。

「にゃ!?　店番もしないでお昼寝なんかしてるにゃ！」

　さっきまで同じ事をしていた自分を棚たなの上に放ほうり投げてニャーソンが激げき怒どする。

「しかもこんなに寄より添そってるろん！」

「これはもうアレだみー。いわゆる事後ってやつだみー」

「教育的指導が必要だふも！」

　三匹が口々に非難する。

『そうは思わないふも？（ろん？　みー？）』

　異口同音に迫せまる三匹に、ニャーソンも『確かににゃあ……』と思い始める。

　もちろん、三匹が単に『イチャつきやがって！』と嫉しつ妬としているだけなんて、ニャーソンが気づけるはずもない。

「分かったにゃ！　ボクちゃんも協力するにゃ！」

「分かってくれたふもか」

「同志トージにはいつも痛い目に遭あわされてるにゃ！　いい機会だからボクちゃんの方がエライってことを教え込んでほしいにゃ！」

　そのために敵対しているメープルランドの力に頼たよろうとする。

　だから見放されるのである。

「まずはどうするろん？」

「二人を引き離はなすみー。見るに堪たえないみー」

　すやすやと寄り添いながら寝息を立てるなんて、心が荒すさんだ四匹ひきには目の毒だった。

「それじゃさっそく……」

　モッフルとマカロンが東司とはるのを引き離すべくカウンターの内側に回り込む。

　しかし──

「ハ、ハリセンがあるふも……」

　東司の脚あしにドウジギリが立てかけてあった。

　さながら、はるのに近づく不埒者を成敗する用心棒みたいに。

「ど、どうするみー……」

　まだハリセンは鞘さやに収まったままだが、四匹はごくりと唾つばを吞のみ込んだ。

　ドウジギリがニャーソンの天敵であることは知られている。

　同じようにモッフルたち三匹も、ドウジギリに対して苦手意識を持っていた。

「落ち着くふも！　相手は寝てるんだふも！」

「でもあの威い圧あつ感……間合いに入ったら一刀両断されそうだにゃ……」

　ドウジギリの一番の被ひ害がい者であるニャーソンの言葉に、三匹が冷ひや汗あせを垂らす。

「……ボクちゃんにいい考えがあるにゃ！」

　その一言に三匹がさっと顔を上げた。

「どういうことだふも、ニャーソン？」

「こんなこともあろうかと、同志トージへの対たい抗こう手段は考えてあるにゃ！　こんなこともあろうかとっ！」

「強調しなくていいろん。ニャーソンが言ってもカッコよくないろん」

「そもそも身内に対抗手段ってのがおかしいみー」

「ふっ……ホイップアンティークでは、ボクちゃんはいつだってアウトローなんだにゃ」

「いや、単純にバカやって見放されてるだけふも……」

　ニャーソンが暴走して東司とはるのが収拾するというのがお約束になりつつあるのは、三匹も知っていた。

「ちょっと待ってるにゃ！」

　三匹の言葉を華か麗れいにスルーして、ニャーソンは秘蔵のアイテムを取りにいった。




　一分後──

「お待たせにゃ！」

　ニャーソンが意気揚よう々ようと戻もどってくる。

　そして担かついでいた細長い包みをドスンと床ゆかに置いた。

「これはなんだふも？」

「この前ポークで競せり落としたにゃ」

「……豚ぶた肉にくろん？」

「ポ連オークションだにゃ！」

「そんな略りやく称しようマイナーすぎだみー」

「これさえあればドウジギリなんて怖こわくないにゃ！」

　ニャーソンが包みをはぎ取る。

　その下から現れたのは──まさかの水みず鉄でつ砲ぽうだった。

「ポ連製のニャカレフにゃ！」

「どう見ても水鉄砲にしか見えないふも」

　モッフルの言葉にマカロンとティラミーも頷く。

　しかしニャーソンは水鉄砲に頰ほおずりしながらウットリと目を細め、

「見た目に騙だまされちゃダメにゃ。このニャカレフはポ連が誇ほこる最新装備にゃ。ネコは基本的に水が嫌きらいだから、普ふ通つうの拳けん銃じゆうよりこっちの方が効果が大きいんだにゃ」

「でも相手はネコじゃないろん……はっ!?」

　言いかけたマカロンが息を吞み、そしてニャーソンがニヤリと笑う。

「そう……ドウジギリは紙にゃ！」

「水は紙の天敵……湿しめらせてしまえば怖くないということかみー！」

「考えたふも！」

　三匹びきもニャーソンの作戦に思わず唸うなった。

「これは……モッフル、ひょっとして勝てるんじゃないかろん？」

「ふも……確かにドウジギリはぼくたちにとっても脅きよう威いふも」

「今後のことを考えれば、ここで叩たたいておくのが得策みー？」

「そうふも。ドウジギリ排はい除じよという一点において、ぼくたちとニャーソンとは共きよう闘とうできるふも」

「敵の敵は味方ということろんね」

　ポ連に協力するというのは気が進まない三匹だったが、今はニャーソンに味方するべきだという結論に達した。

「協力するふも、ニャーソン」

「ありがたいにゃ！」

「でもそのニャカレフは不合格だふも」

「なぜにゃ？　この距きよ離りなら外さないにゃ」

　所しよ詮せんはホイップアンティークの中での狙そ撃げきだ。ドウジギリとの距離は五メートルもない。

　というか、近づこうと思えばもっと近づけるし。

「相手はドウジギリだふも。侮あなどるのは危険ふも」

「オートガード機能がついているかもしれないろん」

「そ、そんな仕し掛かけがあるにゃ!?　恐るべしドウジギリ……」

　日ひ頃ごろのトラウマがあってか、ドウジギリの脅威が一人歩きしていく。

「ちょっと待ってるふも！　そのニャカレフをパワーアップできそうな装備を持ってくるふも！」

　言うが早いか、モッフルたち三匹が一いつ斉せいに店を飛び出す。

「モッフル、マカロン、ティラミー……まさかメープルランドのおまえたちと、同じ敵に立ち向かうことになるなんてにゃ……」

　ニャーソンは感かん慨がい深ぶかく呟つぶやいた。

「ドウジギリ……今日がおまえの命日にゃ！」

　ニャーソンが意気込む一方、東司とはるのはまだすやすやと眠ねむりこけていた。




　しばらくして戻ってきたモッフルたちはニャカレフの魔ま改かい造ぞうを開始した。

　もちろん、東司とはるのが起きないようにヒソヒソ声で。

「まず『超ちよう追つい尾びスコープ』ふも。このスコープを取り付けることにより、ロックオンした標的を自動追尾するようになるふも。ポ連の１００均で買っといたふも」

「こっちの『魔力増強カートリッジ』で威力を底上げするみー。でも魔力が増える代わりに精力が減退するから要注意だみー」

「だったらこの『対戦車ライフル用銃じゆう架か』を使うろん。反動を抑えられるろん。昔、娘むすめが父の日にプレゼントしてくれた一品ろん」

「万が一に備えて防ぼう御ぎよ機能もつけるふも。この『次元断スフィア』をつければ空間の裂さけ目を利用して物理的な反撃をはね返せるふも。酸欠には気をつけるふも！」

「だったら魔法に対する備えも必要だろん。ここの周囲の床に『マナカンタ』を埋うめ込むんろん。あらゆる魔法攻こう撃げきをはね返す優すぐれものだろん。この前、商店街の福引きでもらったろん」

「ここまで来るとエネルギーが足りないみー。外部接続で魔力を供給するみー」

「確か『魔法コンデンサー』があったふも。有効期限が五年ほど過ぎてるけど気にすることないふも！」

　とかなんとか。

　手のひらサイズの水鉄砲にあれやこれやと備品が取り付けられていく。

　ニャーソンはポカンとしたまま見守るしかできなかった。

「……ふう。とりあえずこれで完成だふも」

　そうやってできあがったものはというと、

「これ……どこのヤシマ作戦で使うポジトロンライフルだにゃ？」

　最初の水鉄砲の面おも影かげはどこへやら。

　物々しい装備に囲まれて、もはや原型すら分からなくなった戦術兵器が鎮ちん座ざしていた。

「さあニャーソン！　準備は整ったふも！」

「射手はニャーソンしかいないろん！」

「日頃の恨うらみを晴らす時だみー！」

「モッフル、マカロン、ティラミー……」

　敵同士であるはずの三匹から背中を押され、ニャーソンは思わずこみ上げてきた涙なみだをぬぐった。

「……分かったにゃ。ボクちゃん、この手で決着をつけるにゃ！」

　ニャーソンは決意を新たにすると、魔改造されたニャカレフの引き金に指をかけた。

　世にも珍めずらしい、ハリセンと戦術兵器の対決だった。

「……行くにゃ！」

　ニャーソンのかけ声に、三匹が装備をチェックする。

「よし！　魔法コンデンサー始動ふも！」

「出力四十パーセント、さらに上じよう昇しよう中。各機関問題ないろん！」

「冷れい却きやく器最大出力みー、熱暴走を防ぐみー！」

　ホイップアンティークに異様な熱気がこもる。

「出力八十パーセント、第二次接続開始ろん！」

「ニャーソン、照準はスコープに任せて大だい丈じよう夫ぶだふも！　地球の磁場とコリオリ力も計算して軌き道どう修正してくれるふも！」

「各部オールグリーンみー！」

「出力百パーセント！　最終接続ろん！」

「全エネルギーをニャカレフに！」

「撃げき鉄てつ起こすふも！」

　その合図にニャーソンがゴクリと息を吞む。

「いよいよにゃ……」

　これで終わる。

　ドウジギリにはたき回される屈くつ辱じよくの日々から解放される。

　この瞬しゆん間かんをもって新たな時代が始まるのだ。

「反逆者トージ！　覚かく悟ごするにゃっ！」

　万ばん感かんの思いを込こめて引き金を引いた。




　ビギャンッ!!




　ニャーソンの身体からだが宙を舞まった。

『Ｏｈ……』

　三匹のテンションが急転直下する。

　ニャカレフには──ただの水鉄砲には、これほどの魔改造は耐たえられなかったのだ。

　暴走した力がそのままニャーソンに跳ね返り、その身体を貫つらぬく。

　しかも悪いことは重なった。

　爆ばく発はつに反応して『次元断スフィア』と『マナカンタ』が発動したのだ。

　この二つはあらゆる物理攻こう撃げきと魔法攻撃を反射する。

　その結果──

「にょはっ！　ぎょふっ！　へぶぇ……」

　荒あれ狂くるう魔法の力も、砕くだけ散ったニャカレフも拡散しない。

　内側で起こったことはすべて内側に反射される。

　そのせいでニャーソンは、魔法と物理の往復ビンタを何度も食らうこととなった。

「こ、これは……」

「壮そう絶ぜつだふも……」

「み、見てられないみー……」

　安全圏けんに取り残された三匹が真っ青になりながら震ふるえまくる。

　おまけに『次元断スフィア』は音まで反射してしまうのか、三匹の耳にはニャーソンの悲鳴も聞こえてこなかった。

　ただただ無音でニャーソンが蹂じゆう躙りんされる、シュールな光景に言葉を失った。

「……あ、メールが来たふも」

　目の前の惨さん状じようから目を逸そらすようにモッフルがスマホをいじる。

「……サボってるのがバレたみたいふも。うちの秘書室長がカンカンだふも」

　甘城ブリリアントパークの秘書室長──三匹が最も恐おそれる相手だ。

「て、撤てつ収しゆうするみー！」

「そうだろん！　お仕事に戻もどるろん！」

「やっぱり真ま面じ目めが一番だふも！」

　ようやく爆発が収まり、ニャーソンはピクリともせず気絶している。

　そんなニャーソンに触さわらないように注意しながら、散らばったニャカレフの破は片へんを回収した。

　そしてゴミ一つ落ちてないのを確かく認にんすると、三匹は一斉に背を向けた。

『じゃ、そういうことで！』




「…………ん？」

　東司が目を覚ました時、そこは普ふ段だん通りのホイップアンティークだった。

　なんか微び妙みように蒸むし暑かったり、床ゆかに変なへこみがあるが気にするほどではない。

「ゲストは来てないか……来てたら起こされるよな」

　大きなあくびをかましながら目をこする。

「学校とバイトの両立は難しいな……やっぱり寝ね不ぶ足そくだ」

　そろそろ仕事に戻ろうと立ち上がろうとしたところで、肩かたに感じるかすかな重さに動きを止める。

「すやすや……」

　相変わらず眠りこけたままのはるのが、彼の肩を枕まくらにしていた。

「なに無防備にくっついてんだよ……」

　恥はずかしさのあまり、はるのを引き離はなそうとして──

「すー……すー……」

　とことん安心しきった寝顔が目に入る。

「…………まあ、ゲストも来ないしな」

　そんな言い訳を誰だれに聞かせるわけでもなく、東司は枕に徹てつするのだった。




　それと時を同じくして。

「な……なんでボクちゃんが……」

　魔法と物理のダブルパンチからようやく意識を取り戻したニャーソンが悶もん絶ぜつしていたのだが、カウンターが邪じや魔まになって東司からは見えないのだった。







　　　ドウジギリのヒミツ







　はるのの愛刀ならぬ愛ハリセン──『ドウジギリ』

　どうして自分でドウジギリを振ふるうのではなく、東とう司じに使わせているか。

　その理由は二人が最初に出会った瞬間までさかのぼる──




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「バイトが必要だにゃ！」

　早朝のホイップアンティークでニャーソンが机を叩たたいた。

　向かい合うようにしてイスに座った紅くれ衣いはるのが眠ねむたそうに目をこする。

「こんな朝早くに呼び出してなんですか……ふぁ」

「いくらなんでもボクちゃんたちだけで店を切り盛りするのはムリだにゃ」

「ふみゅ……大たい佐さが役に立つと思えないから、実質あたし一人ですね」

「同志はるの、寝ねぼけているわりになかなか痛いにゃ……」

　ニャーソンは心の古傷をナチュラルに抉えぐられながらも続ける。

「そこでバイトを雇やとうことにしたにゃ！」

「でも大丈夫ですか？　地上界の人に『ポ連に協力してくれ』なんて言っても聞いてくれませんよ？」

「分かってるにゃ！」

「だからってポ連の人に『ニャーソン大佐に協力してくれ』なんて言っても、やっぱり誰も聞いてくれませんよ？」

「分かってるにゃ……ってなにを言わせるんだにゃ！」

　ニャーソンの人望がゼロであることは、はるのも重々承知だ。

「そこでボクちゃんは考えたにゃ！　普ふ通つうに雇えないなら拉ら致ちすればいいにゃ！」

「なに考えてるんですか大佐……」

「そして拉致してきたのがこいつにゃ」

「もう手て遅おくれっ!?」

　ガタッとイスを倒たおしながら立ち上がったはるのの目に、もごもごとうごめく大きな麻あさ袋ぶくろが見えてしまった。

「大佐……なんてことを……っ！」

　あわあわと落ち着きをなくすはるのに対し、ニャーソンは悪びれる様子もなく、

「だって募ぼ集しゆうするの面めん倒どうにゃ」

「だからって……」

「大だい丈じよう夫ぶにゃ。ボクちゃんが説得すれば万ばん事じ解決にゃ」

「どこからその自信が来るんですか、もぉ……」

「さあ、同志はるのにも紹しよう介かいするにゃ！」

　ニャーソンが麻袋の口を縛しばっていた縄なわをほどいた。

　中から現れたのは制服を着た男子高校生だった。

　目め隠かくしとヘッドフォンと猿さるぐつわで情報を遮しや断だんされ、後ろ手に縛られ、自分がどんな状じよう況きようかも分かっていない。

「えっと……こいつの名前は宗むな方かた東司にゃ」

　カバンから生徒手帳を抜ぬき取る。

「でもどうして男の子なんですか？　拉致するなら女の子の方が簡単なのに」

「このご時世、女の子を拉致するのはいろいろと問題があるにゃ」

「えっと、男の子でもかなり問題のような気が……」

「そんなことより、ご対面にゃ！」

　ニャーソンが目隠しとヘッドフォンと猿ぐつわを取り去る。

「…………ぷはぁ!?　なんなんだよこれはっ!?　俺をどうするつもりだっ!!」

　五感を回復した高校生──宗方東司が開口一番に怒ど鳴なり散らす。

「まあ、当然だよね……」

　はるのが気の毒そうに目を伏ふせる。

　そんな彼女とは打って変わって、ニャーソンは上から目線で東司に話しかけた。

「宗方東司、おまえに協力してもらうにゃ」

　眼前に迫せまったネコの着ぐるみを前にして東司がぐっと息を吞のむ。

　だがここでいいようにされる東司ではなかった。

「なにを!?　どうして!?　なんのためにっ!?」

「それを知る資格はおまえにはないにゃ」

「ふざけんなっ！」

　頭に血が昇った東司が反射的に手を出す。

　ニャーソンを遠ざけるように、その顔面へ蹴けりをたたき込んだ。

「にゃっふ!?」

　クリーンヒットした一いち撃げきだったが、ニャーソンは軽く仰のけ反ぞっただけだった。

「反はん抗こう的な態度にゃ」

「うるせえ！　ここから出しやがれ！」

「少し大人しくしてもらうにゃ……同志はるの！」

　ニャーソンがくいっと指を曲げる。

「ちょっと脅おどかしてやるにゃ。アレを出すにゃ！」

「えぇ～……ここでですか……？」

　はるのが露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をする。

「そうにゃ。アレは見た目はかなりインパクトがあるにゃ！」

「そういうことに使ってほしくないんだけどなぁ……」

　そうはいっても相手は大佐である。

　ボンボンで役立たずでなんの取り柄えもなくても大佐である。

　はるのはしぶしぶ自分の太ももに手を伸のばした。

　瞬しゆん間かん、はるのの手には一ひと振ふりの日本刀が握にぎられていた。

　はるのの愛刀──ドウジギリである。

「なっ……!?」

　とてもスカートの下に隠かくせないサイズの日本刀である。これを目まの当たりにした東司が言葉を失うのも当然だった。

　そしてその迫はく力りよく──鞘さやに収まったままだというのに、首元に刃やいばを突つきつけられたような威い圧あつ感があった。

「どうだにゃ？　ボクちゃんに従う気になったかにゃ？」

　虎とらの威いを借る狐きつねならぬ、はるののドウジギリを借るニャーソンだった。

「そんな……どうやって……」

「にゃっふっふ、驚おどろいているようだにゃ！」

　してやったりとニャーソンがほくそ笑えむ。

「まあ、今は混乱しているだろうし、少し時間をやるにゃ」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくのニャーソンがはるのに指示する。

「同志はるの、しばらくこいつを見張っているにゃ」

「大佐はどうするんですか？」

「お腹なかすいたから売店行ってくるにゃ」

「あ、ずるーい！　あたしの分も買ってきてくださいよ！」

「分かっているにゃ」

　そう言い残し、ニャーソンは東司の前から立ち去った。




「見張りって言われてもなぁ……」

　イスに座り直したはるのは東司を見つめていたが、ふと思いついたように、

「……ねっ、なにかお話しよ！」

「ここから帰せ！」

「そうしてあげたいんだけど……大佐が拗すねるからなぁ……」

「なんだよ大佐って！」

「あっと、まだ話してなかったね」

　はるのが自分とニャーソン、そしてポ連とメープルランドについて一通りの事情を説明する。

「…………ウソつけ」

「そうなるよね……」

　予想通りの反応だった。

「でもホントなんだよ？　大佐の人望のなさが、もうギネス級でね。部下に片かたっ端ぱしから協力を拒きよ否ひされたの」

「……あっそ」

　そんなポ連の事情なんて信じてない東司は素っ気なかった。

　それでもはるのはつい饒じよう舌ぜつになっていた。

「それで最後に残ったのが、ド新人のあたしだったの。ホントはあたしも断ろうと思ってたんだけど……地上界にちょっと興味はあったんだ」

「はいはい、すごいすごい」

「だから思い切って引き受けちゃった。先せん輩ぱいたちからは止やめとけって気き遣づかってもらったけどね」

「ふーん……」

　最初は無視していた東司も、よくもそんな作り話を堂々と話せるもんだ、といつの間にか感心していた。

「それでさ……そんなかわいそうなあたしを助けてほしいんだ」

「断る！」

　速そつ攻こうで突っぱねた。彼女がどんな苦労をしたにせよ、拉致してよい理由にはならない。

「むぅ……そんなに怒おこらなくていいじゃない」

「拉致されて怒らんやつがいるかっ！」

「……まあね」

　大人しくしろというのが無理な話である。

「じゃ、あたしの独り言はここまでにするね。続きは大佐が戻もどってきてからってことで」

　東司との会話が続かないと思ったはるのが背もたれに身体を預けて目を閉じる。

「朝から呼び出されてまだ眠くて……ちょっと寝るね」

　ドウジギリを太ももに収納してから、そのまま寝息を立ててしまった。

「お、おい……」

　いくら手を縛っているとはいえ、こんな状況で寝るか普通──そう思った東司だったが、これは好都合である。

「どうにか縄をほどいて……」

　幸い縛りはそれほどきつくなかった。

　ネコの手ではまともに縄を締めることもできないということか。

「もう……ちょい……」

　物音を立てないように十分ほど格かく闘とうした後、ようやく縄から腕うでを抜くことに成功した。

「こんなところさっさとおさらばだ……」

　はるのが寝ている隙すきに逃にげようと抜ぬき足差し足で後ずさる。

　その時だった。

「……はみ出てる」

　東司の視線がはるのの太ももに釘くぎ付づけになった。

　スカートの裾すそからドウジギリの柄つかがはみ出していた。

「寝ぼけてたのか……」

　完全に収納しきれなかったのだろう──そう片付けようとしたところで、不意に疑問がわき上がる。

『あの刀はどこから出したのだろう』──と。

「手品……だよな？」

　ポ連やメープルランドのことは聞いたが、そんな魔ま法ほうの国の存在を『はいそうですか』と受け入れられるはずもない。

　きっとなにかトリックがあるはずだ。

　でもあんな大きな刀を、いったいどこに隠せるというのか。

「…………ごくり」

　気になり始めるともう引き返せなかった。

「……確かく認にんするだけ、それだけだ」

　自分に言い聞かせるように、東司は眠ねむりこけるはるののところに引き返した。

「どうなってんだ……」

　はるのの傍かたわらにしゃがみ込む。

　外から見ただけでは、日本刀の大部分が彼女の中を貫かん通つうするようなはみ出し方だ。

「……引き抜いてみるか」

　まだはるのが起きる気配はない。

　東司はそっと日本刀に手を伸ばした。

「んっ……やんっ……」

　はるのが艶なまめかしい吐と息いきをもらして脚あしを揺ゆする。

　東司は反射的に手を引っ込め、ついでに無意識に息も止めた。

　よくよく考えれば、寝ている女の子の太ももを触さわろうとしているという自分に、今になって気づいた。

「なにやってんだ俺は……」

　ちょっぴり自己嫌けん悪おに陥おちいる。

　こっちが拉ら致ちされた被ひ害がい者なのに、気分はすっかり加害者だ。

　しかし──ここで引き返すのは惜おしい。
















　あの手品にどんなトリックが隠されているのか、それを確かめないのは気分が悪い。

　決してこの子の太ももに触りたいわけではない──と軽く自己暗示をかける。

「頼たのむから起きるなよ……」

　東司は祈いのるようにして日本刀に手を伸ばした。

　そして──その柄をしっかりと握りしめる。




「なに……してる……の……」

　バッチリ目覚めたはるのが東司を見つめていた。

　自分の脚に、太ももに、スカートの中に手を突つっ込こもうとしている、まさにここしかないというタイミングで。




「……いや……これは、その……」

　顔面蒼そう白はくになりながら、東司がゆっくりと引き下がる。

「知的好こう奇き心しんというか、未知への探究心というか……」

　思いつく限りの言い訳を並べてみるが、それで女の子のスカートの中に手を突っ込んでいい理由になるはずもない。

「こっ……このエッチ！」

　はるのはガバッと立ち上がると、成敗してやると言わんばかりにドウジギリを抜ぬき放った。

　斬きり殺される──そう観念した東司が目をつむって顔を背そむける。

「…………あれ？」

　しかし一向に痛くならないしなんともない。

　不思議に思った東司が目を開けると、そこには日本刀を振ふりかぶったままの少女が立っていた。

　いや、それは日本刀ではない。

　それどころか刃は物ものですらなかった。

「…………ハリセン？」

　刃があるべき場所にあったのは、まさかのハリセンだった。

　しかし枚数が少ない──というか少なすぎる。

「……紙を二つ折りにしただけって」

　これでは叩たたいたところで音も出ないし、ツッコミの爽そう快かい感もゼロである。

「みっ……見たなーっ!!」

「おまえが勝手に見せたんだろうが！」

「気にしてるのに！　見かけ倒だおしだって思ったんでしょ!?」

「いや、そもそもハリセンにすらなってないし」

「そこまで言うなーっ！」

　はるのがしっちゃかめっちゃかにドウジギリを振り回す。

　しかしその先にあるのはハリセン、というか二つ折りの紙である。

　ペチペチと頼たよりない音を立てるだけでダメージゼロだった。

「あたしが本気になればちゃんとしたの出せるもん！」

「ちゃんとしたハリセンか？」

「違ちがうもんっ！　ちゃんとした刀だもんっ!!」

「おまえコンプレックス持ちすぎだ！」

　いい加減に鬱うつ陶とうしくなった東司がドウジギリをかすめ取る。

　刀身に当たる部分がペラペラだが、妙みように手にフィットする感覚を東司は覚えた。

　こう──思わず誰だれかにつっこんでみたくなるような。

「返してよあたしのドウジギリ！」

「返したらまた暴れるだろうが！」

「返して！　ねー返してっ！」

「落ち着けってば！」

　泣きじゃくる子供のように手を伸のばしてくるはるのを、右に左に避よけながらなだめる。

「なにをしてるんだにゃ!?」

　そこにすべての元げん凶きよう──ニャーソンが売店から帰ってきた。

「ボクちゃんのポ連式拘こう束そく術を抜け出すにゃんて！」

「いや、ザルすぎだし……」

「おまけに同志はるのからドウジギリを奪うばっているにゃ!?　こにゃつ……できるにゃ！」

「勝手に持ち上げんな！」

　ネコに褒ほめられても嬉うれしくない。

「こうなったら力ちから尽ずくで大人しくさせるにゃ！」

　ニャーソンが猪ちよ突とつ猛もう進しんしてきた。

　ネコの格好で襲おそわれても大して怖こわくないが、かといってされるがままというのは悔くやしい。

　そんなことを考えている東司の手には、気づけば武器になりそうなものが。

「このっ……」

　東司は破れかぶれで右手を──ドウジギリを振り抜いた。




　パンッ!!




　小さいながらも軽快な音を残し、ドウジギリがニャーソンの頰ほおをたたく。

「ごっはぁ……っ」

　だがニャーソンへのダメージは絶大だった。

　首がねじれたまま宙を舞まい、三回転半して頭から落ちた。

「な、なんだいったい……」

　思わぬ効果に東司自身が驚おどろく。

　ただのハリセンが、しかもペラペラのハリセンが、どうしてここまでの攻こう撃げき力を持っているのか。

　疑問は尽つきない東司だったが、身体からだをぶんぶんと揺すられて現実に連れ戻される。

　何事かと視線を下ろすと──はるのがこちらをじっと見つめていた。

　しかもただ見つめているだけではない。

　まるで憧あこがれのアイドルに遭そう遇ぐうしたみたいに。

　紅潮した頰に潤うるんだ瞳ひとみ、胸に両手をぎゅっと当てて、高鳴る鼓こ動どうを抑おさえきれない。

「な、なんだよ……」

「すごい……どんな魔法を使ったのトージ！」

　いきなりの呼び捨てで絶賛された。

「は？　俺は単にハリセンでこいつを……」

「増えてるの！」

「なにが？」

「折り目の数だよ！」

　声を弾はずませるはるのにつられて、手にしたドウジギリに視線を落とす。

　そしてハリセンの折り目を数えると──二つあった。

「あれ、確かさっきは……」

　紙を二つ折りにしただけだから折り目は一つのはず。

　それが今は二つになっていた。

「増えた……のか？」

「そうだよ！　あたしが今までどんなに頑がん張ばってもペラペラのままだったのに！」

「いや、今でも立派にペラペラだけど……」

　それとなくツッコミを入れるも、夢見心ごこ地ちのはるのには届かなかった。

「これってドウジギリが成長したってことだよね？　成長できるってことだよね？」

「成長っておまえ……」

「トージが使えば成長するんだ……トージに使ってもらえれば！」

　もはやはるのにとって東司は、ニャーソンが拉致してきた哀あわれな男子ではない。

　ずっとコンプレックスだったドウジギリを成長させてくれるヒーローへと、一いち躍やく大出世していた。

「ねっ、トージ！　ここで働いてくれるよね！　お仕事はね、ドウジギリの育成役！」

「なっ！　おまえ勝手に決めんな！」

「いいでしょ、ねえってば！　大たい佐さならいくらでもたたいていいからっ！」

「そういう問題じゃ……」

「絶対に逃にがさないからね！　トージはもうあたしのものだもんっ！」

「おまっ！」

「ぜーったいに一いつ緒しよにいてもらうんだからっ！」

　狼狽うろたえる東司のことなどお構いなしに、はるのは彼の腕うでに抱だきついた。

　その無む邪じや気きさというか、あけすけなさというか。

　初対面の相手にここまで迫せまられたら普ふ通つうは気き後おくれするだろうが、これがはるのだとなぜか奇き妙みような感覚に陥ってしまう。

　すなわち──『ここでバイトするのも悪くないかな』と。

「……はっ！　俺はなにを考えてるんだ！」

　危あやうく流されそうになってヒヤッとする。

　しかしそんな東司になおも試練は続く。

「ねえってば！　いいでしょ？」

「だからな、俺は……」

「お願いだよっ！　このとーりっ！」

「そんなこと言われても……」

「トージの希望も全部叶かなえちゃうから！　なんでも言ってよ！　なんだってしてあげちゃうんだからっ！」

「な、なんでも……ごくり。……じゃなくて！」

　もう自我を保つのが難しいくらいの誘ゆう惑わくだった。

「トージ！　絶対、ぜーったいにここでバイトしてもらうんだからっ！」




　それから一時間後。

　とうとう東司が『分かったよ！』と根負けした。

　その時のはるのの笑え顔がおは──なんというか、卑ひ怯きようなくらいに輝かがやいていた。







　　　エロ・スパイ・ミッション







「作戦会議にゃ！」

　ある平日の夕方、閉店時間が迫ったホイップアンティークにダメオーナーことニャーソン大佐の声が響ひびいた。

「なんだよ、今日の売り上げの集計しなきゃならないんだけど」

　また面めん倒どうなことを思いついたな、と東とう司じはうんざりした。

　もっとも、ほとんど売れていないニャーソングッズの売上額なんてたかがしれているのだが。

「大佐、今度はどんなくだらないことを思いついたんですか？」

　はるのは相変わらずナチュラルに人の心をえぐっていた。

　だが彼女に悪気はなく、ただ純じゆん粋すいに素す直なおな感想を述べただけである。

　オブラートというものを覚えるにはまだ時間がかかりそうだった。

「二人とも生意気にゃ！　ボクちゃんはオーナーにゃ！」

　ジタバタと暴れるニャーソンに、東司とはるのは仕方なく手を止めた。

「しょーもない作戦だったら両目引きちぎるからな」

「いくらなんでも大佐がかわいそうだよトージ。片目にしてあげなよ」

「バイトに脅きよう迫はくされるオーナーって……」

　言葉を失いそうになるニャーソンだったが、そこはなけなしの根こん性じようで踏ふみ留とどまる。

「こほん……。現在、ボクちゃんの人気も広がってきて、グッズの売れ行きは問題なく推移しているにゃ」

「だから売れてないんだって」

「今日はぬいぐるみが一体とキーホルダーが三つも売れたにゃ」

「自じ慢まんにならねぇ……」

「許してあげてよトージ。ポ連じゃニャーソン大佐の顔を見るだけでみんな食欲がなくなってたんだから」

「気に入ってくれるゲストがいるだけで幸せってか？」

「偉い大だいな一歩だよ！」

「ボクちゃんは惨みじめストリート爆ばく走そう中にゃ！」

　すぐにディスってくる二人を致ち命めい傷しようになる前に食い止める。

「それで、もう一つの目的の方を進めていこうと考えているにゃ」

「もう一つ……なんかあったっけ？」

「えっと、メープルランドの偵てい察さつと監かん視しだよ」

　メープルランドが地上界で怪あやしい動きをしているということで、冷戦状態にあるポ連──ホイップ社会主義共和国連れん邦ぽうが警けい戒かいのために設営した前線基地がこのホイップアンティークである。

　本来はファンシーショップなんて隠かくれ蓑みのなのだが、ニャーソンの独断とワガママでこっちがメインになっていた。

「あー、そんなこと言ってたな……」

　東司がぼんやりと思い出す。

「でもメープルランドは強敵にゃ。簡単に情報をもらしたりしないにゃ。だからボクちゃんは考えたにゃ。情報が伝わってこないなら、伝えるやつを送り込めばいいにゃ」

「送り込むって……はるのにやらせるつもりか！」

「最初からポ連側のやつじゃ怪しまれるにゃ。だから、メープルランド側のやつを引き入れてこっち側のスパイにするんだにゃ」

「寝ね返がえらせるってことか……」

　確かにこちら側から送り込むよりは成功しそうである。

「けどな、それも事と次し第だいによっては面倒なことに……」

　お巡まわりさんとは疎そ遠えんでいたい東司が難色を示す。

「大だい丈じよう夫ぶにゃ。もう人選は終わっているにゃ。こいつなら安くて速くて安心にゃ」

「ホントかよ……」

　立案者がニャーソンだけにすんなりとは同調できない東司である。

　しかし突つっぱねたところでニャーソンが引き下がるとも思えないし、今度こそはるのになにかやらせるかもしれない。

　はるのはニャーソンをこれっぽっちも敬っていないが、形だけでも上官なので、命令には素直に従ってしまいそうだった。

　それよりは、ここではとりあえず賛成しておいて、いざとなったらドウジギリで黙だまらせる方が安全だろう。

「……分かった。やってみよう」

「さすが同志トージ！　心の友にゃ！」

「ひっつくな暑苦しい……」

「決行は明日あしたにゃ！　ひょっとしたら相手が暴れるかもしれないから、各自相応の準備をするようににゃ！」

　かくしてニャーソンのスパイ大作戦が開始した。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「みっみっみー、みっみっみー、どこかに可愛かわいい子はいないかなー？　みっみっみー」

　その日、甘あま城ぎブリリアントパークの花の妖よう精せいであるティラミーは、お遣つかいを頼たのまれてエトセトランドに来ていた。

　女好きのティラミーは当然、その道中でも好みの女の子の物色に余念がない。

「なかなか見つからないみー……み？」

　エトセトランドまで来たものの収しゆう穫かくがなく、引き返そうとしていたティラミーが落ちている雑誌を見つけた。

「まったく、ゴミ箱に捨てないなんてマナーがなってないみー……みみっ!?」

　可愛い子がうんぬん言っていた口でマナーを語り出したティラミーだったが、拾い上げた雑誌の表紙に衝しよう撃げきが走る。

「げ、月刊『女子高の更こう衣い室』みー！」

　幼い外見のアイドルがセーラー服を脱ぬごうとしているワンシーンだった。ギリギリＲ指定ではないが夢とおとぎの遊園地にふさわしいものではない。

「こういうのはダメみー、ボクがちゃんと処分しておくみー」

　そう言いながらしっかりと抱だきしめ『今月まだ買ってなかったからちょうどいいみー』と呟つぶやく。

「パークの風紀を守るなんてボクはなんて偉えらい……」

　そう言って顔を上げたティラミーは我が目を疑った。

　なんと転々と雑誌が落ちていたのだ。

　しかもその表紙はいずれもアダルティーで、『マダムの花園』『小学生万ばん歳ざい！』『アブナイ人妻大集合！』といったど派手なタイトルだった。

　もちろん全部ティラミーの大好物で、定期購こう読どくしているものだった。

「こっ……これはっ！」

　ティラミーは周囲に誰だれもいないのを確かめると、忍にん者じやのような素早い動きで拾いまくった。

「こ、これはいったいどういうことみー……今日はクリスマスじゃないみー」

　こんな物をプレゼントするサンタさんがいたら、世界中でクリスマスが中止になること間ま違ちがいなしだ。

「宝の山だみー、可愛い子は見つからなかったけど満足みー」

　ティラミーはルンルン気分で次々と拾い上げていく。

　それらの雑誌がまるでどこかへ誘いざなうように落ちていることにも気づかずに。

「みー、幼女からマダムまで、まるでボクのためのラインナップみー」

　そして最後の月刊『三十代は最高だぜ！』を拾った瞬しゆん間かん──そこはホイップアンティークの裏口の前だった。

「確保にゃーっ！」

　突とつ如じよとしてティラミーの上に網あみが降ってかかった。

「みーっ!?　みーっ!?　ボクはゴミを拾っていただけみー！　むしろ優良市民として警察から表ひよう彰しようされるくらいだみーっ！」

　ニャーソンは動転するティラミーの頭に布ぬの袋ぶくろをかぶせ、店内へと連れ込んだ。




　一方、そんな二匹ひきの様子を見守っていた東司とはるのはというと、

「抵てい抗こうもなにも、かなりすんなり罠わなにはまったね……って、トージ、どうしたの？　ずっと顔が青いよ？」

　心配そうな顔ではるのが気き遣づかう。

「いや……人生が嫌いやになってきてな……」

　ティラミーが拾った数々のアダルティーな雑誌を仕入れてきたのは東司だった。

　ニャーソンは指示するばかりで動こうとしないし、かといってはるのにあんなものを買わせるわけにはいかない。

　なるべく遠くの書店を回り、死にたくなるような覚かく悟ごで雑誌をレジに持って行くのだ。

　レジに人が少ない瞬間を狙ねらったり、レジ打ちの店員がおっさんの時を狙ったりと、それはもう神経をすり減らした。

　もっとも、それでも店員から向けられる『うわぁ……』な視線だけは耐たえがたいものがあった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、あれがトージの趣しゆ味みじゃないってちゃんと分かってるから」

「当たり前だ！　あいつの守しゆ備び範はん囲いと一いつ緒しよにするな！」

　ピッチャーのくせに外野までカバーできる変態になりたくない。

「あ、でも一つくらい好きなのあったんじゃない？」

　どこまでも素直に思ったままを口にしてしまうはるのである。

「こいつは普ふ通つうのテンションでなに聞いてくるんだ……」

「どんなのがよかったの？　あたしに見せてくれないから気になっちゃうよ」

「少しは恥はじらえ！」

　こいつに思春期はなかったのだろうか。

「ねぇねぇ、教えてよー」

「黙れ！」

「うりうりー、くすぐっちゃうぞー」

　はるのがすり寄ってくる。

　決して肉付きのよい身体からだではない──だがどうしようもなく瑞みず々みずしくて、どうしようもなく柔やわらかい十五歳の肉体は、年とし頃ごろの男子高校生には手に負えない代しろ物ものだった。

「こらっ！　ひっつくんじゃない！」

「あ、赤くなった！　青い顔してるよりはこっちの方がいいよねー」

　調子に乗ったはるのがさらに過か剰じようにスキンシップしてくる。

「だーかーらーっ！」

　理性と本能のせめぎ合いに翻ほん弄ろうされながら、はるのの無む邪じや気きに振り回される東司だった。




　東司とはるのがわいわいやっているころ、ホイップアンティークの店内では──

「くっ、ボクをどうするつもりみー！　エロ同人誌みたいなことをするのは好きだけどされるのはキライだみーっ！」

「誰もそんなことしたくないにゃ。ニャーソン×ティラミーの薄うすい本とか誰得にゃ」

　ニャーソンは縛しばり上げたティラミーに寝返りを持ちかける。

「ボクちゃんに協力してほしいにゃ」

「ふん！　ポ連に何を言われても従うつもりはないみー！」

「頑がん固こだにゃ。口調だけなら、エロ雑誌で釣つられたとは思えないにゃ」

「あ、あれは十八禁じゃないみー、かろうじてセーフだみー……」

　エロかどうかの微び妙みようなラインを譲ゆずれないティラミーだった。

「相応の報ほう酬しゆうは用意するにゃ。なにがほしいにゃ？」

「ふん、ボクはそんなもので心を売ったりしないみー！」

　でも両手に抱きしめた雑誌の数々は決して手放さない。

「つくづく女好きみたいだにゃ。それなら……」

　ニャーソンに一つのアイデアが浮うかぶ。

　とびきりゲスいアイデアが。

「ティラミー……」

　ニャーソンは真顔で近づくと耳元でそっと囁ささやいた。

「ナマの十五歳少女は嫌きらいかにゃ？」

「みっ!?」

　瞬間、ティラミーの全身に戦せん慄りつが奔はしる。

「それはまさか……」

「そうにゃ。同志はるの、ボクちゃんの部下にゃ」

「ま、前から気になってたみー。元気で素す直なおで愛あい嬌きようたっぷりで、おまえのグッズよりあの子を売り出した方がよっぽど集客力あるだろってもっぱらの評判みー」

　ティラミーが思わず振り向いた先では、ニャーソンがゲスい笑えみを浮かべていた。

「同志はるのは忠誠心の厚い部下だにゃ。ボクちゃんの命令には絶対服従にゃ」

「そ、そういうところだけはポ連が羨うらやましいみー……」

「だからボクちゃんが『同志ティラミーをおもてなしするにゃ』と言えば、最高級のおもてなしをしてくれるはずにゃ」

「さ、最高級……」

　ごくり、とティラミーが唾つばを吞のんだ。

「同志ティラミー、もう一回聞くにゃ……十五歳の女の子は嫌いかにゃ？」

　まさに悪あく魔まの誘ゆう惑わくである。

　はるのを平然と売り飛ばすニャーソンは立派に悪魔だった。

「ど……同志ニャーソン！」

　十五歳のお誘いを断れるほど、ティラミーの下半身は自重できなかった。

「分かってくれて嬉うれしいにゃ」

「なんでもするみー、なにをすればいいんだみー？」

「メープルランドの情報を流してほしいにゃ。甘ブリでなにをしているのか、なにをしようとしているのか、なにを狙っているのか……その全容が知りたいにゃ」

「お、教えるみー、手取り足取り教えるみー！」

　はぁはぁと荒あらい呼吸のティラミーの脳内では、すでにはるのがスカートのホックを外していた。

「分かってくれて嬉しいにゃ。それじゃまず……」

「おまえがくたばれやっ!!」

　奥おう義ぎ一いつ閃せん──ニャーソンの頭がガクンと落ち、そのまま床ゆかを突つき破やぶった。

「ど、同志ニャーソン!?」

　すっかり仲間になったティラミーが狼ろう狽ばいする前で、ハリセンを振り下ろした東司が肩かたで息をしていた。

「なにをしゃべってるかと思えば本人のいないところで……」

　東司が軽けい蔑べつに満ちた眼まな差ざしでニャーソンの後頭部を睨にらみつける。

　一方でエサにされそうになったはるのは、東司の傍かたわらにしゃがみ込んでハリセンの枚数を数え、『やった増えてる！』と吞のん気きに喜んでいた。




「てめぇ……いい加減にしろよ……」

　ニャーソンをぶちのめした東司が低い声で唸うなる。

「ま、待つんだにゃ！　ちゃんと説明するにゃ！」

　床から頭を引ひっこ抜ぬいたニャーソンが東司の腕うでを引っ張り、店の奥へと連れて行く。

「言い逃のがれできねぇぞ、このドブネコが……」

「誘うだけ、誘うだけにゃ！　ホントに同志はるのにそんなことさせるわけないにゃ！」

「信用できるか！」

「いいかにゃ、同志トージ。ティラミーは確かに女好きにゃ。幼女からマダムまで見境なしにゃ」

「それがどうした」

「でもきっと、本気の恋れん愛あいはしたことがないはずにゃ」

「どういう意味だよ……」

「ティラミーは女好きを語っていても、実はピュアな恋愛に憧あこがれているタチにゃ。下ネタはバンバンかっ飛ばしても、手をつないでデートとかカチコチに緊きん張ちようするタイプにゃ」

「……言わんとすることは分かる」

　見た目は肉食系、でも実は草食系ということを言いたいのだろう。

「だから同志はるのに手を出すなんてできないにゃ！　ちょこっと優やさしくしてあげれば、それ以上はティラミーの方から断ってくるはずにゃ！」

「本当かよ……」

　その予想はどのくらい的を射ているのか、疑ぎ心しん暗あん鬼きになりながら東司はティラミーの方を振り返った。

「ねえねえはるのちゃん、ボクと一緒にホテル行かないみー？」

「さっそく最終ステージに突き進んでるじゃねーかっ！」

　ニャーソンの首を握にぎりしめる。

「お、おかしいにゃ。ボクちゃんの考察ではあんなこと……」

「おまえを信じようとした俺がバカだった！」

　東司はニャーソンを投げ捨て、はるのを魔まの手から救うべく引き返した。

　だがその歩みを止めたのは、事もあろうにはるの自身だった。

「ホテル泊とまるの？　やったぁ！」

　まさかのオーケーである。

「おいこらはるの！」

　東司は彼女の腕をつかんでティラミーから引き離はなした。

「なに考えてんだおまえはっ！」

「だってあたしの家ってオンボロアパートなんだもん。ふかふかのベッドで寝ねたいよ」

「オンボロ!?　おまえそんなとこ住んでんのかよ……」

「大たい佐さはホテル住まいなんだ。羨ましいけど、あたしは新米だから仕方ないよね……」

「ほう……？」

　キッとニャーソンを睨みつけると、慌あわてたように口笛を吹ふき始めた。

　活動資金は潤じゆん沢たくなはずだったが、どうやらニャーソンが一手に管理しているようだった。

「つまりおまえは……あれか。普通に豪ごう華かなホテルに泊まりたいってだけなのか？」

「ほかになにがあるの？」

　不思議そうにはるのが首を傾かしげる。

「……ないな」

　そう、はるのにとってはそれ以上でもそれ以下でもないのだ。

「慌てさせやがって……」

「どうしてトージが慌てるの？」

「そのうち教えてやるよ」

　その時は到とう底てい来ないだろうけど。

「それじゃ、ゲスコンビを始末するか……」

　はるのの健すこやかな成長のためにも、こいつらはここで仕留めなければならない。

「み、みー……殺気がすごいみー……」

「同志トージ、落ち着くにゃ！　話せば分かるにゃ！」

　ティラミーとニャーソンが抱だき合ってガタガタ震ふるえる。

「おまえらは百害あって一利なしだ。消しよう滅めつするのがはるのとご近所と青少年のためだ」

「わいせつ物みたいな言い方されたにゃ！」

「人権侵しん害がいみー！　出るとこ出てやるみーっ！」

　仲良く吠ほえるが東司の耳には入らない。

「こ、こうなったら……」

　ニャーソンがティラミーを縛っていた縄なわをほどいた。

「一時休戦にゃ！　今は協力して逃にげるにゃ！」

「合が点てん承知だみー！」

　振ふり下ろされたハリセンを間かん一いつ髪ぱつのところで二匹ひきが回かい避ひする。

「大人しくしてろ、このゲスコンビ！」

　続く横よこ薙なぎの一いち撃げきがティラミーの背中を直撃する。

「みーっ!!」

　ニャーソンと同じようにドウジギリの攻こう撃げきだけはクリティカルヒットになるのか、大した手て応ごたえはなかったものの、ティラミーはガクンと膝ひざをついた。

「同志ティラミー!?　この……資本主義者めっ！」

　仲間（？）を傷つけられたニャーソンが怒いかりを露あらわにし、東司に立ち向かおうとする。

　しかしそれを制したのはまさかのティラミーだった。

「同志ニャーソン！　逃げるんだみー！」

「しかし同志ティラミー！　こいつはボクちゃんの大切な同志を……っ！」

「ボクはもうダメだみー……女子小学生に頭をナデナデされながら大往生するって夢はかなえられそうにないみー」

「諦あきらめちゃだめにゃ！」

「いやそこは諦めろよ」

　ここは良い子が楽しく遊ぶ夢とおとぎのテーマパークだぞ。

「だからせめて……せめて最さい期ごに見たいんだみー……」

「なにをっ！　なにを見たいんだにゃ！」

「パンチラを……はるのちゃんのパンチラを見て死にたいみー……」

「最期の願いがクズすぎる！」

　東司のツッコミもどこ吹く風、幾いく多たの戦場──二分間ほど──を共に乗り越こえた戦友を失い、ニャーソンの本気にスイッチが入った。

「分かったにゃ……必ずパンチラさせるにゃ！」

「おまえはそれでもはるのの上司か！」

「同志はるの、上官命令にゃ、大人しくスカートをまくられるにゃーっ！」

「させるかーっ！」

　はるのの足元に潜もぐり込もうとするニャーソンを、東司がすんでのところで追い払はらう。

　ニャーソンはティラミーを背に、東司ははるのを背に、それぞれの大切な者を守るために相対した。

「あくまでボクちゃんに逆らうんだにゃ、同志トージ……いや、逆ぎやく賊ぞくトージ！」

「てめぇ……最初の目的完全に忘れてやがるな……」

　ティラミーをスパイに仕立てるはずが、気がつけばそいつを守っているのだ。

「同志ティラミーはボクちゃんに協力してくれようとしたにゃ！　歯向かってばかりのバイトとは比べるまでもないにゃ！」

「どんだけハブられた人生送ってきたんだよ！」

　もはや敵だろうと関係ない。自分に優しければ誰だれだろうと同志なのだろう。

　友達思いと言えば聞こえはいいが、やろうとしていることはスカートめくりである。

「どうしても邪じや魔まするようだにゃ……」

　ニャーソンがこぶしを低く構える。

「おまえもどうしても諦めないようだな……」

　東司がドウジギリを逆袈け裟さに構える。

　一いつ触しよく即そく発はつの張り詰つめた空気が支配する中、東司の頰ほおを汗あせが流れ落ちる。

　そしてその一ひと滴しずくが顎あごから滴したたり落ちた、その瞬しゆん間かん──




「スカートの中スパッツだよ？」




「ごはぁ……」

　最期の希望を断たたれたティラミーが吐と血けつしながら事切れた。

「そ、そうにゃのか同志はるの？」

「だって大佐が『ティラミーが暴れるかもしれないから相応の準備をするように』って言ったじゃないですか。戦せん闘とうに備えて動きやすい格好にしたんですよ！」

　偉えらいでしょ、胸を張るはるのにニャーソンがガックリと崩くずれ落ちる。

「そ、そうだったにゃ……」

　完かん璧ぺきに忘れていて愕がく然ぜんとするニャーソンに対し、肩の荷にが下りた東司は胸をなで下ろした。

「おまえな……そういうことは早く言えよ」

「だって聞かれなかったし」

「俺が頑がん張ばることなかったじゃないか……」

　はるのの恥はじらいを守るつもりが、すでにスパッツによって強力ガードされていた。

「まあ、結果オーライか」

　この少女は本当に素す直なおすぎるから見ていてヒヤヒヤするのだ。

　自分が乙女おとめであること、そしてなかなか──というかかなり可愛かわいいということを自覚してくれれば、自然と手間はかからなくなってくるだろう。

「同志ティラミー……ボクちゃんの唯ゆい一いつの友……」

　ニャーソンはティラミーの亡骸なきがらの傍かたわらに跪ひざまずいて嗚咽おえつをもらしていた。

　なにも知らずに見れば同情を誘さそうワンシーンだが、死因がスパッツなのでなにも言えない。

「ニャーソン、そいつさっさと捨ててこい」

「同志トージ……冷れい徹てつなやつにゃ……。スニャーリンも真っ青にゃ……」

「誰だよ……」

　ニャーソンは恨うらみがましい目をしたものの、それ以上はなにも言うことなく、ティラミーを背負ってゆっくりと裏口の方に歩いて行った。

「みー……でもスカートの下のスパッツも捨てがたいみー……」







　　　はるのの花園







　ニャーソンとティラミーを追い出し、ようやく落ち着きを取り戻もどしたホイップアンティークでは、東とう司じとはるのが後片付けをしていた。

　東司がニャーソンと一戦交えたせいで備品が散乱していた。

「これで一通り終わったか」

「あ、壁かべ紙がみがはがれかかってる……」

　はるのが天てん井じよう近くの壁かべを見上げていた。バトルの影響か、壁紙の端はじっこがペラペラと揺ゆれていた。

「ちょっと高いな。脚きや立たつ持ってくる」

　東司は店の奥にある物置をひっくり返すと、ようやく小さな脚立を見つけた。

「足りるか……？」

　とりあえず脚立に登ってみるがやはり届かない。

　ほかに高さを稼かせげるようなものも残念ながら見当たらなかった。

「ほっとくか。あんなとこ誰も気にしないだろ」

「ダメだよトージ、そういう気の緩ゆるみはゲストにも分かっちゃうもんだよ」

「店長らしいこと言いやがって……」

　まあ、そういう真まっ直すぐなところがはるのらしいのだが。

「そうだ、あたしを肩かた車ぐるましてよ」

「そこまですることか？」

「することだよ。ほら！」

「分かったよ……」

　東司はしぶしぶ片かた膝ひざをついて頭を下げた。

「んしょ……と」

　柔やわらかい太ももが首を挟はさみ込み、ほのかな温ぬくもりが無意味に鼓こ動どうを速くする。

　いまさらながら東司は、これが想像以上に大だい胆たんな行こう為いではないかと気づくのだった。

「や、やっぱり止やめないか？」

「あたしそんなに重くないもん！」

「そういうことじゃなくてだな……」

「ほら立って！」

　子供のように足をばたつかせるはるのに、東司は大きく深呼吸した。

（これはただの肩車、それだけだ……）

　柔らかい感かん触しよくをできるだけ無視しながらゆっくりと立ち上がる。

「脚立に上がるぞ、気をつけろよ」

「おっけい」

　はるのに注意を促うながして脚立に足をかける。

　その時、はるのの身体からだが揺れた。

「きゃっ……」

　はるのが咄とつ嗟さに東司の頭に身体をくっつける。

「おいこら……首が痛い」

「ご、ごめん……」

　謝るはるのだったが、まだ体勢が不安定なのか東司にしがみついたままである。

「だから肩車なんて……ちょっと支えるぞ」

　東司は彼女の身体を安定させるため、一言断ってから彼女の腰こしに両手を当てた。

「わっとっと……うん。もう大だい丈じよう夫ぶだよ」

　はるのが東司の頭から身体を離す。

「…………」

　しかし今度は東司の方がはるのの腰を触さわったままだった。

「トージ？」

「…………ないんだが」

　かすれた声を絞しぼり出す。

「えっ？」

「あるべき感触がないんだが……」

　肩車をしている相手を支えようとして腰をつかめば、どうしても力が入ってしまう。

　ゆえに服の下の感触──身につけている下着の感触まで分かってしまうのは、言ってみれば不ふ可か抗こう力りよくだ。

　東司がはるのに一声かけてから手をやったのは、そういうことを踏ふまえた上でのことである。

　だがその感触がなかった。

　下半身を包み込むべきショーツなりパンツなり、そういうものが存在する感触がまったくなかった。

「と、トージ……あんまり触らないでよ……」

　はるのがもじもじと腰を揺すった。

「はるの……おまえまさか……!?」

「ん？　はいてないよ」

「なんでッ!?」

「だってスパッツとショーツ両方だとムレるんだもん」

「そういう問題じゃ……!?」

　瞬間、東司の脳みそは理解する。

　肩車という状じよう況きようがいかに危険であるか。

　自分の首の後ろに──スパッツ一枚隔へだてた向こう側に、いかに危険な『なにか』が潜ひそんでいるのかを。

「降りろ！　今すぐ降りろっ！」

「ちょっとトージ、危ないよ！」

　悶もだえだした東司に、はるのは彼の頭にしがみついて抵てい抗こうする。

　自然とそれは身体を密着させることになるわけで──

「は、離はなれろ！　頼たのむから離れてくれっ！」

「トージってば！　落ち着いてよ！」

「これが落ち着いていられるかっ！」

　理性の危機を感じた東司が躍やつ起きになれば、はるのも負けじと東司から離れるもんかと抵抗する。

「降りろ！」

「やだもん！」

「もんっ、じゃねえ！」

「壁紙直してないもん！」

「もっと大事なものを守れよおまえはっ！」

「なんでトージが怒おこってるのか分かんない！」

「俺はなんでおまえが平気なのかさっぱりだっ！」

　とかなんとか。

　傍はたから見れば『なにやってんだ、あいつら』状態である。

　ここが人気店だったら人ひと垣がきができていたことだろう。

　だが幸か不幸かここはホイップアンティークだ。

　ほとんどゲストは来店せず、ゆえに二人の漫まん才ざいを止めてくれる人もいない。

「……このっ！」

　東司は転ぶのを覚かく悟ごではるのを降ろすと決断した。

　彼女にケガなんてさせたくなかったが、もうそんな気き遣づかいができる余よ裕ゆうもない。

　はるのの太ももにむぎゅっと挟まれる感触で、頭がどうにかなりそうだった。

「降りろってんだ！」

　東司が思い切って重心を落とす。

　こうすれば、身を守るためにはるのも身体を離してくれるだろうと考えて。

　だが、それは間ま違ちがいだった。

「ひゃわ……!?」

　ふっと重力がなくなる感覚に、はるのが可愛らしい声を上げる。

　そして彼女はこともあろうに──両手両足で東司の身体をさらに強く抱だきしめたのだ。

　受け身も取ろうとしない。このままでは背中からダイレクトに落ちてしまう。

「……っのやろ！」

　咄嗟のことだった。

　東司は身体を反転させると、はるのの腰と頭を守るように腕うでを差し出した。

　自分の腕をクッションにしようとして──だがそれがさらなる悲劇を招く。

「いったぁ……」

　背中から落ちたはるのは、しかし東司のおかげで大きな衝しよう撃げきを受けずに済んだ。

「もうトージってば、暴れないでよ……？」

　ゆっくりと身体を起こしたはるのだったが、東司の姿が見えないことに首を傾かしげる。

　だがそれも数瞬のことで、すぐに東司は見つかった。




　自分のスカートの中に頭を突つっ込こんだ格好で。




「と……とと……トージ……!?」

「もごもが、もごがももが！」

　落ち着け、これは事故だと言いたかったのだろうが、その口はなんというか──はるのの大事な部分にふさがれていた。

　そして忘れてはいけない。

　はるのは──スパッツしかはいていないということを。

「やんっ……へんなとこ触らないでよっ!!」

　はるのが抵抗しようとして脚あしを閉じて、それがさらに東司を窮きゆう地ちに追い込む。

「もーがーもーっ！（はーなーせーっ！）」

「しゃべらないでってば！　くすぐったいじゃん！」

「もがももがももが！（じゃあ脚を離せ！）」

「なに言ってるか分かんない！」

　ますますはるのが脚をきつく閉じる。

　結局その後、酸欠になった東司がぐったりして気を失うまで、彼がはるのの太ももの間から解放されることはなかった。
















　　　居酒屋談義







　魔ま法ほうとおとぎのテーマパーク、それが甘あま城ぎブリリアントパーク。

　だが夢だの希望だの、そんなファンシーなきれい事だけで成り立つほど、世間というのは甘くない。

　そんな現実に疲つかれ、つかの間の安息と解放を求める者たちが集つどう居酒屋があった。

　居酒屋『天あま鰤ぶり』

　甘城駅に寄り添そうようにして連なる商店街の一角に店を構えていた。




「オヤジ、中ジョッキ追加でもらうよ！」

「黒ウーロン茶もな！」

「砂すな肝ぎもとハツとカシラを三人前ずつ！」

　こぢんまりとした店内はアルコールとタバコの臭においが染しみつき、仕事に疲れた男共がストレス発散のために酒をあおる。

　嫁よめさんが冷たいと嘆なげいては盛り上がり、上司の愚ぐ痴ちでさらに盛り上がる。

　そんなどこにでもある居酒屋だった。

「にゃぁ……」

　そんな店内のカウンター席に一いつ匹ぴきのネコが座っていた。

　手羽先を肴さかなに高級焼しよう酎ちゆう『百年の孤こ独どく』をちびちびやりながら盛せい大だいにため息をもらす。

　酒に溺おぼれるニャーソンがそこにいた。

「ボクちゃんはどうしてこんなに不人気なんだにゃ……。ボクちゃんの愛らしさをどうして誰だれも分かってくれないにゃ……」

　ポ連のやつらを見返そうと企たくらんで地上界に乗り込んできたのに、ニャーソン人気者計画はちっとも進んでいない。

　それどころか今日のホイップアンティークでは、ニャーソングッズは一個も売れていなかった。

「誰が邪じや魔ましてるんだにゃ……」

　原因が自分にあると思わないあたりが根本的に間違っているのだが、それを自覚できるならここまで落ちぶれないだろう。

「誰かと思ったらニャーソンかふも」

　名前を呼ぶ声にニャーソンが振ふり返った。

「モ、モッフルにゃ!?」

　天敵の出現に思わずニャーソンが身構える。

「止めるふも。今夜はなにもする気はないふも。親父おやじ、富乃宝山をロックで」

　モッフルはニャーソンの隣となりの席に腰こしを下ろした。

「この店じゃ敵も味方もないふも。暖簾のれんをくぐった瞬しゆん間かんから、メープルランドもポ連もただのオッサンふも」

「ボ、ボクちゃんまだ二十代前半にゃ……」

　とりあえず訂てい正せいするニャーソンだった。

「ぼくでいいなら話を聞くふも。独りで抱かかえ込むよりも、誰かにぶちまけた方が気が楽になることもあるふも」

　正面を向き、顔を合わせないままグラスを傾かたむける。

　その横顔に、やがてニャーソンもおずおずと口を開いた。

「モッフル……おまえはメープルランドの元軍人だって聞いたにゃ」

「それがどうかしたふも？」

「部下はいるのかにゃ？」

「それなりにいたふも。頻ひん繁ぱんに連れん絡らくをくれるやつもいれば、音信不通のやつもいるふも」

「……ボクちゃんにもいるにゃ。大たい佐さの肩かた書がきに見み劣おとりしないくらい」

「ふむ……」

　ポ連は軍事大国だ。その大佐ともなれば指揮する部下は百人を下らない。

「でもボクちゃんは……今まで一度も部下から連絡を受けたことがないふも」

「どういうことだふも？」

「みんなボクちゃんをスルーするんだにゃ！」

　グビッと百年の孤独を飲み干し、ぷはぁと酒さけ臭くさい息を吐はく。

　百年の孤独──なぜか親近感を抱いだいてしまう銘めい柄がらだ。

「状じよう況きよう報告も定時連絡も全部ボクちゃんを飛ばして、ボクちゃんの上官のところにメールが行くんだにゃ！　何度も何度も『せめてＣＣに入れるにゃ！』って口を酸すっぱくしても、だーれも報告してこないんだにゃ！」

「いや、直属の上官への報告をＣＣで済ますこと自体が本来ならアウトふも……」

「宛あて先さきに入れてほしいなんて贅ぜい沢たくは言わないにゃ！　ただ、ボクちゃんを仲間外れにしてほしくないんだにゃ！」

　それを謙けん虚きよと呼んでいいのか微び妙みようなところである。

「おかげでいっつもボクちゃんだけ蚊か帳やの外にゃ……ニャーコフ軍ぐん曹そうが結けつ婚こんしたのだって半年後に知ったし、ニャブロフ曹そう長ちように子供が生まれたのを知ったのは幼よう稚ち園えんに入った後だったにゃ……」

「任務と関係ないように聞こえるふも……」

　それを知らなかったところでなんの問題があるのだろうと首をひねるモッフルだが、ニャーソンにとっては知らないこと自体が問題である。

「大佐のボクちゃん抜ぬきで部隊対たい抗こう運動会とかやってるし、合コンだって呼ばれたことないにゃ……」

「む、むぅ……」

「極きわめつけは記念撮さつ影えいにゃ！　みんなで先に撮とり終えて、ボクちゃんの顔だけ右上にちっちゃく載のせられたにゃ！　これなら無視された方がまだマシにゃ！」

　学校のクラス写真撮影で欠席した時のアレである。

「ボクちゃんは大佐にゃ！　偉えらいんだにゃ！　それなのにどうしてこんなに扱あつかいが雑なんだにゃ!?」

　肩書きに実力がこれっぽっちも見合っておらず、そのくせやたら威い張ばるからという簡単な理由なのだが、それが自覚できれば苦労はしない。

「モッフル……ボクちゃんとおまえはなにが違ちがうんだにゃ……」

「いや、同じにされると困るふも」

　こんなのと一いつ緒しよにされるなんて心外なモッフルである。

「けど……そうふもね」

　あまりに追い込まれたニャーソンに思うところがあったのか、モッフルは真ま面じ目めに返事を探した。

「もっと部下の声に耳を傾けてみてはどうだふも？　ぼくの予想だと、おまえはとにかく部下に指示しまくる性格だふも」

「にゃ、にゃんと！」

　まさしく図星である。

「でもこれが当然にゃ！　ボクちゃんが指揮しなくて誰がまとめるんだにゃ！」

　アンチニャーソンという点では部隊は一いつ致ち団結しているようだったが、モッフルはあえて触ふれなかった。

「部下たちに任せるというのもリーダーの務めふも。一度、でーんと構えて部下たちのやりたいようにやらせてみたらどうふも？」

「現時点ですでにやりたい放題されてる気がするにゃ……」

　というか、部下たちの間ではもうその方針である。

「まだ残っているふも。おまえがリーダーになり得る場所が……」

　グラスの中身を喉のどに流し込みながら、モッフルが言った。

「ホイップアンティークはまだ、おまえがリーダーたりえる可能性が残っているんじゃないかふも？」

「……っ!?」

　瞬間、ニャーソンに電でん撃げきが奔はしる。

「こっちはまだやり直しが利くふも。おまえがいちいち指図せずに、二人を見守ってみたらどうふも？」

「確かに……ボクちゃんは口を挟はさみすぎていたかもしれないにゃ……」

　ニャーソンがふと自分を見つめ直す。

　それは彼が久しぶりに──いや、生まれて初めて持った感情だった。

　人はそれを『反省』と呼ぶ。

「……分かったにゃ！　頼たよられるリーダーになるために頑がん張ばるにゃ！」

「ふも。その意気だふも」

　モッフルが満足そうに頷うなずく。

　立場も環かん境きようも違ちがえど、突つき詰つめればモッフルもニャーソンも同じ軍人である。

　親近感のようなものを抱かずにはいられなかった。

「少し早いけど、祝しゆく杯はいを挙げるふも」

　モッフルはグラスのお替かわりを頼たのむと、同じものをニャーソンにも渡わたした。

「おまえの健けん闘とうを祈いのるふも」

「恩に着るにゃ！」

　カチン、とグラスを交かわす。

　ポ連とメープルランド──国境を越こえた友情が芽生えた瞬間だった。




「……というわけで、これからは同志トージと同志はるのに全部任せることにしたにゃ」

「ただでさえ働いてないのに、堂々とサボり宣言してんじゃねえぞこのノラネコがっ！」

「なんでにゃーっ!?」

　今日もホイップアンティークからはニャーソンの悲鳴がこだまする。

　モッフルのアドバイスは真っ当だったが、一つだけ間ま違ちがいがあった。

　すなわち──ホイップアンティークでも、とっくにニャーソンの序列は決まってしまっていたのだ。

　もちろん最下位で。

「モッフルはウソつきにゃ！　やっぱりあいつは敵にゃーっ！」

　ポ連とメープルランド──国境を越えた友情が散った瞬間だった。







　　　正妻戦争







「東とう司じくん、子作りしましょう！」

　それが正妻戦争のゴングだった。




「…………はい？」

　その時、ホイップアンティークにいた東司、はるの、ニャーソンの二人と一いつ匹ぴきは同時に頭が真っ白になった。

　入店するなりとんでもないことを言い放ったゲストに、はるのとニャーソンはなおも回復できない。

　ただ一人、東司だけがいち早く我を取り戻もどした。

「おまえ……なにしに来たんだ、杏きよう子こ？」

　爆ばく弾だん発言の張本人、それは東司のクラスメイトであり幼なじみの新にい見み杏子だった。

　見た目は楚そ々そとした大和やまと撫子なでしこなのだが、その行動理念は常に一つしかない。

　すなわち──『東司ラヴ！』である。

「子作りです子作り！　知らないんですか？　男女が子孫繁はん栄えいのためにベッドの中でいたすあれこれです！」

「いや、なんでそうなる？」

「わたしと東司くんの仲じゃないですか！　幼なじみ歴イコール年ねん齢れいの男女なんですよ？　これはもう子作りするしかありません！」

「理由と結果に一いつ切さいのつながりがない！」

　杏子を諫いさめる東司だったが、実はこれが初めてではない。

　二人が初めて出会ったのは病院の新生児室だった。

　誕生日が一日違いでベッドが隣となり同どう士しだったのだ。

　そこから家族同士の付き合いが始まり、さらに杏子の両親が引っ越してきた先が東司の家の隣だった。

　運命みたいなものを感じたのか、一時は両家の間で『二人を結婚させるぞ！』みたいなノリだった。

　さすがにこれは二人が成長するにつれて笑い話になっていたのだが、一人だけ本気モードのまま成長してしまったというわけである。

「あのな杏子、親たちの冗じよう談だんにいつまで付き合ってるんだよ……」

　東司としてはずっと、早く彼女には自由に相手を見つけてほしいと願っていた。

　その結果として自分を選んでくれるなら確かに嬉うれしい。

　だが今のままでは、自分を好きになれと洗脳したみたいではないか──という後ろめたさを捨てきれない。

「わたしはいつだって本気です！　婚こん姻いん届とどけと出生届も準備済みです！」

「準備万ばん端たんすぎる!?」

　十と月つき十とお日か先の事態に今から備える、その行動力が今は悩なやましい。

「だいたい急にどうしたんだよ、こんなとこまで来て……」

　彼女からの熱ねつ烈れつラブコールは今に始まったことではないが、さすがに『愛の結けつ晶しようを作りましょう！』なんてのは初めてだ。

「だって……だってっ！」

　そこで初めて杏子が東司以外を──彼の後ろでなおもフリーズしているはるのを見た。

「……あ、あたし？」

　その視線に威い圧あつされたはるのがようやく目覚める。

「友達から聞いたんです！　ここで東司くんが、東司くんが……別の女の子とイチャイチャしてるって！」

「イチャイチャっておまえ……」

「だからこれはもう、子作りするしかないと決意しました！」

「その決断力はいらん！」

「わたしにはちっとも振ふり向いてくれないのにズルいです！」

　激おこで杏子が迫せまる。

「おいこら、そんな近づくな……」

「ほらやっぱり！　そうやってわたしを邪じや険けんにするのに！」

「いやな、これには深い事情があってだ……」

　すなわち──杏子は豊満すぎる胸部装そう甲こうをお持ちなのだ。

　もう超ちよう高校級の胸部装甲である。中破してないのにこれである。

　それを惜おしげもなく押しつけてくるもんだから、東司提てい督とくは『我、夜戦に突とつ入にゆうす！』と万歳突とつ撃げきしそうになるもう一人の自分を抑おさえ込むのに苦労するのだ。

「どうしてわたしじゃダメなんですか！　どうしてその子ならいいんですか!?」

「ダメじゃない！　ダメじゃないから離はなれてくれ！」

　杏子のツインメロンがふにゅん、と形を変える。
















　その感かん触しよくといったらもう──並の男子なら轟ごう沈ちんすること間違いなしだ。

「そんな……東司くん……」

　拒きよ絶ぜつされた杏子がよろよろと後ずさる。

　しかしここで引き下がるようなヤワな性格ではなかった。

「そこのあなたっ！」

　杏子がはるのをキッと見み据すえて一言、

「東司くんとはいったいどういう関係なんですか！」

「関係って……店長さんとバイトかな？」

「そんな型どおりの返事なんていりません！」

「うーん、そうだなぁ……」

　しばし考えにふけったはるのが、やがて胸に手を置いて言った。

「トージはね……あたしの一番大切なものを育ててくれたの」

「そ、育てる!?」

「そう。ずっとコンプレックスで、ずっと悩んでて……でもね、トージに握にぎってもらったら初めて育ったの！」

「握った!?」

　杏子が上ずった声を上げる。

　その視線はずっとはるのの胸に──小さくて慎つつましいおっぱいを凝ぎよう視ししている。

　まあ、自分の胸に手を置きながらそんなことを言えば勘かん違ちがいするのも当然である。

「東司くんっ！」

「誤解だぞ！　おまえが考えているそれはきっと誤解だ！」

　育ったのはハリセンのことだ、と言ったところで、それはそれで意味不明である。

「そうだったんですね！　東司くんは……自分の手でおっぱいを大きく育てたかったんですね！」

「違う！」

「だからこれ以上おっぱいの成長が見込めないわたしじゃダメなんですねっ！」

「話を聞けってんだ！」

「そんなのあんまりじゃないですか！　わたしだって東司くんにおっぱいを育ててほしいです！」

「女の子がおっぱいおっぱい言うんじゃない！」

　つい堅かた物ぶつ親父おやじみたいな言い方になっていた。

「いい加減に俺の話を聞けって……」

「この資本主義者っ！　粛しゆく清せいしてやるにゃーっ！」

　ニャーソンがチェーンソーを振り回しながら参戦してきた。

「なんでおまえがキレるんだよ！」

「うるさいにゃ、このラノベ主人公めっ！　同志トージだけはボクちゃんの味方だと思ってたのにっ！」

　激情の中にあって、その瞳ひとみにはうっすらと涙なみだが浮うかんでいた。

「軟なん派ぱな野や郎ろうたちに立ち向かうために硬こう派はに生きようって誓ちかった、あの日の同志はどこに行ってしまったんだにゃ！」

「知るか！」

「同志トージは死んだにゃ！　消え失うせるにゃ、この偽にせ者ものめっ！」

「あーもうめんどくせぇ！」

　チェーンソーをドウジギリではじき返し、その後頭部に致ち命めい傷しようをたたき込むまでニャーソンの絶ぜつ叫きようは続いた。




　ようやく二人と一匹が冷静になったのは、それからたっぷり十分ほど経たってからのことだった。

「だからな、はるのの胸を握ってもいないし、育ててもいないんだ」

　なんでこんなことを説明しているのだろう、と自己嫌けん悪おになる自分を必死につなぎとめる東司である。

「そんなこと信じられません！」

　なおもへそを曲げる杏子は、相変わらず聞く耳を持ってくれない。

「ねえねえトージ、あたしが育ったら怒おこられるってヘンだよね？」

　そしてはるのは相変わらず空気を読んでくれない。

「こうなったら……勝負です！」

　杏子がスビシっとはるのに指を突つきつけた。

「わたしとあなた、どちらが東司くんの妻として相応ふさわしいか決着をつけましょう！」

　勝手に決めるなよ、と東司が口を挟はさむ前にはるのが頷うなずいていた。

「いいよ、トージは渡わたさないもん！」

「はるのっ!?」

「なんかよく分からないけど、あたしだってトージは大切だもん！」

「なんかよく分からんなら黙だまって引き下がってくれよ！」

　東司が必死になだめる中、ニャーソンのつぶらな瞳がキラリと光った。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「さあやってきたにゃ！　少女と少女のガチンコバトル、正妻戦争の開幕にゃ！」

　マイク片手に声を張り上げるニャーソンは、今回のためにホイップアンティークの隣に急きゆう遽きよ設置した特設ステージの上にいた。

『これはホイップアンティークを宣伝する絶好のチャンスにゃ』というニャーソンの計らいによるものだ。

　相変わらず財力に任せた力ちから業わざである。

　だがごり押したわりには、すでに結構な数のゲストが何事かと集まりつつあった。

「バトルは二本先取の三本勝負にゃ！　この勝者が同志トージの正妻の座を射止め、晴れて二人は子作りするにゃ！」

「結けつ婚こんが先だろうが！」

　意外と古風な一面を見せる東司である。

　そんな彼はステージの中央で、剣けん道どうの審しん判ぱんみたいに赤と白の旗を持たされて座っていた。

「それでは激戦を前にした二人にインタビューするにゃ」

　ニャーソンはまず、ステージ向かって右側にいる杏子にマイクを向けた。

「意気込みを聞かせてほしいにゃ」

「絶対に勝ちます！　勝って東司くんをお婿むこさんにします！」

　その宣言にギャラリーから『おおぅ！』とざわめきが起こった。

　はたしてそれは宣言の内容に対してか、あるいは宣言した時にたゆんと揺ゆれたおっぱいに対してか。

「では同志はるのにも一言もらうにゃ」

　ステージ向かって左側で待つはるのにマイクを向ける。

「えっと……トージはあたしの大切な人なので頑がん張ばります！」

　その健気けなげな決意にギャラリーから拍はく手しゆが起こる。

「トージ！　これが終わったらあたしのコレ、また育ててね！」

　そんなことを言いながら太ももに指を這はわせるようにする。

『なにを育てる気だなにをっ!?』──何十という軽けい蔑べつの眼まな差ざしが東司に突き刺ささった。

「それではさっそく最初の勝負にゃ！　最初の勝負の内容は……これにゃ！」

　ニャーソンが背後の液えき晶しようパネルを見上げる。

　そして映し出されたのは、

「料理対決……だと？」

「そうにゃ同志トージ！　お嫁よめさんにとって必ひつ須すスキル！　旦だん那なの胃い袋ぶくろさえガッチリつかんでおけば夫ふう婦ふ円満、万ばん事じ解決！」

「そうかもしれないけど……」

　東司が戸と惑まどっている間に、瞬またたく間に黒くろ子こたちによってキッチンがセッティングされた。

「それじゃ、勝負開始にゃ！」

　ニャーソンの笛がバトル開始を告げた。




「さて、一本目の勝負は料理対決となったにゃ。ここからの実じつ況きようはボクちゃんことニャーソン大たい佐さ。解説は『甘あまブリのメシマズを極きわめし者』ことマカロンさんでお送りするにゃ」

「元嫁のメシか……あれは地じ獄ごくだったろん」

「てかおまえらいつの間に仲良くなってんだよ！」

　東司がステージの中央からつっこむがニャーソンは華か麗れいにスルー。

「さてマカロンさん。料理対決ということで、決め手はどこになるかにゃ？」

「日ひ頃ごろの成果がモロに出るろん。料理している子としていない子の差は歴然だろん」

「にゃるほど」

「ほら、もう差がつき始めたろん」

　マカロンの言葉はまさしく正解だった。

「あ、あれ……？　これどう使うのかな……」

　とりあえず食材を選んだはるのだったが、どういう料理にするかまったくアイデアが浮かんでこなかった。

　まあ、そもそも本職が見習い軍人なのだから、料理が得意という方が珍めずらしいのだが。

「おぉっと、米を洗せん剤ざいで洗い始めたにゃ！」

「典型的なスイーツだろん」

「ちなみに同志トージには二人の料理を残さず食べてもらうにゃ」

「死ぬわっ！」

　身の危険を感じた必死の叫さけびも届かない。

「それに比べて……こっちは見事としか言えないろん」

　マカロンが反対側のキッチンに視線を移す。

　そこはまさに杏子の独どく壇だん場じようだった。

　作るメニューを見据えた食材選びに、流れるような包丁さばき。

　三つのコンロに三つの鍋なべを掛かけ、しかもその火加減を完かん璧ぺきにコントロールしている。

　一つの料理が完成すれば次、また次へと材料を仕込んでいく。

「これはすごいにゃ……料理の鉄人でも見ているみたいにゃ」

「一いつ切さいのムダがないろん。ビデオに撮とって世の中のメシマズ妻たちに見せてやりたいろん」

「彼女は同志トージの幼なじみということで、食べ物の好みも完璧に把は握あくしているとのことにゃ」

「はるのちゃんには悪いけど、これは勝負にならないろん」

　そんな感じで二匹ひきがしみじみと頷く。

　その向こうでは──

「あーもう！　ジャガイモ生なまでいいや！」

　はるのが本格的に東司の生命を脅おびやかしにかかっていた。




　正妻戦争一本目、料理対決──新見杏子のコールド勝ち。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「さて、つづいて二本目にゃ！」

「今度はまともな内容にしてくれよ……」

　何回かトイレを往復した東司がゲッソリした顔で悶もだえていた。

　ちなみにはるのの料理も全部食べた努力に対して、ギャラリーから惜おしみない拍手が送られたのは言うまでもない。

「続いての勝負内容は……これにゃ！」

　そしてステージの液晶パネルに映し出されたのは、

「お洗せん濯たく対決にゃ！　料理と並んでお嫁さんの必須スキル二つ目にゃ！　どんな旦那様だってキレイでピカピカの服を着てすごしたいもんだにゃ！」

「炊すい事じの次は洗濯か……まあ妥だ当とうだな」

　これなら酷ひどい目に遭あうことはないだろうと東司が胸をなで下ろす。

　それと同時に、これが最後の勝負になることも分かっていた。

（杏子は家事マスターだからな）

『いつか東司くんと結婚した時のために！』ということで、杏子の家事スキルは免めん許きよ皆かい伝でんである。

　どうあがいたところではるのに勝ち目はなかった。

（はるのには悪いけど、このバカげたイベントをさっさと終わらせよう……）

　そして一刻も早く杏子を説得する作業に入らなければ。

「それでは勝負内容の発表にゃ！」

　ニャーソンが合図をすると、はるのと杏子の前にそれぞれタライと洗濯板、そして一枚のボクサーパンツが運ばれてきた。

　東司の額に一筋の汗あせが流れる。

「宗むな方かた家から拝借した同志トージのパンツにゃ！」

「なにやっとるんだおまえはっ！」

「このイカ臭くさいパンツをいかにキレイにするかの勝負にゃ！　イカだけに！」

「上う手まくないしイカ臭くない！」

　ない──はずである。

「それでは勝負、開始にゃ！」




「それではこの勝負を実況していくにゃ。担当は引き続きボクちゃんことニャーソン大佐。解説は『下着の臭においは男の勲くん章しよう！』ことモッフルさんでお送りするにゃ」

「いくら軍人でもキレイな下着の方がいいふも」

「おまえらも仲良しかっ！」

　肩かたを並べるニャーソンとモッフルにツッコミを入れるがもちろんスルー。

「この勝負、どう見るかにゃ？」

「さっきの料理対決を見る限り、決着は見えているふも」

「と、言うと？」

「料理だけできて洗濯ができないなんてありえないふも。いくらタライと洗濯板でも、逆転するとは思えないふも」

「なるほどにゃ……っと、おおっと!?」

　勝負は見えたか、とニャーソンとモッフル、そしてギャラリーたちが白しらけ始めた時、その悲鳴は唐とう突とつに響ひびき渡わたった。

「と、とと……東司くんのパンツ!?」

　見れば杏子がパンツを前に、両手をわなわなと震ふるわせていた。

　その頰ほおがほんのり桜色に染まっているのが可愛かわいらしいが、見ている先がパンツなので台無しである。

「そんな……東司くんのパンツを洗うだなんて……」

「おまえはなにを照れてるんだ！」

「まさに奥さんのお仕事です！　奥さんにしか許されないお仕事です！　あぁ神様！　今日という日に感謝します！」

「安っぽい神様だな！」

「苦節十五年……ようやく東司くんがパンツを洗わせてくれる日が来たんですね！」

「勝手に持ち出されただけだけどな！」

　そんな感じで杏子は終始、夢見心ごこ地ちだった。

「こ、これは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスです！　洗ってしまう前に、東司くんのパンツでシミュレーションしてみましょう。初夜の！」

「止やめいっ！」

　あと女の子が初夜とか軽々しく口にするもんじゃない。

「だって目を閉じればすぐそこに東司くんの感かん触しよくが……」

「臭いで判断するな！」

「それじゃ、ここにパンツを置いて……っと」

　東司の声もスルーして、杏子はパンツと向かい合うように正座した。

「東司くん、いえ……あなた。不ふつ束つかな妻ですが、今夜は杏子を可愛がってください」

「三つ指を突つくな！　あとなんか生なま々なましい！」

　動作によどみがない。

　これが初めてではないのだろう、きっと。

「これはダメだふも」

　ヘブン状態の杏子にモッフルがうなだれた。

「勝負のことが頭からすっぽり抜ぬけてるにゃ」

「どれだけあの男子にゾッコンなんだふも？」

「羨うらやましいのか羨ましくないのか微び妙みようにゃ……」

　ニャーソンとモッフルも、杏子がもはや戦線復帰しないことを悟さとっていた。

　その一方、はるのはというと──

「これでごしごしすればいいの？　簡単だね！」

　なんの気負いもなく、なんの恥はじらいもなく、東司のパンツを洗濯板にこすりつけていた。




　正妻戦争二本目、洗濯対決──杏子が試合放ほう棄きではるのの勝利。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「さあ、まさかの三本目に突とつ入にゆうにゃ！」

　すっかり司会者が板についたニャーソンが、マイクを逆さまに構えちゃったりしてギャラリーを盛り上げる。

「出来レースとか野暮なことを言うやつは粛しゆく清せいにゃ！　これは厳然たる勝負、厳然たるッ正妻戦争なんだにゃ！」

　ニャーソンのかけ声にギャラリーたちのテンションも最高点に達する。

　二人の美少女が今度はどんなバトルを繰くり広げてくれるのか、今やずっと向こうまで黒山の人だかりがステージを囲んでいた。

「お待ちかね、勝負内容の発表にゃ！　トリを飾かざるのはもちろん……この勝負にゃ！」

　ニャーソンが背後の液えき晶しようパネルにマイクを突き出した。

　そこに表示されたのは──




　お・い・ろ・け・バトル！




『うおおおおぉぉぉぉぉぉっっっっっ────っ!!』

　主に男たちから地じ響ひびきのような歓かん声せいが沸わき上がる。

「お嫁よめさんといったらこれは欠かせないにゃ！　ごはんにする、お風ふ呂ろにする、それともわ・た・し？　これはもう夫ふう婦ふの恒こう例れい行事だにゃ！　これができずになにが妻かっ！　なにが奥さんかっ！」

　ギャラリーのあちこちから『そーだそーだ！』の声が上がる。

　おそらく奥さんを持つ旦だん那な様だろう。

　そんな彼らがここまで声を大きくする理由──世の中には上う手まくいってない夫婦もあるということだ。

「バカヤロウ！　おまえ二人になにをさせるつもりだっ！」

　独り東司だけが気を吐はくが、もはやギャラリーの大半を味方につけたニャーソンの暴走は止まらない。

「大だい丈じよう夫ぶにゃ。Ｒ─15くらいで抑おさえるにゃ」

「そういう意味じゃないっ！」

　さすがにこれは黙だまっていられないと、東司が立ち上がろうとした。

　だがいつの間にか手足がイスに固定されていた。

「なっ!?」

「静かにしていてもらうにゃ。暴れられると勝負が成り立たないにゃ」

　ニャーソンは東司を一いち瞥べつしてから勝負内容を告げた。

「準備時間は五分！　その間に二人には、裏の更こう衣い室に用意された数々の衣い装しようから、同志トージを悩のう殺さつできそうなものを選んで着てもらうにゃ！　そして先に同志トージから鼻血を出させた方が勝者となるにゃ！」

「だから縛しばり付けやがったのか！」

「恥ずかしいとか、逃にげ出されたら場が白けるにゃ。ボクちゃんはこのステージを成功させなきゃならないんだにゃ！」

「どんな使命感だよ！」

「それじゃあ二人とも、準備に入るにゃ！」




「さて、とうとう最後の勝負となったにゃ。実じつ況きようはおなじみニャーソン大たい佐さ。そして解説は『ゆりかごから墓場までって、こいつが言うとゲスいよね！』でおなじみのティラミーさんにゃ」

「さすがにそれは言い過ぎだみー。生後半年は待ってほしいみー」

「一番招いてはいけないやつを呼びやがった！」

　もちろんスルー。

「さてティラミーさん、ずばりお聞きしますにゃ。勝者はどちらになると思うにゃ？」

「ポテンシャルで言えば圧あつ倒とう的に杏子ちゃんだみー。清純っぽくて大人しくて従順そうで、それでいてあの豊満バディー、そしてにじみ出るエロス……これはもう国語辞典の『エロ』の項こう目もくの隣となりに杏子ちゃんの写真を載のせるレベルだみー」

「そんな項目あってたまるか！」

「では勝負は決まったも同然かにゃ？」

「そう簡単にいかないのがお色気勝負だみー」

「おまえはどこで経験を積んで言ってんだよっ！」

　スルー。

「はるのちゃんはまったくの未知数だみー。確かに杏子ちゃんに比べればおっぱいも慎つつましいし、腰こしのくびれも浅いみー……」

　そこでティラミーがぐっとマイクを握にぎりしめる。

「だが！　しかしっ！　だからこそっ！　そんなはるのちゃんが一大決心して、精せい一いつ杯ぱいのお色気を披ひ露ろうした時の破は壊かい力は絶大だみーっ！」

「にゃるほど」

「おまけに、はるのちゃんはエロとは縁えん遠どおい感じがあるみー。これがエロを意識したらどうなるか、とってもとっても興味があるみー！」

「止めさせるっ！　くそっ、こいつを外せってんだっ！」

　ステージ中央で悪戦苦く闘とうする誰だれかのことは放ほうっておいて、ティラミーはなおも熱く語る。

「まず杏子ちゃんは間ま違ちがいなく水着で来るにゃ。あの子は自分の武器を知っているにゃ。ほかの男なら絶対に見せないけど、彼氏のためなら大だい胆たんになれるタイプにゃ」

「でも、大勢のギャラリーが目を穴のようにして待っているにゃ……」

「そこはほら、タオルかなんかで隠かくして、彼氏の前だけでタオルを広げる……みたいな！」

「なるほどにゃ！　それって実は背後から見ていてもそそるものがあるにゃ！」

「そうだみー！　隠しているつもりが逆に男の欲情を煽あおるんだみーっ！」

「こいつらはなんで同調してるんだ……」

　もはや説得を諦あきらめ、イスの束そく縛ばくから抜け出すことだけに集中する東司である。

　だがちっとも拘こう束そくは緩ゆるまず、準備時間だけがゆっくりと経過していった。

「では同志はるのはどう勝負に来るんだにゃ？」

「これはまったくの想像だけど……学校の制服で来そうだみー」

「ほうほう、その心は？」

「地上界の学校に行ったことがないから、憧あこがれみたいなのがあると思うんだみー」

「同志トージを誘ゆう惑わくするためというよりも、単純に着てみたいということかにゃ？」

「そういうことだみー。そしてきっとあいつにこう尋たずねるんだみー……『ねえ……これ、似合ってるかな？』って！」

「言いそう！　言いそうだにゃ！」

「その何気ない恥じらいがこれまた男心をくすぐるみー！」

「いやはや、これは意外といい勝負になりそうだにゃ！」

　そんな熱ねつ烈れつ実じつ況きようを繰り広げている間に、準備時間の五分が経過した。




「さあ、タイムアップにゃ！」

　ニャーソンが、ティラミーが、そしてギャラリーたちが鼻息を荒あらくして待ちわびる。

「二人はどんな衣装に着き替がえたのか！　どんなお色気を見せてくれるのか！」

　感極きわまったようにニャーソンがマイクを突き上げる。

「では登場していただくにゃ！」

　ニャーソンがステージ後ろの幕を上げるように指示する。

　その先を野や郎ろうどもが食い入るように見つめる。

　そこに立っていたのは──




『どうなっているんだっ！』




　いつも通りの制服姿の杏子と、これまたいつも通りのホイップアンティークの制服を着たはるのだった。

　散々煽っておいての結果に、観客からブーイングが飛び交かう。

「同志はるの！　なんでそんな格好してるんだにゃ！」

「だって……恥ずかしいもん」

　はるのがチラチラと東司を見つめながら頰ほおを赤くする。

「新見杏子もだにゃ！　ボクちゃんたちの期待をバッサリと裏切ったにゃ！」

「と、東司くん以外にわたしの裸はだかは見せられません！」

　杏子も貞てい操そうは守ると宣言するように自分で身体からだを抱だきしめる。

　それが豊満な胸をぎゅっと寄せて、観客をさらにヒートアップさせるとも知らずに。

「こ、これはダメみ……」

「どうにかしにゃいと……」

　今にも暴徒と化しそうな観客から実況席に空き缶かんやゴミ、ニャーソンのグッズが投げ込まれる。

　ニャーソンとティラミーは机の下に隠れながら知ち恵えを絞しぼった。

「こうなったら二人を説得するしかないみー！」

「で、できるのかにゃ？」

「やるしかないみー！　このままだと暴動になるみー！」

「わ、分かったにゃ！」

　ニャーソンが素す早ばやくマイクでアナウンスする。

「ちょ、ちょっとだけ休きゆう憩けいにゃ！　続きはＣＭの後でっ！」

　それだけ言い残し、二匹ひきはそれぞれ説得に向かった。




「同志はるの、これは同志トージを悩殺する絶好のチャンスだにゃ」

　ニャーソンがはるのに切々と説く。

「でも……」

「取られちゃっていいのかにゃ？　あのおっぱい女子高生に横から奪うばわれちゃっていいのかにゃ？　それでもいいのかにゃ？」

「うぅ……」

　東司を誰かに取られたくないという、純じゆん粋すいな独どく占せん欲よくをくすぐる。

「大だい丈じよう夫ぶ、ボクちゃんに任せるにゃ」

　ポンとはるのの肩かたに手をのせる。

　これまでの経験を思い返せば任せられるはずもないのだが、杏子というライバルの出現に、はるのは正常な判断力を失っていた。

　ずいぶんと長い葛かつ藤とうの末、はるのは小さく頷うなずいた。

「…………うん。やってみる」




　一方、杏子はティラミーが説得していた。

　非常に残念なことに杏子はティラミーの本ほん性しようを知らず、その言葉に耳を傾かたむけてしまっていた。

「はるのちゃんは強敵みー。生半可なお色気じゃ勝てないみー」

「それでも、東司くん以外の人に……」

「ボクに任せるみー。エロと健全の世界線を何度も往復したボクなら、愛いとしの彼のハートだけをズバリ射い貫ぬいてみせるみー」

「ほ、本当ですか？」

　東司をはるのに奪われたくない一心の杏子には、ティラミーだけが頼たよりだった。

　よりにもよってティラミーだけが。




「お待たせしたにゃ！」

「ここからが本番だみー！」

　舞ぶ台たい裏うらから二匹が戻もどってくると、根気強く待ち続けた野郎どもから一いつ斉せいに歓かん声せいが上がった。

「それでは同志トージを悩のう殺さつしてもらうにゃ！」

「おいニャーソン！　二人に変な格好させたらぶっ殺すからな！」

　イスに拘束されて手も足も出せない東司が威い嚇かくする。

「大丈夫みー。あくまで王道を攻せめてみたみー」

「おまえがそれを言う時点で邪じや道どうだろうが！」

「では、まずは同志はるのにゃ！」

　東司を華か麗れいにスルーしたニャーソンのかけ声に合わせ、はるのサイドの幕が上がる。

　その格好は──浴衣ゆかた！

「これぞ和と洋のシルクロードにゃ！　水色の生き地じに、同志はるのの鮮あざやかなオレンジ色の髪かみが映はえるにゃ！」

　しかも髪を結ゆい上げていて、控ひかえめに覗のぞくうなじがこれまたグッとくる。

　そんなはるのに、野郎どもからまばらな拍はく手しゆが送られる。

　確かに可愛かわいいけど期待していたほどでは──というやつだ。

「どうかなトージ？」

　その他大勢のことなどそっちのけで、はるのがくるっとその場で一回転した。

　オレンジの髪に薄うすい水色の浴衣──ミスマッチなはずなのに、気づけばゴクリと唾つばを吞のみ込む東司だった。

「次はこっちだみー！」

　ティラミーの声を受け、杏子サイドの幕が上がった。

　その格好は──巫み女こ服！

「まさに大和やまと撫子なでしこ！　これこそ淑しゆく女じよのあるべき姿なんだみーっ！」

「そんな……照れちゃいます……」
















　恥はじらうように杏子が身をよじる。

　彼女のツインメロンがふにゃっと形を変え、白い巫女服を下から押し上げた。

　これまた拍手が起こるが、やっぱり不完全燃焼感がある。

　もっとスゴイのが見たいのに──みたいな。

「ど、どうですか、東司くん……」

　きゅっと胸むな元もとを手で隠すようにしながら上うわ目め遣づかいになる。

　そのたどたどしい仕草と潤うるんだ瞳ひとみに、これまたゴクリと喉のどを鳴らす東司だった。

「む……なかなかやるにゃ」

「そっちも手て強ごわいみー」

　東司が全力でドキドキしている一方、ニャーソンとティラミーの間でにわかに火花が散りつつあった。

　自尊心だけは無む駄だに高いニャーソンと、女の子のことなら負けたくないティラミーだ。

　どちらも『ボクが一番、女の子を上手にコーディネートできるんだ！』みたいな迷めい惑わくなプライドが芽生えていた。

「よくよく考えてみれば、おまえは敵だったにゃ！」

「そうだったみー！　すっかり忘れてたみー！」

　さっきまでの仲良しはどこへやら。

「ボクちゃんに勝とうなんて百万光年早いにゃ！」

「ここで決着をつけてやるみー！」

「いい度胸だにゃ！」

「覚かく悟ごするみーっ！」

　睨にらみ合う二匹が、バトル開始と言わんばかりにはるのと杏子の方を振ふり向いた。

『次の衣い装しように着替えるにゃ！（みー！）』




　そこからはもう二匹の意地の張り合いだった。

「セーラー服にゃ！」

『おぉ！』

「ブルマだみー！」

『おぉっ!!』

「にゃんの！　こっちはメイド服（首輪のオプション付）だにゃ！」

『うおおおおぉぉぉぉっっっ!!』

「それなら裸ワイシャツで勝負だみー！」

『いぃぃぃぃやっふぅぅぅぅ──ッッッッ!!』

　次々とドレスチェンジするはるのと杏子に、観客のボルテージも頂点に達する。

　一方で少女二人はというと、これまた東司を譲ゆずれない想おもいから、恥ずかしさに耐たえて二匹に言われるままに着替えまくっていた。

　しかしエスカレートする二匹は止とどまるところを知らず──

「た、大たい佐さ……これはちょっと……」

「あの……まだ続けるんですか……？」

　異様に露ろ出しゆつが多いレースクイーンのはるのと、これまた露出度抜ばつ群ぐんのバニーガールの杏子が、さすがに恥ずかしくなって声を震ふるわせる。

　気づけば二人とも、東司の後ろに隠かくれるように身体を寄せていた。

「な、なんでこっち来る……」

　身動きが取れない東司の両りよう腕うでに、なにやら柔やわらかくて温かいものが触ふれた。

　左腕には、小ぶりながらも瑞みず々みずしい張りをたたえたなにかが。

　右腕には、母性を主張する豊満ななにかが。

「だって……こんな大勢に見られちゃうなんて思ってなかったんだもん」

「わたしが見てほしいのは東司くんだけですから……」

　二人が怯おびえるように身体を隠す。

　それもそのはずで、興奮しきった野や郎ろうどもが『次はよっ！　次のコスチュームはよっ！』とギラギラした目つきで二人を凝ぎよう視ししていた。

「……ったく！　おいそこの二匹！」

　この馬ば鹿かげた舞ぶ台たいに幕を下ろそうと、東司は諸悪の根源たちを一いつ喝かつした。

「いつまでもふざけてないでさっさと終わらせろ！」

「まだ勝負は終わってないにゃ！」

「引導を渡わたしてやるみー！」

　二匹はそれぞれ舞台裏に引っ込んでいた。

　そこで衣装ケースをひっくり返しながら、次のコスチュームを選んでいた。

「これは……インパクトが弱いにゃ！」

「ダメだみー！　これじゃ勝てないみーっ！」

「なにか……なにかないのかにゃ！」

「とっておき、とっておきが必要なんだみー！」

　この勝負に人生を懸かける勢いでのめり込んでいた二匹は──やがて同時に閃ひらめいた。




『勝てそうなコスチュームがないなら、着なければいい！』




「同志はるの、服を脱ぬぐにゃ！　さっさとマッパになるにゃ！」

「杏子ちゃん、とりあえず脱いでみるみー！　大丈夫、キレイに撮とってあげるから……」

　同時に舞台裏から飛び出てきた二匹は──




　スパンッ!!　スパーンッ!!




　振り抜ぬかれたハリセンによって卒そつ倒とうした。

「よく考えれば二人に助けてもらえばよかったんだよな……」

　はるのと杏子にイスの仕し掛かけを外してもらった東司は、ドウジギリを手にいまさらながら反省していた。

「ずいぶんと好き勝手やってくれたな、おい」

　ドウジギリをゆらりと振り上げながら東司が笑う。

　もちろん、凄せい惨さんな方の笑え顔がおで。

　そんな彼の背中では、タオルを肩にかけたはるのと杏子がおどおどしている。

「こ、これは二人が望んだことだみー！」

「そうだにゃ、ボクちゃんたちはそのお手伝いをしただけにゃ！」

「問答無用！」

　言い訳など聞きたくないと、東司は二匹ひきにさらにドウジギリをたたき込んだ。

「やめっ！　ちょっ！　おねがっ！」

「いっ、痛っ！　これヤバっ……」

　無む慈じ悲ひな鉄てつ槌ついが下され、二匹はボロ雑ぞう巾きんのようになって気絶した。

「はぁ……はぁ……これに懲こりたらもう……」

　全力で制裁を終えた東司は、そこではたと冷静になった。

　いまさらながら、このステージの周りには多くの観客がいることを思い出した。

「どうなってんだ？」

「ハリセン？　コントだったのか？」

「じゃあ今のがオチ？　なんだよ、これで終わりかよ……」

　勘かん違ちがいした観客たちがつまらなそうに不満を上げた。

　そして、興味を失ったようにやがてパラパラと解散し始めた。

「……とりあえず一件落着か」

　はるのたちの貞てい操そうは守られた。二匹も始末したし、あとは撤てつ収しゆうするだけ──

「トージ！」

「東司くん！」

　はるのと杏子が彼の胸に飛び込んでいった。

「お、おい……」

「なんで男の人たちみんな、鼻息荒あらくしてこっち見てくるのよぉ……ホントに怖こわかったんだからね！」

「東司くんごめんなさい、わたし……東司くんじゃない男の人に……」

　緊きん張ちようの糸が切れたのか、二人してこれまでの不安を彼にぶつけていた。

　ここはカッコ良く二人の背中でもさすって、落ち着かせてあげるのが模も範はん解答なのだろうが──そうはさせないのが二人の格好である。

「お、おまえら……」

　肩かたにかけていたタオルは床ゆかに落ち、東司との間を遮さえぎる物がない。

　レースクイーンとバニーガールに両側からすりすりされ、もう煩ぼん悩のうがマッハである。

「頼たのむから離はなれろ！　離れてくれ！　このままはいろいろとマズイ！」

「お願いです東司くん……今だけはここにいさせてください……」

「トージってば冷たい！」

「そういう問題じゃねえ！」

　前言撤てつ回かい──ちっとも一件落着していなかった。







　　　ネコの軍勢







「これは……これは由ゆ々ゆしき事態にゃ！」

　ニャーソンは危機感を募つのらせていた。

　それというのも──

「ねえねえトージ、これってどうかな？」

「東とう司じくん、こっちの方がいいですよね？」

「おまえらなぁ……」

　新にい見み杏きよう子こがホイップアンティークでバイトを始めてしまったのだ。




「ただでさえボクちゃんの出る幕が少なくなってるのに……」

　今までは東司とはるのしかいなかったから、どうしても人手不足になってニャーソンにも仕事が回ってくることがあった。

　まさしくネコの手も借りたいというやつだ。

　しかし杏子がバイトとして働き始めてから、ニャーソンは三人からめっきり相手にされなくなっていた。

「どうしてボクちゃんが放ほうっておかれるにゃ……」

　そもそもはるのと杏子はバトルするほど仲が悪いはずなのに、いつの間に仲良くなったのだろう──なんて疑問も今は昔だ。

　朝と夕方に挨あい拶さつされて、それで会話が終しゆう了りようということもある。

　それ以外はとにかく三人でなんか楽しそうにしているのだ。

「同志トージめ、あんな可愛かわいい子を二人も……けしからんにゃ！」

　ポ連は共産主義なんだから、女の子も平等に分けるべきにゃ──と言ったことがあったが、思えばハブられるようになったのはそれ以後のような気もする。

「味方が……味方がほしいにゃ……」

　しかしそんなものはない。

　それはニャーソンにとって悔くやしくも冷れい徹てつな現実だ。

　ポ連に自分を慕したってくれる部下は一人もいない。下手をすれば部下の奥さんにまでバカにされている。

　大たい佐さという地位、両親が有名で資産家という出自だけが唯ゆい一いつの頼たよりだ。

「ボクちゃんにはなにもできないのかにゃ……。もう大人しくしているしかないのかにゃ……」

　東司が聞けば『そう、その通り』と即そく答とうしそうだが、ここで踏ふみ留とどまってしまうのもニャーソンである。

「……否いなにゃ！　ボクちゃんはこんなところで終わる男じゃないにゃ！」

　なにか手はないか、ネコの脳みそをフル回転させて考える。

　そしてたどり着く、禁断の一手──

「もう……これしかないにゃ！」




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




　その日、東司と杏子、そしてはるのは三人そろってホイップアンティークに向かっていた。

　休日ということで、たまには一いつ緒しよに行こうということになったのだ。

「最近ちょっとずつですけど、ゲストさんが来てくれるようになりましたよね！」

「キョーコが来てからだね！　ひょっとして幸運の女め神がみ様だったりして！」

「もう、そんなこと言っても東司くんはあげませんからね？」

「ちぇっ、バレてたか！」

　そんな他愛たわいないおしゃべりをする二人の背中を、東司がぼんやりと眺ながめる。

「……平和だ」

　ゲストが増えたのは杏子のおかげに加え、ニャーソンに頼らなくて済むようになったからだ。

　もうすっかり大人しくなったニャーソンは、今ではどこにいるのか分からないことも多い。

　それは願ったり叶かなったりなのだが、あのニャーソンがなにも口出ししてこないというのは、どことなく寂さびしさを感じるのだった。

「これを寂しく感じるとか……それだけ俺が毒されてるってことだな」

　変なことを考えてしまった。

　とにかくニャーソンには静かにしてもらう。

　これがベストだ。

「どうしたのトージ？」

「考え事ですか？」

　気づけば二人がこちらを振ふり返っていた。

「なんでもないよ」

　そう、なんでもないのだ。

　この平和な毎日が、これから続くのだから──




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「なんでこの店って大佐の顔ばっかりなんだにゃ？　キモイんで処分してほしいにゃ」

「ジュースが切れたにゃ～」

「マッズ！　大佐が煎いれたコーヒー激マズにゃ！」

「プレミアムうまい棒どこ～？」

　ホイップアンティークに──ネコがあふれていた。

「どう……なってんだ……」

　ネコに占せん拠きよされた控ひかえ室を前に東司が声を失った。

「とうじ……くん……」

　杏子も同じようで、ニャーソンと同じ背格好の着ぐるみがあふれる光景に、ただただ啞あ然ぜんとしていた。

　そんな二人とは対照的に──

「あ、ニャーコフ軍ぐん曹そう！」

　トランプをしていた一いつ匹ぴきのネコにはるのが気さくに声をかけた。

「おぉ、クレーノワ！　元気にしてたかにゃ？」

「うん！　軍曹もお元気そうでなによりです！　新しん婚こん生活はどう？」

「いやー、やっぱり恋こい人びと時代とはいろいろ違ちがうにゃ。苦労の連続にゃ」

　まるで打ち解けた二人だった。

「あ、ニャブロフ曹長も！」

「おーっ、元気しとったかにゃー？」

　マンガを読んでいたネコが懐なつかしそうな顔をした。

「最近は子供の『仮面ニャイダー』ごっこに付き合わされてへとへとにゃ」

「もうすぐ小学校？　やんちゃざかりだし、覚かく悟ごするしかないですねー」

「簡単に言ってくれるにゃあ……にゃっはっは！」

　もうノリはおじいちゃんと孫の会話である。

「は、はるの……」

　東司が恐おそる恐る説明を求める。

「あ、紹しよう介かいするね！」

　はるのは東司と杏子の腕うでを引いてネコたちのど真ん中に飛び込む。

　ネコの着ぐるみに包囲されるという、人生初の経験に二人とも完全にビビっていた。

「こっちがトージでこっちがキョーコ。二人ともここでバイトしてくれてるの！」

「ここっていうと……ホイップアンティークでかにゃ？」

「そうだよ！」

　元気に答えるはるのとは対照的に、ネコたちの表情が曇くもった。

「……ホント、クレーノワには悪いと思ってるにゃ」

「部下全員に赴ふ任にんを断られたからって、まさか新人のクレーノワに手を出すにゃんて」

「こうなると知っていたら、大佐を始末してでも止めたにゃ……」

　申し訳なさそうにヒゲをしょんぼりさせるネコたちに、しかしはるのはあっけらかんと言った。

「大だい丈じよう夫ぶだよ！　トージとキョーコがいるもん！」

「この二人が……」

　ネコたちの値ね踏ぶみするような視線に杏子が小さな悲鳴を上げる。

　だがすぐにネコたちは破顔して二人の肩かたをポンポンとたたいた。

「そうかそうか、頼れる仲間ができたんだにゃ！」

「これで少しだけ心の荷が下りたにゃ」

「トージにキョーコといったか。クレーノワをこれからもよろしく頼たのむにゃ！」

　一転してフレンドリーになっていた。

「は、はぁ……」

「もうトージってば、緊きん張ちようしすぎだよ！」

「いや、状じよう況きようを考えろよ……」

　とりあえずつっこんだ東司だが、身の危険がないことだけは分かった。

　はるのとネコたちの様子を見るに、歓かん迎げいされているようだ。

「大丈夫みたいだな」

「う、うん……かなりビックリしましたけど……」

　杏子もようやく息が落ち着いたようだった。

「それでみんな……どうしてここにいるの？」




　ビキィ!!




　はるのの一言に、場の空気が一転して張り詰つめた。

　あ、こいつら軍人だったんだ──と東司はいまさらながら思い出した。

「……大佐のせいにゃ」

「そういえば大佐がいないね」

「うまい棒とドクターペッパーを買いに行かせてるにゃ。まあそれはともかく……」

　戦友の仇かたきのように蔑さげすんだ口調で吐はき捨てる。

「あいつ……よりにもよって『ネコの軍勢』を使いやがったにゃ」

「えっ……『ネコの軍勢』を？」

　はるのが色めき立つ。

「おい、はるの……なんだそれ？」

「えっとね……ポ連の上級将校だけに与あたえられている特権なの。でも代だい償しようが大きいからほとんど使われることないって聞いてたけど……」

「特権って……どういうことだ」

「自分が従えているすべての部下を、強制的に集めることができるの」

「強制的に集めるって……魔ま法ほうでも使うのか？」

「うん。行かなきゃ、って強い暗示がかかるみたいなものなの。普ふ通つうは戦場の前線で、士気が下がってきた時に奮い立たせるために使うんだけど……」

「あいつ、ここに呼び出しやがったんだにゃ！」

　ニャーコフ軍曹が悔くやしそうにテーブルをたたいた。

「おかげでここに来るまで、メチャクチャ白い目で見られたにゃ！」

「もう恥はずかしくて一目散にこの店に逃にげ込んだにゃ！」

「おまけに到とう着ちやくするなり『メープル城に攻せめ込むにゃ！』とかイミフなことぬかしたにゃ」

「ムカついたからあいつをパシリに使ってやったにゃ！」

　なんというか、ニャーソンの正しい相手の仕方を知っているネコたちだった。

「ところで……」

　なんとなく気になったので東司が割って入る。

「その『ネコの軍勢』の代償ってなんなんだ？　かなりリスクがあるんだろ？」

「……まあ、そうにゃんだけど」

「あいつには蚊かに刺さされたようなもんかもしれないにゃ」

　ネコたちが悔しそうに俯うつむく。

「代償っていうのはね……」

　はるのが代わりに答える。

「一年間ノーギャラ」

「あ、なるほど」

　ニャーソンには痛くもかゆくもない代償だった。

　というか、もっと切せつ羽ぱ詰つまったものを想像して拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。

　命と引き替かえに一度だけ放つことができるビッグバン・パンチみたいな。

「それがなおさら癪しやくに障さわるんだにゃ！」

「今までずっと『ネコの軍勢使ったらトイレ裏でシメる』って釘くぎ刺さしといたのに、地上界に来て忘れちまったみたいだにゃ」

「これは上官の教育をやり直さなければならないにゃ！」

　ネコたちが一様に闘とう志しをたぎらせる。

　見た目はネコでもさすがはポ連の軍人といったところか。

　ふざけているように見えて、確かな迫はく力りよくがにじみ出ている。

「……と、ウワサをすれば、にゃ」

　気配を感じ取ったネコたちが、同時に耳を同じ方向に向ける。

　さすがネコ。

　ややあって、両手に買い物袋ぶくろを提さげたニャーソンが戻もどってきた。

「プレミアムうまい棒なんてどこにも売ってないにゃ、どこも売り切れにゃ！　あとドクターペッパーもにゃ！　こっちは売り切れどころか売ってすらいなかったにゃ！」

　ぜえぜえと息を切らせていたニャーソンだったが、そこで改めて東司たち三人が来ていることに気づいた。

「き、来てたのかにゃ……」

　見られたくないところを、と口くち惜おしそうに舌打ちする。

「そりゃ、とっくに開店時間だからな」

「お、お疲つかれ様ですニャーソンさん」

「大たい佐さ、どうしてみんなを呼んだんですか？」

　最後のはるのの言葉に、ニャーソンはぐっと息を詰まらせた。

「そ、それは……」

　どうせ杏子が来て自分の立ち位置がなくなったからだろ──とズバリ真実を予想してしまった東司だが、次の一言は意外だった。

「……甘あま城ぎブリリアントパークを滅ほろぼすにゃ」

　静かに、しかし確かな決意を込こめて言った。

「はぁ？　ふざけてるのかにゃ？」

「ボクちゃんは本気にゃ。もう時は満ちたにゃ……ボクちゃんの号令の下に、甘ブリの本丸に突とつ撃げきするにゃ！」

「なんでそんなことするにゃ？」

「そもそも大佐のために働きたくないにゃ」

「身の程ほどをわきまえてほしいにゃ」

「そーにゃそーにゃ！」

　やんややんやと罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛び交かう。

　これがいつものニャーソンだったら『うるさいにゃ！』と暴れ始めるところだ。

　だが今日は違っていた。




「ボクちゃんにはアイ・ハブ・ア・夢があるにゃドリーム！」




　シンッ──と静まりかえった。

　ネコたちもはるのも、東司も杏子も同じように。

　普ふ段だんのふざけたニャーソンとは違ちがう──そう思わせるなにかがあった。

「いつかポ連の凍とう土どの丘おかに、イジメられてたボクちゃんとイジメてたみんなが一いつ緒しよに座って、革命のテーブルを囲む日が来るという夢だにゃ！」

　なんか聞いたことあるフレーズだな──そう感じた東司だけが、いち早く素すに戻る。

「ボクちゃんにはアイ・ハブ・ア・夢があるにゃドリーム！　いつか、あの差別の寒風が吹ふきすさぶニャーソン部隊さえもが、笑顔と安らぎのオアシスに変わる日が来るという夢だにゃ！」

　一呼吸で言い切ったニャーソンが、さらに畳たたみかけるようにこぶしを振ふり上げる。

「ボクちゃんにはアイ・ハブ・ア・夢があるにゃドリーム！　いつか、ボクちゃんが先入観ではなく中身で判断される、そんな部隊になる日が必ず来るにゃ！」

　ここまで来たところで東司は確信する。

　アメリカの偉い人じん、キング牧師の名演説をパクっていると。

（共産主義のポ連のくせに、自由と平等の国の言葉を借りるのかよ……）

　呆あきれてしまった東司だったが、ニャーソンの部下たちの様子を見てさらに驚おどろいた。

（な……泣いてる……）

　あのネコたちが──さっきまでニャーソンを嘲あざけり、罵ののしり、バカにしていたネコたちが。

　今はじっとニャーソンの、ウラジミール・ウラジーミロヴィチ・ニャーソン大佐の言葉に耳を傾かたむけていた。

（マジかよ……そりゃまあ、あのフレーズはグッとくるところもあるだろうけどさ……）

　忘れてはいけない。

　どんな心に響ひびく言葉だろうと、それを言っているのはニャーソンなのである。

　だがネコたちは完全に忘れているようだった。

　あのニャーソンが、傲ごう岸がん不ふ遜そんの産業廃はい棄き物ぶつことニャーソンが、あんなに熱く夢を語っている──ネコたちにとっては驚きよう天てん動どう地ちの大事件だった。

（でも言ってることは『ボクちゃんをイジメないで仲良くしてよぉ！』なんだけどな）

　これをいい歳としした大人が必死に訴うつたえていると思うと──なるほど、確かに泣けてきた。

「大佐……ニャーソン大佐！」

　やがて、演説を遮さえぎるように一いつ匹ぴきのネコが声を張り上げた。

　その愛くるしい瞳ひとみを感動の涙なみだでいっぱいにしながら。

「オレたちが間ま違ちがってましたにゃ！」

「ニャーソン大佐がそこまで……そこまで部隊のことで悩なやんでいたにゃんて！」

「愚おろかにゃ……ボクたちはなんて愚かだったんだにゃ！」

　矢や継つぎ早ばやに反省と後こう悔かいが入り乱れる。

　本気で心を入れ替えちまった──東司が呆ぼう然ぜんとする中、ネコたちはニャーソンに駆かけ寄ると素早く整列した。

「装備の点検を行いますにゃ、大佐！」

「作戦を練り直しますにゃ、大佐！」

「敵の戦力を想定して進軍ルートを再設定しますにゃ！」

「念のためにセーフハウスを設営しますにゃ！　万が一の時はそこで態勢を立て直して、再度アタックをかけますにゃ！」

「弾だん薬やくの確かく認にん、怠おこたらないようにしますにゃ！」

　次々とニャーソンに報告し、ネコたちが一いつ斉せいに行動を開始する。

　そこにはもう、ニャーソン大佐を長おさとする統とう率そつの取れた軍隊ができあがっていた。

「おまえたち……」

「やってやりましょう！　メープルランドのやつらに、ニャーソン部隊の恐おそろしさを思い知らせてやるんだにゃ!!」

『おぉぉぉ────っ!!』

　ネコたちが一斉に短い手を突つき上げた。




「なんか……すごいことになりましたね、東司くん」

「大佐っぽく相手される大佐って初めて見たかも……」

　杏子とはるのが見直したと言わんばかりにニャーソンを見つめている。

　これまでのマイナスイメージが大きすぎるぶん、さっきのニャーソンが輝かがやいて見えるのだろう。

「いや、まあ……」

　ニャーソンに散々に痛い目に遭あわされてきた東司だけは空気に流されなかった。

　テキパキと行動するネコたちに満足したニャーソンが、あとは任せたと言い残して店の奥へと引っ込む。

　東司はこっそり後をつけた。

「…………にゃふ！」

　誰だれもいないところまで来て、ニャーソンがニンマリと笑った。

「成功にゃ成功にゃ！　まさかここまで成功するとは思わなかったにゃ！」

「……やっぱりな」

「同志トージ!?」

　ビクッと飛び上がったニャーソンは、東司のほかに誰もいないのを確認してホッと胸をなで下ろした。

「脅おどかさないでほしいにゃ……」

「どこであんな猿さる芝しば居いを覚えてきたんだよ」

「この前、夜中に『これであなたもキング牧師になれる！』っていう通つう販はん番組を見て思わずＤＶＤを買っちゃったにゃ。堂々と夢を語る姿にみんなが感動……まさにお約束にゃ！」

「堂々もなにも、夢の中身がショボすぎなんだが……」

「でも完かん璧ぺきにみんなを騙だませたにゃ！」

「騙したって自覚してるところがさらにゲスいんだよ」

「なんとでも言うがいいにゃ！　もうボクちゃんの作戦は成功したんだにゃ！」

　にっしっしと悪い笑えみをこぼす。

「もうボクちゃんの部隊は止まらないにゃ！　ポ連で鍛きたえられた精せい鋭えい部隊の実力を、甘ブリのやつらに見せつけてやるんだにゃ！」

「……あっそ」

「そしてボクちゃんの名を甘ブリ中に、メープルランド中にとどろかせるんだにゃ！　今日が名将ニャーソンの誕生日にゃ！」

「結局そっちの自己顕けん示じ欲よくかよ……」

　ブレないやつである。

「さて……もうすぐ準備が整うはずにゃ」

　ニャーソンがゲスい笑みを引っ込めた。

「出しゆつ陣じん前に演説しなきゃいけないにゃ。こういう場合のお約束ってやつにゃ」

「おい……まさか本気でモッフルたちに挑いどむのか？」

「当然にゃ！」

　言い切るニャーソンに、これは黙だまっているわけにはいかないと東司が考え込む。

　ちまちまバカをやる程度なら放ほうっておくが、本当に一戦交えるなんて避さけなければならない。

「止やめとけって！　そんなのおまえのキャラじゃない！」

「ふん！　そんなの知ったこっちゃないにゃ！」

「ここで『やっぱり作戦中止にゃ、甘ブリでみんなで遊ぶにゃ！』って言う方が好感度も上がるって！」

「そんな惨みじめな媚こび方はイヤだにゃ！」

　なけなしのプライドを刺し激げきされたニャーソンは頑かたくなだった。

「今日が……甘城ブリリアントパークの最期なんだにゃ！」




「いざ！　これよりボクちゃんたちは修しゆ羅らに入るっ！」

　ホイップアンティークの一室に整列するネコたちを一いち瞥べつし、ニャーソンは腕うでを突き上げた。

「…………次のセリフ忘れたから省略にゃ」

　振り上げたこぶしを速そつ攻こうで降ろす。

　そんなマヌケにもネコたちは微び動どうだにしない。

　完璧に軍人モードに切り替かわっているのだ。

「とにかく！　ポ連軍人の誇ほこりと名めい誉よに懸かけて、甘城ブリリアントパークを木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいするんだにゃ！」

　ニャーソンがその右みぎ腕うでを掲かかげ、そして振り下ろした。

「いざ、出しゆつ撃げきにゃ！」

『ウニャ────ッッッッ!!』




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「ヒャッホーッ！　これがジェットコースターってやつかにゃ！」

「十五分待ちかにゃ……」

「お腹なかすいたにゃ、フードコートに行くにゃ！」

「お、おなごが……おなごが水着ではしゃいでるにゃっ！」

「あ、あっ！　モッフルがいたにゃ！　おーい、こっち向いてにゃ～！」

　ネコ軍人たちが甘城ブリリアントパークのアトラクションをエンジョイしていた。

　武器もさっさと放り投げ、今は園内パンフレットを片手にパーク中に散り散りになっている。

「どうなってるんだにゃ──ッ!?」

　ニャーソンが頭を抱かかえて絶ぜつ叫きようした。

　士気を高めまくっていざホイップアンティークを飛び出したら、あっという間に戦意喪そう失しつしてしまったのだ。

「どうなってんだ……」

　危機感を募つのらせていた東司も予想外の事態に呆あつ気けにとられる。

　そんな彼に説明するようにはるのが、

「ポ連って娯ご楽らく、少ないんだよね……ほら、共産主義だし」

「こういうテーマパークもないのか？」

「炭鉱型遊園地ならあるんだけどね」

「行きたくねぇ……」

　顔も心も真っ黒になりそうだ。

「みんな日ひ頃ごろから訓練ばっかりだから、こんな楽しい場所に飛び込んで舞まい上がっちゃったんだよ」

「大変なんですね……」

　杏子もしみじみと頷うなずく。

　ちなみに杏子には、ニャーソンに中の人がいないこともポ連のことも説明済みだ。

　普ふ通つうならまず信じてもらえないが、そこは東司から伝えれば一発である。

　杏子が東司の言葉を疑うなんてありえないし。

「でもみなさん楽しそうですね」

「ハメを外しすぎないといいんだけどね！」

「まあ……一応は軍人なんだし、大だい丈じよう夫ぶだろ」

　ニャーソンよりは規律とか秩ちつ序じよを重んじるはずだ。

「それよりも厄やつ介かいなのは……」

　ちらりと横目でニャーソンを窺うかがう。

「なにをやっているんだにゃ！　みんなさっきまでのやる気はどこに行ったんだにゃ！　どうしてボクちゃんの言うことを聞かないんだにゃーっ！」

　人目も気にせずわめき散らすこのネコを、どう黙らせるかということだ。







　　　王女暗殺指令







「もう……敵の中ちゆう枢すうをたたくしかないにゃ」

　ニャーソンにしては珍めずらしく低く抑おさえた声で言った。

「スパイを送り込むとか、ボクちゃんのキャラクターをヒットさせてポ連の味方を増やすとか、そんな回り道じゃもうどうにもならないにゃ……」

　これまでに失敗した作戦の数々を振ふり返って反省する。

「聞けばメープル城にいる敵の親玉はか弱い女の子らしいにゃ。もうこの子に狙ねらいを定めるしかないにゃ」

　少女を手にかけるのは忍しのびないが、これも軍人の定めだ。

　任務遂すい行こうのためには犠ぎ牲せいも必要だと割り切るしかない。

「同志はるの、トージ、キョーコ……分かってくれるかにゃ？」

　その問いに、答える者はいない。

「よし、リハーサルはバッチリにゃ！　これくらいボクちゃんが本気で悩なやんでるって見せつければ、みんな賛成してくれるはずにゃ！」

　ホイップアンティークのトイレに高笑いが響ひびき渡わたった。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「もう……敵の中枢をたたくしかないにゃ」

「杏きよう子こ、そっちの棚たなの片付けを頼たのむ」

「任されました！」

「スパイを送り込むとか、ボクちゃんの……」

「トージ、売り上げの金額と帳ちよう簿ぼが合わないよ～」

「もう一度確かく認にんしてくれ。たいして売れてないんだ、そんなに時間はかからない」

「うぅ……りょーかい……」

「聞けばメープル……」

「これが終わったら今日は上がりだ。早くしないと間に合わないぞ」

「どう……」

「トージ、計算合った！」

「よし、はるのは戸と締じまりのチェックだ」

「うん！」

「どうしてボクちゃんの話を聞かないんだにゃ!?」

　テキパキとお仕事をこなしていく三人に、たまらずニャーソンが机をたたいた。

「こんなに真ま面じ目めに話してるんだにゃ！　もっとリハーサル通りにやってもらわないと困るんだにゃ！」

「リハーサルってなんの話だよ……」

　そんな自分勝手な妄もう想そうに付き合えるはずもない東とう司じたちだった。

「だ・か・ら！　メープル城に突とつ入にゆうするって言ってるんだにゃ！　あの魔ま女じよを仕留めるんだにゃ！」

　ニャーソンが言う魔女とはもちろん、メープル城の王女のことである。

「なんでおまえが……おまえが行ったら迷めい惑わくだろうが」

　東司が論外だと斬きり捨てる。

「そうだね……大たい佐さは行かない方がいいかも」

「えっと……と、東司くんの言うとおりだと思います」

　はるのだけでなく、杏子までもがニャーソンをバッサリ。

「そんなこと気にして軍人が勤つとまるかにゃ！」

「だっておまえ、メープルランドが嫌きらいなんだろ？」

「当然だにゃ！」

「じゃあ来るな」

「なんでにゃーっ！」

　今回こそは協力を得られると考えていたニャーソンの目もく論ろ見みは儚はかなく散った。

（おまけに『来るな』だにゃんて……まるでメープルランド側の代弁をするみたいにゃ！）

　東司たちにはポ連サイドであるという自覚が足りないと唇くちびるを嚙かむ。

　しかも彼に限らずはるのや杏子まで。

「トージ、戸締まり終わったよ！」

「片付けも終わりました、東司くん！」

「よし、これで全部だな」

　手て際ぎわよく本日の業務を終えた三人が帰り支じ度たくを始める。

「ニャーソン、鍵かぎかけるから早く外に出ろ」

　東司が素っ気なく言い残してロッカールームに引き上げる。

（これは……もう頼たよりにならないにゃ……）

　ニャーソンはいよいよ決断した。

　東司もはるのも杏子も、まるで耳を貸そうとしない。

　さっさと帰ることだけしか頭にない。

　そんな三人を──もう信じられない。

（……ボクちゃんだけでやるしかないにゃ！）

　ニャーソンは絶望から立ち直ると、単独決行すべく行動を開始した。




「あれ……トージ、大佐はどこ？」

　着き替がえ終わったはるのと杏子が裏口で待っていた東司に尋たずねる。

「気づいたらいなかった。店の中にはいないみたいだし、先に帰ったんだろ」

「そっか……」

「少し……強く言いすぎたかもしれませんね」

　杏子が申し訳なさそうに目を伏ふせる。

「おまえが気にしなくていい。あいつにはこれくらい言わないと通じないんだ」

　経験者は語るのである。

「それよりも行くぞ。時間が押してる」

　東司は二人に声をかけ、裏口に鍵をかけた。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「久しぶりだにゃ……ボクちゃんが単独で突入するにゃんて」

　ニャーソンは全身に武器を携たずさえて甘あま城ぎブリリアントパークに戻もどってきた。

　ショットガンにマシンガン、ナイフに手しゆ榴りゆう弾だん、ロケットランチャーに爆ばく弾だん──見た目は一人コマンドーだ。

「邪じや魔ま者ものはほとんどいないはずにゃ。秘書室長はメープルランドに帰ったし、それを追いかけてモッフルたちも支配人代行と一いつ緒しよにメープルランドに行ったって話だったにゃ！」

　これはもう、襲しゆう撃げきしてくださいと言わんばかりのシチュエーションだ。

「いざ出しゆつ撃げきにゃ！　メープルランドの魔女め、覚かく悟ごするにゃ！」

　夜の甘城ブリリアントパークを一いつ匹ぴきのネコが疾しつ走そうした。

　月明かりから逃にげるように闇やみから闇へと移動する。

　そうして難なくメープル城の前までたどり着いた。

「警備が疎おろそかだにゃ」

　本ほん拠きよ地ちだというのにまるで手て薄うすだった。

　念のためにトラップを疑ったが、それらしい仕し掛かけもなかった。

「どうしてこんなに丸まる腰ごしなんだにゃ……」

　ニャーソンが不審感を抱いだく。

　別にそんなの、ここもアトラクションの一つとして昼間はゲストがやって来るからという当然の理由に決まっている。

　しかしそこに気づかないのがニャーソンのニャーソンたるゆえんだ。

　一人で無意味に危機感を強めていた。

「きっとなにかあるんだにゃ……」

　そう、たとえば自じ陣じんの深くまで誘さそい込んで一気に迎げい撃げきするとか。

　なにせ相手には軍隊出身のモッフルがいる。

　どんな迎撃方法を選せん択たくしてもおかしくない。

「ふっ……このくらいでボクちゃんが油断すると思ったら大間ま違ちがいにゃ」

　ニャーソンはなおも慎しん重ちように潜せん入にゆうを続けた。




「つ、疲つかれたにゃ……」

　軍隊の装備というのは普ふ通つうに二十キロを超こえる重さだ。

　しかもロケットランチャーまで担かついでは、大佐という地位でのほほんとしていたニャーソンには完全にオーバースペックだった。

「もう歩けないにゃ……慣れないことするもんじゃないにゃ」

　遠足に疲れた子供のように座り込む。

　敵てき陣じんど真ん中だというのに、こういうところで堂々と無防備になるのだった。

「こうなったら……」

　今までなら『もう止やめたにゃ！』と引き返すところだ。

　しかし今こ宵よいのニャーソンは違ちがう。

　甘城ブリリアントパークの親玉を仕留めるべく使命感に満ちている。

「こんなこともあろうかと、ってにゃ……」

　ニャーソンは銃じゆう火か器きを捨てた。身につけていたもの全部をその場に置いた。

　代わりにバックパックを開いた。

　そこには今回のために用意した、最強の武器があった。

　持ち主に絶大な力を与あたえるという一品だ。

「これだけは使いたくなかったんだけどにゃ……」

　別に誰だれに追い込まれたわけでもなく、単に自分の体力不足なのだが、カッコつけてそんなことを呟つぶやく。

「……なんかこれ、持ってたら無む性しように使いたくなったにゃ」

　強力すぎるがゆえの魔力に惹ひきつけられるように。

　自分が世界最強になったような錯さつ覚かく、しかしそれが決して夢ではないと気づかせてくれる、右手の中の確かな感かん触しよく。

　どこからかこみ上げてくる高こう揚よう感に完全に酔よっていた。

「待ってるにゃ……メープルランドの魔女め！」

　ニャーソンは隠おん密みつ行動も忘れて爆ばく走そうした。

　途と中ちゆうで何匹かのマスコットキャラとすれ違ったが、そんなこともお構いなしだ。

　あの魔女を仕留める──それだけが頭の中を占せん拠きよしていた。

「どこにゃ……どこにいるにゃ！」

　ニャーソンはメープル城の最さい奥おうを目指して走った。

　そこに標的がいると信じて。

「きっとあそこだにゃ！」

　そして狙ねらいは的中する。

　本来の限界を超えて疾走を続けるニャーソンの目に、ひときわ大きな扉とびらが飛び込んできた。

「いざ、突入するにゃ！」

　ニャーソンは最後の力を振ふり絞しぼって扉に体当たりした。

「動くなにゃ！」

　床ゆかを転がりながら素す早ばやく体勢を立て直して牽けん制せいする。

「あら……？」

　ニャーソンが見上げた階段の先には、写真で見たとおりの王女の姿と──

「……なんで同志たちがいるんだにゃ！」

　東司、はるの、杏子の三人が仲良くお茶会をしていた。

「ニャーソンおまえ！」

「同志トージ、見み損そこなったにゃ！　ポ連に忠誠を果たすのを忘れるだけじゃなく、メープルランドに寝ね返がえるというのかにゃ!?」

　あまりの言いように東司もカチンときた。

「おまえの不始末の責任を取ってるんだろうがっ！」

「ぼ、ボクちゃんの……？」

「そうですよ大たい佐さ。これまでメープルランドの方々にどれだけ迷めい惑わくをかけたと思ってるんですか？」

　はるのが続ける。

「広場の無断使用、勝手な宣伝活動、モッフルさんたちへの迷惑行こう為い……挙げていけばキリがないんですからね」

「それでみんなで謝りに来たんです。そうしたら逆におもてなしされて……」

　恐きよう縮しゆくしたように杏子が照れる。

「東司さん、ニャーソンさんは痛風が酷ひどくて来られないのではなかったのですか？」

　王女の問いかけに、東司は素直に謝った。

「すみません、俺のウソです。いくら歓かん迎げいすると言われても、こいつを連れてくるのだけはどうしてもできなくて……」

「痛風って病名がヒドすぎるにゃ!?」

　まだ若いんだにゃ、とニャーソンが地じ団だん駄だを踏ふむ。

「同志トージ……まさかここまでボクちゃんを怒おこらせるにゃんて……」

　ニャーソンが静かに激げつ昂こうしていた。

　自分を無視するどころか敵に味方する東司たちに、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おがぷっつんしていた。

　右手の中の秘密兵器をぐっと握にぎりしめる。

「覚悟するにゃ！　そこの魔女もろとも始末してやるにゃ！」

　威い勢せいよく右手を掲かかげる。

　そこに視線が集まり──一同がキョトンとする。

「おまえ……なんだそれ？」

「ボクちゃんの秘密兵器にゃ！」

「いや、それって……」

「スリッパですよね……東司くん」

「やっぱり？　あたしの目がおかしくなったわけじゃないんだ……」

　三人が注目するニャーソンの右手には、まるで聖せい剣けんのごとくスリッパが握られていた。

　しかもトイレで使うタイプだ。

「これは魔剣レーバテインにゃ！　今日のために通つう販はんで買っておいたにゃ！」

「相変わらず懲こりないやつめ……」

　その通販で痛い目に遭あってきたことを忘れたのか。

「勝負にゃ、同志トージ！」

　レーバテインを両手で持ったニャーソンが階段を駆かけ上がってくる。

「ったく……はるの」

「ほいさ！」

　暗あん黙もくの了りよう解かいのように、はるのがドウジギリを顕けん現げんして東司に渡わたす。

　鞘さやから抜ぬき放たれたドウジギリ──ハリセンは折り目の数も増えて、見た目もそこそこハリセンっぽくなっていた。

「さっさと黙だまらせて……」

　いつものように軽くのしてやろうとした東司は、しかし急に冷たいものを感じて思わずドウジギリを両手で握りしめた。

　振り下ろされたレーバテイン──スリッパをドウジギリで防ぐ。




　ガチィ───ンッッッ!!




　まるで本物の刃は物もの同士がつばぜり合いするような音が耳をつんざいた。

「なっ……!?」

　東司が目を見開く。

　だがニャーソンの勢いは、そんな彼の油断を見み逃のがしてくれなかった。

「覚悟するにゃ！」

　再びレーバテインが襲おそいかかる。

「くっそ……！」

　東司はかろうじてレーバテインをドウジギリで受け止めると、そのままニャーソンを階段の下へと押おし戻もどした。

　なにが起こったかさっぱりだが、みんなを巻き込む前になんとしても引き離はなさなければと必死だった。

「おまえ……どんな物ぶつ騒そうなもん使ってんだよ！」

「問答無用にゃ！」

　ニャーソンが突とつ進しんした。

　レーバテインを縦じゆう横おう無む尽じんに振るいながら東司に迫せまる。

「くそ……！　なんで……!?」

　リーチは自分の方が有利なのに押し込まれていた。

　レーバテインの圧力というか威い圧あつ感というか、どうしても反撃できなかった。

　ひたすら防ぼう御ぎよに徹てつし、ドウジギリを盾たてにしていた。

「にゃーっはっはっは！　どうしたんだにゃ！　その程度かにゃっ！」

「こんっ……にゃろ……っ!!」

　はっきり言って劣れつ勢せいだった。

　認めたくないがニャーソンに圧あつ倒とうされている。

　これまでドウジギリの一いち撃げきの下に難なく撃退してきた相手に、今は一方的に押し込まれていた。

「どうしていきなり……」

　いや、理由なんて分かっている。

　あのスリッパだ。それ以外に考えられない。

（どうにかしてスリッパを奪うばわないと……っ!?）

　だがニャーソンはそんな考えなどお見通しと言わんばかりに、東司に反撃のチャンスを与えない。

「どうしたにゃ？　最初の威勢はどこに行ったにゃ？」

　つぶらな瞳ひとみをらんらんと輝かがやかせながら、煽あおるように東司へ襲いかかる。

「これがレーバテイン！　これが魔剣の力だにゃ！　なんて痛快なんだにゃ！」

「こいつっ……調子に乗りやがって……！」

「足あ搔がくがいいにゃ！　悶もだえるがいいにゃ！　その苦痛の一つ一つがボクちゃんを存分に楽しませるんだにゃ！」

「こん……にゃろーがっ！」

　どんなに悔くやしくても言い返せない。

　現状はニャーソンの必勝形だ。

　まさに詰つみ形──後がなくなった東司に、ニャーソンが最後の一撃を加える。

「これでお終しまいにしてやるにゃっ！」

　直後、ニャーソンが消えた。

　いや、消えたように見えた。

　その姿は──宙に浮うかんでいた。

　勝ち誇ほこったように腕うでを組み、見下すような笑えみを浮かべて。

「ウソ……だろ……」

　東司が上空のニャーソンを見上げた。

　そして同時に思った。

『このシチュエーションにスリッパは合わない』──と。

　だが、その一いつ瞬しゆんの隙すきが命取りだった。

「これで終わりにしてやるにゃ！」

　急転直下、ニャーソンが東司を目がけて突とつ撃げきした。

　反射的に、というより生存本能だけで身体からだを仰のけ反ぞらせる。

　それでも、爆ばく発はつ的な加速度で落下するニャーソンの巨きよ体たいはまさに凶きよう器きだった。

「うおっ!?」

　床に突撃した衝しよう撃げき波はで吹ふき飛ばされ、したたかに背中を痛打する。

　倒たおれたままの東司を尻しり目めに、ニャーソンはレーバテインを頭上高く掲げた。

「これで、邪じや魔ま者ものは排はい除じよしたにゃ！」

　ニャーソンがゆっくりと階段を上がってゆく。

　東司はもはや太た刀ち打ちできなかった。

　はるのも杏子も、ただただ遠巻きに眺ながめるしかできなかった。

　ニャーソンが進む先にいる彼女が──王女が危険だと分かっていても。

「……ようやく追い詰めたにゃ」

　ニャーソンが宿敵と向かい合う。

「覚かく悟ごするにゃ！」

　レーバテインを振り上げる。

　誰だれかが悲鳴を上げ、誰もが目を背そむける。

　最悪の事態が訪おとずれてしまったと──

「あの……どうかされましたか？」

　ニャーソンの手がピタリと止まった。

　レーバテインはまさに、王女のすぐ頭上に迫っていた。

「おまえ……」

「なんでしょうか？」

「…………なかなか可愛かわいいにゃ！」

　ピシィ────ッ!!

　レーバテインが──スリッパが悲鳴を上げるように震ふるえた。

「えっと……あ、ありがとうございます……」

　純情にもとりあえずお礼を言ってしまう。

「写真で見るよりずっと可愛いにゃ！　なんだにゃあの写真、逆パネマジにゃ！　撮さつ影えい者出てくるにゃ！」

　怒るところはそこかよ、と全員が内心でつっこむ。

「こんな可愛い子がいたなんて初耳にゃ、聞いてないにゃ！」

「その……」
















「はっ！　ちょっと待つにゃ！　ボクちゃんはこの子を手にかけようとしていたのかにゃっ!?」

「遅おそいわっ！」

　ようやく復活した東司がハリセン制裁を加えた。

「痛いにゃ！」

「一人で突つっ走ぱしりやがって！　どれだけの迷めい惑わくをかけたと思ってんだ！」

「ボクちゃんが……こんな可愛い子を……？」

　まさか、という顔のニャーソンに、王女は少し困ったように笑った。

「にゃ────ッッッ!!　なんたる不覚なんたる不覚にゃ！」

　近くの柱で顔ドラムを始めたニャーソンに一同が呆ぼう然ぜんとする。

「かくなる上は……腹かっさばいてお詫わびするにゃ！」

　いきなり正座するや、レーバテインを自分のお腹なかに突き立てる。

「刺ささらないにゃ!?」

「スリッパだろうがっ！」

「そ、そうだったにゃ……」

　くにくにと曲がるレーバテインにニャーソンが落らく胆たんする。

「どうすれば……どうすればお詫びできるにゃ！」

「知らん！　とりあえず謝れ！」

「そうですよ大たい佐さ！　ポ連だけじゃなくてメープルランドでも嫌きらわれますよ！」

「東司くんの言うとおりです！」

　やいのやいのとニャーソンを糾きゆう弾だんする。

　東司もはるのも杏子も、とにかく謝ってくれと訴うつたえた。

　しかし、それだけでは済まない人物がいた。

「……ダメです」

　そう言ったのは──王女だった。

　ただし、にこにこ顔で。

「みなさんにこんなに迷惑をかけてしまったのですから、ただ謝るだけでは許してあげません」

「そ、そんにゃ……」

　絶望したようにニャーソンが膝ひざをつく。

　あまりにショックが強すぎて彼女の顔を見ていない。

　一方で東司たちは『なにを言い出すんだろう？』と、微笑ほほえむ王女の意図が分からずに戸と惑まどっていた。

「な、なにをすればいいんだにゃ！　なんでもするんだにゃ！」

「そうですね……ではこうしましょう！」

　彼女は──そっと手を差し出した。

「わたしとお友達になってください」

「はいにゃ！　この場で死んでお詫びを……。にゃ、にゃんだって!?」

　驚おどろいて顔を上げたニャーソンは見た。

　温かく包み込むような微笑みを。

「ボクちゃんと……友達になってくれるのかにゃ……？」

「はい。もともとそのつもりでニャーソンさんもお招きしていたのですから……もしかしてご迷惑でしたか？」

「そ・ん・な・わ・け・な・い・にゃ!!」

　苦節二十数年。

　ポ連でも地上界でも仲間外れにされ、嫌われ、疎うとまれてきたというのに。

　そんなニャーソンに光を与あたえてくれたのは、まさかのメープルランドのお姫ひめ様だった。

「ボクちゃんは……ボクちゃんは間ま違ちがっていたにゃ！」

　激しい後こう悔かいがニャーソンの目に涙なみだを浮かべる。

「こんなに良い子をボクちゃんは……ボクちゃんはとんでもない愚おろか者だったにゃ！」

　演技でもウソでもない、正しよう真しん正しよう銘めいの猛もう省せいだった。

「お返事を……聞かせてもらえますか？」

　再び囁ささやくように尋たずねる。

　もちろん返事など決まっていた。

「ボクちゃんはここに宣言するにゃ！　現時刻をもってポ連はメープルランドに対する攻こう撃げきの一いつ切さいを停止するにゃ！」

「あらあらどうしましょう……いきなり仲良しになっちゃいました」

　両手を合わせて困ったように小首を傾かしげる。

　そんな彼女を、東司たちはただただ尊敬の眼まな差ざしで見つめていた。

「あのニャーソンを改心させたぞ……」

「トージ……夢じゃないよね……？」

「信じられないです……」

　ニャーソンのゲスい一面を誰よりも知っている三人だからこそ、彼女への尊敬の念を抑おさえきれなかった。

「さっそく停戦協定と和平条約を結ぶにゃ！　ボクちゃんの独断でやっちゃうにゃ！」

　完かん璧ぺきに反逆行こう為いだが、ここにそれを止める人物はいない。

「これで……これで……！」

　ふと、ニャーソンの身体がぐらりと揺ゆれた。

「ボクちゃんにも友達が……にゃふ」

「大佐!?」

　ニャーソンはそのまま、気を失うようにして倒れてしまった。

「疲つかれちゃったのかな？」

「まあ、激しい運動の後だしな」

　ただでさえグータラな毎日を送っているのだから、その疲ひ労ろうは東司よりも大きいだろう。

「あの……どうしましょう？」

　王女が今度こそ困ったように小首を傾げる。

「とりあえず今日は退散ってことでいいですか？　今後のことはまた後日ということで」

「そうですね……では、またお越こしになる時をお待ちしています」

　東司はしゃがみ込んでニャーソンを背負った。

　まさか自分がこいつのために背中を貸すなんてな、と苦く笑しようしながら。

「帰るぞ、はるの、杏子」

　二人を連れ、一いつ匹ぴきを背負い、東司はホイップアンティークに戻もどっていった。




　ニャーソンが握にぎりしめていたレーバテインは、いつの間にか粉々に砕くだけていた。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




　そして翌日──

「はぁ？　ボクちゃんがメープルランドと和平？　冗じよう談だん言っちゃいけないにゃ！」

　啞あ然ぜんとする東司たちも気にせずニャーソンが言った。

「あいつらをボッコボコのギットギトにするのがボクちゃんの使命にゃ！　和平とかちゃんちゃら可お笑かしいにゃ！」

「おまっ……昨日のこと忘れたのかよ!?」

「昨日？　なにかあったかにゃ……」

「いや、メープル城で！」

「うーん……潜せん入にゆうしたとこまでは覚えているんだけどにゃあ……」

　ウソをついている感じではなく、本当に覚えがない様子だ。

「どうなってんだ……」

　まさかの事態に東司が絶句していると、はるのが慌あわてた様子で走ってきた。

「トージ、これ見て！」

　はるのが差し出したのは、なにかの説明書のようだった。

　よく見てみると、商品名に『魔ま剣けんレーバテイン』と書いてある。

「通つう販はんで買ったっていうあれか！」

「それでここ！　ここ見てよ！」

　はるのが指し示した細かい文字を目を細めて読み取る。




『なお、本製品は魔剣です。使用者の願望をかなえるために絶大な力を発揮しますが、使用中は本製品に意識を乗っ取られますのであしからず』




「あしからず、じゃないっ！」

「さ、さすがポ連クオリティ……」

　とんでもない副作用だが、これで合が点てんもいった。

　ニャーソンがとんでもなく強かったのも、驚きよう異い的な身体能力を発揮したのも、つまりはあのスリッパに──魔剣レーバテインに身体を乗っ取られていたからなのだ。

　それが砕けた今、和平を誓ったニャーソンはもういない。

「なんてこった……」

　せっかくポ連とメープルランドが仲良くなると期待していたのに。

　ニャーソンのバカげた作戦に付き合わされなくて済むと思ったのに。

「さあ同志トージ！　打だ倒とうメープルランドの作戦会議を始めるにゃ！」

　このネコの無茶に付き合わされる日々は、しばらく続きそうだった。





『了』









　　　あとがき







　初めましての方とお久しぶり方の割合はどのくらいだろう、とか思いつつ書いてます。

　テーマパークといえばフェニックス自然動物園が真っ先に思おもい浮うかんでしまう八や奈な川がわ景けい晶しようです。




　今回はスピンオフです。しかも甘あまブリのスピンオフです。

　アニメ化を迎むかえたこのシリーズに自分が加わるというのは、なかなか緊きん張ちようするものです。

　その反動でしょうか、本作はとにかくネタに走ってます。

　執しつ筆ぴつ中の『原作の雰ふん囲い気きを壊こわさないように……』というストレスが『だったらスピンオフ作中では思い切りはっちゃけよう！』という感じに解放されてます。




　その象しよう徴ちようとも言えるのが『あのネコ』です。

　あんなキャラ、普ふ通つうの作品にはまず出せません。

　スピンオフでしかも短編形式だからこそ活かつ躍やくできるキャラでしょう。

　自分で考えたキャラを悪者にするというのはなかなか抵てい抗こうを感じてしまうものですが、こいつに限っては思う存分にいじり倒たおせました。

　良心の呵か責しやくゼロで暴走させられるキャラです。

　普通のラブコメでは出せない味を出してくれるやつだと感謝しています。




　主人公ポジションの東とう司じくんについては、原作の方が西せい也やくんなので反対の東の文字を入れたという、なんともざっくりしたネーミングです。

　相変わらず男キャラの設定というのが苦手な自分ですが、あのネコのおかげですんなりとキャラが固まった気がします。

　いやはや、ネコに感謝です。




　ヒロインズのはるのと杏きよう子こも、ストーリーを無視できる短編集ならではの、お騒さわがせキャラに育ってくれました。

　ハリセンにコンプレックスを持つ少女と、しきりに子作りを迫る少女とか、普通の小説では絶対に出せないですし。

　しかもあのネコのおかげで、可愛いところを引き立たせることもできますしね。




　あれ？　こうして考えると作中ではゲスいネコでも、わたしにとっては逆に便利キャラだったり……？




　少し近きん況きよう報告をさせてもらうと、信州上田で蕎そ麦ばを食べました。

　とても美お味いしく食べていたのですが、中盛りと侮あなどったのが運の尽つき。

　時間の都合もあり、最後は椀わん子こ蕎麦みたいにかき込んでいました。

　今度はもっとゆっくり味わえるようにスケジューリングしたいです。

　あと提てい督とく業務が少し忙いそがしいです。

　ビスマルクはトラック地方には未実装のようです。




　さて、では各方面への絶大な感謝と御おん礼れいをば。




　まずは、賀が東とう先生。

　執筆へのフォローとアドバイス、とても参考になりました。

　あと、モッフルたちにバカをやらせることを許していただきありがとうございます。

　さらに、なかじまゆか先生。

　各キャラのデザイン、とりわけあのネコのデザインでは、細かな設定にも応えていただきありがとうございました。

　はるのと杏子の太もものあたりが特に最高です。

　それから編集の方々。

　打ち合わせの設定やメールのやり取りなど、わたしの都合でなかなかスムーズに行かないところを、フォローしていただきありがとうございました。

　そしてなんといっても、この本を手にとってくださる方々。

『甘あま城ぎブリリアントパーク』の本編とはまた違ちがった一面を、楽しんでいただければ嬉うれしいです。

　それでは、また二巻でお目にかかれますように。





八奈川　景晶









　　　解説







　甘あまブリのスピンオフ外伝『メープルサモナー』がいよいよスタートしました。

　大人気御礼＆アニメ化もスタートした甘ブリについて、ファンタジア文庫編集部からの指令が下された！

「賀が東とう、おめー筆遅おそいんだよ!?　原作なんてまだ四巻までしか出てねーだろ！　せっかくアニメ化するんだから、なんとかしろよ、ゴルルァア!?」

　はい、すみません。

「ついてはフルメタアナザーみたいなノリで、貴様なんぞよりよっぽど筆が早くて有能な新人に外伝を書かせることにした！　文句はねえな、ゴルルァァア!?」

　りょ、了りよう解かいしました。

「べ、別にあんたの負担を軽くしてやろうなんて考えてるわけじゃないんだからね!?」

　デレた!?




　……まあ、一部本当ですがだいたい本当です。

　ちなみにこの『メープルサモナー』というタイトルなのですが、編集のアリマくんが考えたので、賀東は由来は知りません！

　まー、とにかく今年は忙いそがしくて、ガンプラもゲームもぜんぜん手をつけられない有様です。そんな調子なので、タイトルなんかも、


ア「『メープルサモナー』でいいですか？」

賀「え？　なんの話？（汗あせ）」

ア「外伝のタイトルです」

賀「あー！　そういえばそんな話も進んでましたね。ごめん！　じゃあそれでいいです」



　……などと決まったような気がします。混乱してたから記き憶おくが曖あい昧まいですが……。




　なんて無責任なことを言ってますが、内容についてはちゃんと監かん修しゆうしましたよ!?　ネタ出しもがんばったし、構成についてもいろいろ工夫してもらったし……。いえまあ、ヤナガワさんががんばってくれたので、けっこう楽しちゃったようなところもありますが！

　そんなわけで形になった『メープルサモナー』なんですが……うん！　おもしろい！　ニャーソンがいいキャラになったじゃないか！　最近はキッズ向けの妖よう怪かいの化ばけ猫ねこが大人気になってるし、便乗できるかもしれないぞ！　よくわかってないおじいちゃんとかが、孫のためにこの本を買ってしまうことだって、大いにありうる！

　あと女の子かわいい！　賀東の持っていないものを、ヤナガワ氏は確実に持っている！　脱だつ帽ぼうだぜ！　泣きたいぜ！　死ぬぜ！　でも死ぬのはいやだから死なないぜ！　健康に気を使うぜ！

　などと大フィーバーの太たい鼓こ判ばん、自信をもっておすすめできる一品です。

　そんなこんなでヤナガワさん、なかじまさん、編集のアリマくん、ありがとうございました。




　では、自分は本編五巻とアニメの脚きやく本ほんの執しつ筆ぴつがありますので、この辺で。ばいばい！





二〇一四年八月　賀東招しよう二じ
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